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昭和十五年十一月十五日限り 集金郵便の取扱ひが停止されました

ので将来合費其の他集金郵便て手IJ 詩ぷ qJ上げる事が不可能となりま

した。

就きま して は今後は 、誠に1i j J 面倒桂IJ 手数ですが 、振替大阪三九九

七五番御利用文は 、適宜の方法て御初1; 込み下さいます様御願ひ致し

ます。現在迄の1i ll初I} 込妖態に付いては迫て笹jJ 女11 らせ致します。何卒

問策)1民感と骨抜の協舎愛護のため集金事務に御援助下さいます様、

切に願ひ上げます。

枇|引法人日 本 建 築 協 合 主 計
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漁 村 之 曙

迎 春 の 貸手

至室長室 片 岡 安

/  

今や我問は交努1) 事鑓下第 5 周年 Jコ新春を迎へ、上下一護、一億一心となっ て新東凶建設

を? 同棋に遇進を絞りてゐる。 J'̂' Jにあっては大政翼賛併の基礎着 々その ijlA道に乗り諸政の刷

新期して待つべきもの あ れ 叉戦線と銃後は強靭なる ブd 日魂の靭u常によって連浦さ れて我



1 2  

民族の荘厳なる 一大行進が展開されつ〉ある。

此の新しき年の初に嘗り 、岡民各局は何を犠牲としても 、先づ、相共 lこ協力、聯携して

同家綿力の護憶に専念しなげればならぬのである。

然して 、我が建築界 lこ訴せられ?こる責務は、 とりも直さす・此の大東亜建設の第一線に不

可歓の重要部門を猪苗・する事にある 。大にしては岡土計書、即も日浦支聯携を基礎として

互助連闘の産業、文化、 粧情乃永遠恒久の計- 叢を始め 、高度闘防園家の質謹としての、都

市武装1十重 し そ の質現に多重しなげればならぬ。

内にしては闘民大衆の幅利増進の基礎をなす住居の安寧を期する事も 、亦、極めて重大

な問題であって、 その立案 k賀現に闘しでは建築界に課せられ仁、$ ろ 、一大責任である

と云はねばならぬのである 。

盟邦満洲岡は建問以来既に第 1期の諸過程を粧て、今や内容の充賞を期する時代に入り

土木建築方面の念速なる建設を要求 してゐるのである。之等は綿、て我建築界の参輿しなけ

ればならぬ事柄であるが、輔って思五、に、従来の如き我建築界の情勢では、到底此の重大

任務を果し得ないのではないか。子稽無事の文化進展の時できへも 、兎角、消極無篤の識

を菟れきＧりし我建築界が 、 この急Ｚ速進展の局面 ｴ こ 即 目撃して 、 蔦遺漏なＲｉｾ期するには 、 宜

し〈斯界の新謹制を構成して、 一糸素れきーる共同作業に移らねばならぬ。

従来の如き個人的、主親的立場に拘泥して、自己の便宜を圃る lこ専らなるの徐り岡家枇

令の進運に寄与興することの鮮なかりし奮韓制は断然之を股却鹿棄して、新時代の痛切なる

要求に 向って突進するの新 瞳11jl J を形成し、 醤 人も新人も. 各稀各方面の権威相抱合して、 そ

の線、力を護揮すべき千載一遇の危捜 tこ直面するを費ゆる のである。



鳥険金景 〈東方よ り〉

左方日時事は航空叙識峰、藷生!狗航空燈誌を移弊せ

るもの、高ヲO米。

標識格直下に三本の獅立粍を持った航空逝場の車

寄が見える。

乙れより右方に綴いて道場プミホ ーノレ。その右に繍

<  2 階建の部分は宿舎、食堂、iitl:交室、研究室其

他。外部総て宮地禍鴻級 2 色の迷彩を施す。
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C 建 設 目 的 朝 日新聞批「神風 j 機亙欧連絡飛行完成を記念し、合

せて民間航空思想者及 と航空背年の訓練養成を目的と し、 生駒

山上 に於けるグライダー滑空場、京都帝大天文選、生駒山鍛象

観測所等 と提携、一慌の航空綜合道場たら しめる。

0 徳 造 航空標識培は鍛筋コンクリ ート 誌を 8 階建

議場は木造瓦聾 2 階建

航空標識壊は30. 0米

J賞揚は9.1米

昭和 15年10月25日

O 高

3 ， 

0 竣工
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C建 坪

O 延 坪

銭 筋 コ ンクリート :8 階建、

第 6 階は展望室、第7 階は

般庭部 と ｬ 是認用 ｾｾ語 、 第 Ｘ

|轡 は暗号夜光源2置。

E

m

r

九

珊

6 4 4.7 8 坪

18 1.2 7 坪

279. 58 坪

図 面 平 階 二
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第 l 階
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第 3 階

第 4 階

第 5 階

第 6 階

第 7 階

嘉吉百
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世
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一一

生 駒 山 航 空 道 場

設 計 施 工 ・ 竹 中 工 務 庖

穫 型



全景 ( 西方よリ 〉

大阪側に面する正面。布より航

空担標識階、 その i貰 F は賞3童家。

その1r. に縦いて道場大ホ ーノレ。

更に 1r. に績いて階下食堂、階上

最土交索、間帯電。その左一段後

退 して宿舎。

圃・・

司証鐙空航

南 面 外 観

牛図形突出部は食堂。その右

に縦く部分は道場大ホ ーノレJ

2階の部分は祉交室、図書案。

何 れの掌上 りも河内平野' を越

えて大阪市、淡路島あたりま

での大最寄をほしいま与にす

場 主菌 室 航 駒 生

図 面 li'- 階 ー

館 念 記 風 脚
書置凪縛

5 1  

一 一 一 一 一 一



大ホール

① の 反N11i i J 玄関よ りの

入口飛行機は「制! 臥」

機。飾付完成の形では

潟i買だ上郁夫井凹部の

個所に釣り上げる

生重重駒 山 ・ 航 空 道 場 ・ 設 計 施 工 ・ 竹 中 工 務 宿

. 6  

大ホール

床モノレタノレ仕上コ天井テ

ックス貼。壁漆喰粗箇イ

ンキ費量仕上。壁付成雌黒

御影71 < 贈っ成域上部壁面

はカンパス貼「神風 J 訪

欧行程を示す装飾壁議

( 本 潟 l' n は未完成) t左越

の先手ドア ーは食堂へ。

右手ドア ーは宿舎、 階段

家 、使用f等へ遁ず。



2賃 金

床板d長。天井テックス 、倦漆H食

f可れも インキi I i ! i イ士」ニ3

祉 交 室

床依張。天井テックス、壁漆喰

何れもインキ捻イ士仁3

ｪ， ｾ方の ドアー よ り 尚喜誌に Ｎ 出られ

る。よ手は間帯案。

圃 書 室

床板張。天井テックス 、警漆喰

[ 可れもイ ンキ喰仕上。

ql 央の ドアーよ り露 廷 に 出 ら れ

る。

カー テン仕切よ り向」、枇交寧 3

7 1  



1 8  

宿 舎 そ の 1

廊下雨側に 12 人 宛 の コ ンパ ー メン ト

ト。 床板張。天井テックス 、墜 漆喰 何

れもインキ 在住仕上。

廊下突 笛 り階段家及非常口 。

袋:li .f数6f 伺。

宿 舎 そ の 2

コ ンパ ート メント内部。

床板録。 天井テックス、壁板張、

渡益床畳数3

玄 関

床モザ イク 9 イ J レ。 号室天 井漆喰粗商

イン キ 検 仕上 。 建 具 木製 ｾＯ キ 在 賞 。

1r.万 雨附 扉は車 寄へ3 その右 の小 窓

は事務所受付窓。 その右 に斗三分見え

る1:1: 1入口は燈誌へ の歎 り口。

生 駒 山 ・ 航 空 這 湯 ・ 設 計 施 工 竹 中 工 務 J苫



大 阪 市 立 員 塚 療 養 所

設計に就いて、 建物の性質上、建物と建物との閣隔を

多くし叉、廊下を北側にのみ採り 、 自治を多放に探り得

る様考慮 した。同様に遜風良化策とし て窓を多く したコ

何日光浴室立立にテレスを設け日 一治俗の完全を J制した。有

料病糠は震に孤室。無料病線は共同空貨を主にし孤雪置を数

個所設けた。

位 置 - 一・・大阪府下泉南部貝塚町学三之A 山

工事期間 … ・・…- 第 1J羽. 第 2 期完成、

第 3 期 目下工事中、昭和 16年 11 月完

成激定

起 工 ・・ … ・・・ ・昭和 13年 9 月

置F
色

本館夜 I商出入 口附芯

設 計 ・ 大 阪 市 建 築 課 ・ 施 工 ・ 漫 沼 組

政地面積・ ・・・・ ・16高坪( 内、 6 7.高坪 傷疲軍人貸奥〉

i枚容人員・ ・ 750人 ( 有料、無料共〉

建築面積.. .. . .. . ・・.8195.96m2

延 面 積 ・・・・・ 13317.  Ｙ Ｓ ｭｾ＠

内 稼 本 官官 ( IW渡廊下) 2009.  93m" 

有料病棟 ( 6棟 ) 3183. ＷＹｭ ｾ＠

無料病棟 ( 5棟) 3003.  24m
2  

嫌 記量一ー・…・…・本官官 木造 2 階建、瓦琴、外部 モノレタ

臣官
L

J レ粗面仕上

有 料 病 棟 及 無 料 病 棟 木 造 2 階建、 瓦

葺、外部立下 目板張タ ームヒ ン仕上

本 館 背 面 舛 蹴

9 1  



本 箇 全 景

円 五i 止hdL. n  

I !桜 ZfS:ffi周

韮言}  

t掛町官

1  降雪

]. ポー千 l u  電話交慢室
l D. 隆位宅 ｾ ｾ Ｎ＠ 太陽｀Ｎｾ

2 玄 関
l J. 事努長室 ｾ Ｎ＠ 検査警

!.:l. レン トゲシ苦言

:1. 患者人口 13 際務係
診察宅

. ゆ. 裟箇室

4 下 足 1:1. 7i i I直筆
ｾｾ，＠ 看護婦警

Ｚｾ｝，待 合

5 溜
14. 健 所

ＺＡｾ＠ カー ド警 ¥:! 望書局

日. 病室 ｦ［ ｾ l i:J 浴 室
Ｚｎ Ｎ 耳ｾ Ｇ，［ｪ 室 Ｚ ｬｾ ｪＮ＠ 製剤j室

7  更衣空
19  更衣ｾ Zう . 暗 雲

:l 4  磨工警

8. i J {f，苦曾隠 ] 7.  材料消毒警 ｾＶＮ＠ 技工警
お . 物 置

｛Ｑ Ｎ 隠ｾ宅 18  手術案
:!.7. 尉制空軍 :16田 波耳E下

議; (

無 併f丙陳列車H

1. 1 0 大 阪 市 立 貝 啄 療 養 所
設 計 ・ 大 阪 市 建 築 謀

施 工・ j菱 沼 組



渡

階

1

2

1

北

江

口

-

h

Q

山

勺

。
，d

ｩ 舌ｾＱｦ［室 ｝Ｐ ，

研究烹来機室宅 ]]

関Bi 長宅 1:2 

際援宅 1" 

夜長室 H ・

貿信空 1ぅ.

'a識者

講 堂

f空 室

便P. J i

!!if長宅

関蔓寮

湾 局

標本空

冷蔵雫

1  1  



ゲト寄託'1、1事を見る

列苦言小屋内部

本 鎗 附 段 堂

I  1 2 大 阪 市 立 貝 原 療 獲 所
設 計 ・ 大 阪 市 建 築 課 ・ 施 工 ・ i菱 沼 組



日①ー古千百7 一一

0 0 ① l ① 0 0  

0 0 0  I1 0 0 0  

ナ

日

本 館 ゲ ? 敵

1  I滑 卒 面 圃

2 階 l p 面 翻

川 崎 策 養 食 配 給 所 神戸〉 設計・笠井建築事務所 施工・中島組 1 3  I  



ーラ‘

.  '  

'1<'" 

本館出入口附近

本館態接室

前頁平面圃の説明

1 階

1 玄 関 10 便 所

ｾＮ事務室 11. 烹炊t査察

:t 際E臣家 Ｑ ｾ＠ 調末祭

4. 男子更衣空 1;¥ 暗証主

5. 女子更衣室 H 冷蔵庫

6.  時費負更1究室 1弓. リフ ト

7 従業員食堂

S. 女子浴室

。男子浴室

本館玄関内部

2 階

l 鹿 間

2.  :!!!l接宅

1 随 所

4 リフ!

5. 1 ツフd ライ l

本 館 輸 事 務 室

I  1  4  )11 節 操 護 主 firr 給 所 ( 1神戸 〕

イ. 洗聞旅 ヌ 高lJ食弾事笛渇格納捌 ツ. 71< 糟

ロ Ｎ 皮 ｾｊ 綬 ノレ 副dt 場
ネ. 台 所

ハ 誠司被 ヲ 主dt 場
ナ 排71<構

ー. フライヤ ー ワ主食梯醤箱格納捌

オ、. ス 1‘ F ヲ カ 主 食 感付2

へ 石炭人
ヨ. ス ウイドテF ブノし

1  焼物官官

チ 主 食 釜 レ. 駅肉盛付

リー副食釜
'/ . 魚肉盛付還

設 計 ・ 笠 井 強 築 司E 務 所 施 ヱ ・ 中 島 組



上 ・刷会号室 ・下 ・主 食 釜

天 井 廻 り

工 事 概 要

自己泊所 11fl -'l'

廷漂面的 狂的 ＷｾＸ ＮＴ 内精米所; lGfl 司、

内隷 貫日冶所事ｾ所・ ｬ ＡＱｬＧＱＧ ￯Ｔ ｊｩｦＧＢ 2f野市J i f

調尽を場 ... ... 1r:o飼:

冷蔵庫 …ー Ｑ ｮｾ 平

物品鈴鹿・ ]t)1))j'

ボ イラ Ｍ ｾ Ｎ ＮＺＮＺＨＩ 主 ｩＧ

精米自 ｴ ー［ 精米及白米置場・ Ｑ￯ Ｚ＿ｾ
玄米倉庫・ー- …。 6o昨

物品貧隠・・ ・ ー . 00餌ユ

リヤカー節目 ー … 15坪

其他… ' " . . ， ・0 ・・・・・7俳

建築段 付ぷ高岡也

建築陣 ｾＧｬｲ

情撞木さi . p 家建及一部ヨ静i ! I !

外四号色モルタル '-11 '】及一部初日板煩 IJ

1宗 根 ス レ 【 I.H

主主師 内外3毛布Jれも「ペレキ盗」り とず

調 埋 場

1 5  I  



官、米-)' ; ・1耳磁を見る

精 白 米 倉 庫

精 米 所 内 部

精 米 所 出 入 門

I  1 6  }II 崎 郷 軍 豊 司 駐 車E 給 所 ( 神戸 ) 設 計 ・ 笠 井 建 築 事 務 所 施 工 ・ 中 島 組



宮

川

閉

室
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庭
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寧

室
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安
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現
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問
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交

想

批

話

車

際

限

客

線

部

中

神

間

管

制

E
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焔

宿

小

潟
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休

便
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1 階

1

2

1

A

z

a
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1

a
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n

川

l

L

九

J

-

凡
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1

1
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1

1

1
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ダト

10 

1 僻 卒 面 倒

1 7  I  
石川策太郎施エ・小緑組設計・津田建築事務所社

咽0. .

冨大 阪 交 逼 株 式



玄 関 車 寄 せ

関
玄白

E雪 ・ 廊

健 所

小 合 穏 当 空

中 曾 5霊 祭

i t ! 衣 窓

際務文ｾ廊

湖面1十剖3 1ヰ閥

}

i

B

・

・

・

・

・
、

J

L

7

s

n

o
守

、

U

N

I

-

-

L

J

-

2

4

Z

J

E』

↑
腕

置1]

t霊

￭ ｾ 食

段

企

xn 

蜜

Ａ ｾ奇

怪

講

青 掌ｾ

}

-

-

-

回

日

n

o

l

.
-
;
'

1

1

1

1

1

 

問 。

2 階

J . 市上 長 室

ｾ Ｎ秘 密室

開高 ｾ＠ 警

1. 曾 長 案

九 重 役 曾 an 寧

0. 副 市t 長 率

7.  fI古 玉主役 Z;

開 腐

ｾ＠

詳、

一 一 ー
一一ー ー

一

γ

門

川

H

"

 

M 

2111奇 卒 園 幽

1 8  



宮署 掌

講 堂 殺 曾 議 室

中 曾 議 室

大 阪 交 遁 株 式 曾 枇 設計・ :奪 回 建 築 事 務 所 施工・ 11¥線 組 石 川 | 菊 太 郎 1 9  I  



小 曾 著 書 室

日銀 ff:! 室

階 段 室

雷ｾ笈堂

ヱ 事 概 要

位 i左 大 阪 市 東 成 区 南 l丁目 17

敷地面積 1005坪像

建築面積 519坪7合7

延 1傾 積 1049坪5合4

階 数 2 階

高 サ事干高29尺 7寸

構 造 主 鱒 木 造

外部仕上 鍬綱張 り豆砂手I j 入モ ノレタノレ下聖堂りグスタ ー仕上

道路側窓額縁廻り腰巾木事寄せ外装は凝石張 り

屋 根 製 瓦 織 部 色 葺 き 方 形 式

内部仕上 一般事務室床 リグノ イド鈴 り巾木人造石舟] 壁 7 ・

ラスター腰オリエンタルクロス貼り天井落子テ

ックス貼 り見え掛り インキ鎗表玄鞠土問及理耳目

テラゾー天井リシン仕上

成問床リノタイノレ貼り巾木テラゾ ー天井周壁オ

リエ ンタノレク ロス 貼 りインキ仕上、中央 階 段巾

木手摺テラゾー 、段箇 リノタイノレ貼り各重役室

床寄木張り 、 リノ リユーム激初日ペ= ヤ寄木 及

ドーアテ ックス貼 り天井壁残貼仕 上主主師オイノレ

ステ ン仕ょ、講堂床 リグノ イド、初目トオアテ

ックス天井 オリエ ンタルク ロス貼 りインキ其他

ステン仕上

衛 生 設 備 湾イヒ裟iii ' ¥ 7/c式〉

2 階 廊 下

1 2 0  大 阪 交 調 株 式 . 軍 士 段 計 ・ 津 田 建 築 事 務 所 施工・ 11¥線 組 石 川 菊 太 郎



都 市 の 性 格 に 於 け る 世 界 的 と 日 本 的

都市の形態と構成と iこ同々の特色をもっ事は、

過去 Iこ湖るほど顕著であっTこ。近代 tこ於ける世界

的交通の護速の fこめに、可なり歴史的の特色をも

っ fこ郡市も 、 その闘の生日様式が近代的に 一様化

される傾があるのに伴って、形態も構成も 一様 化

して殊にその都市の中艇部分に於ては、体' l j ii の特

色が稀薄になる のである。叉都 市の形態や構成に

I#Jする科書起が世界問に普及されると持i二、多〈の

同々に於ては 自問の特色事情によって、 その皐

問をそれぞれ再組織する前 tこ、ある中心に起つ? こ

墜問の形式と内容とが、先づ;後械dりに星第ぴとられ

る埼果、愈各凶の剖¥i Ji の中心力 Z似待つ? こ形態や構

成{ e とる事となるのである。

かくして都市の形態も構成 も、 その 中心地r!!Iに

於ては、世界的一様性に向ふのであるが、 しかし

{i1¥ ii i 全曹としての間有の性洛の全然失はれるこ と

はない。中心地区に於て も、 世J字削一様化のうち

に 間有の性怖 による特異性をもつ のは、常然で

あるその場合 に、欧米 のや うlこ、民族交 lりj の同系統

の ものをも っ闘々に於ては、 その岡際問の一様 性

は、比較判よ〈各: 叶の間不J の形式と融合し て、本に

竹を緩い1:: ゃうじはな らないが、近代の東洋 刀や

うに、数千年米、全〈様式の建五、文 l引をもって護法

して* 仁川に ! 止界的の一様性をもっ? こ都i li 形 j虐が

移入され? こ場介は、 そごtこ献に調和lの h れない形

式 の Ｑ ｬｴ 合が起る。 ｾｉ Ｎｬ｜川川 や 淀川 の 橋は西洋 の 二 ＱＺ 穆

の輪人に作っ て、可な りlj 1. ¥カ: ら洋式の鍛橋にな

っ ＿ こ が、 そ れ が ｦ ｊ 本 ｲｾｾ 有の木橋と ｪ ｬｪ ん ＱＺＮＧ I:> .x. 雨j予

の 我凶郁 ￝ｾ の 中心、 ｲｬ 句景観から超然とし＿こイ長在であ

っ ｦ こりし て 可 な りＯｦＧＮ ｾ ，ｾ手 ＱＱ な ｊ 隊式 の 混［ＨｲＺで 、 あつに。

2  

.1". 皐、工会の専門家は、1r. Wt 日i.J創土; J i に局勤11を置

く＿ こ めに、円己 の 創作を 、 環境からり ｉ ｾ 僻し て 、

筋肉 のイ({E として見る傾きがある。 その例性に任

かせるし悟史的に特殊性をもっ都市形態を離れ

て、 その1rlil' ド1: の例浩物が紛然頭角{ f 現すやうにな

ま!毛筆 者 l主 ini
諸 宗

長 谷 川 如 是 関

るが、それが彼等の満足でもある。それが fこめ西

洋 "J)都ili に於ても、佐々局部的 iこは不調和を生十

ることもあらう。古い話Tごが‘ ロンドンのウヱス

トミンスタ ーに官行プロックを 作る時 に、首・Af lの

パーマスト ーンは、 その新 しい設計が同地区の倍

態色調手11 しないといよ、理 IIi で、 それに嵯更を命じ

?こ主いよ、話がある 。ロンド ンなどは近代株式の構

成をもってゐるので、それが新じい様式と の不調

不11 1 : いつでも、さう甚しいものではないやうに思

はれるが、我閣のやうな場合 lこは、会〈文明系統

{f 異 tこする我問 自惜 の特 殊の中世! ' l i.;様式と肱洲の

近代様式との混合となるので、 その不関手11は著し

いわけである。

それ lこも拘らす¥さういよ、不調手11 {f l皇陛 し て 、

パーマ戸本ト { ン のや うに、笹形式への・調和を要

求することは、我闘の都市・の現代的護建の干上か ら

は、経封に持されないのである。これは凶作でも 、

木造都 バi から赤煉瓦の都 di に選る時代に はやはり

さうにつにのである。さうい よ、場合に は、少〈と

も都合の i十1極地区の建設tこ於て 、木造時代の皆様

式への調和などとし、ふことは: 1 1 へてはゐら れなか

っ?こであらふ。

尤も現代のコンク リー ト建築は 、煉瓦建築 より

は、皆様式を繕承する可能性が多〈 、我闘の木造

様式を 、背の挨及の石逝建築が 、 それよ り古い時

代の木造建築の様式ｾ櫨承しに以 上 に 、 そ の ま 、

再生せしめる事も不可能ではないのであるが 、高1¥

i I " i の形態が全謹的に 、いはゆる洋式になり つつあ

る場合には、 哲様式の建物は、 それが妹 tこ古典的

な意味をもヲ問的 lニ使用する辿物 で な い 限 れ 去IJ

って不調不11 となる。されはさういよ、意il未なし l二、

強て告J隊式を その まま再現せし める事は、都 ili の

その地 lぷの杢1量殺J l から 、 それぞ避げねばならぬ場

介が 多いであらう 。

我同の専門家の近年の傾向と して は、一・方に於

ては、世界的の新しい様式に向つてな lまも精進せ

んとする傾 向があると同時 に、他方には 、漸〈我



が闘の侮統的感覚に基礎する新様式を洋式建築に

於 て創造しゃうとする傾向 もあるが、 さうしづ、段

階に入つ fこので調和は一層複雑になっ? こ。都市の

構成としての混合様式に進む前提としτ 、個々の

都市建築 lこ於げる混合様式が起りつつあるといよ、

現炊であるが、その次ぎには 、都市の『全人的』

形態に於て 、我闘固有の様式一ーといふよりは、

その固有の様式を基礎づりに、我閣の風土その他

の特殊事情による闘民的の感覚 ・情操ーー の 都 見

を見る事となる順序である。さればここでも、我

闘の都市形態の現代的性格について考ふる前に 、

今現に具象的に個々の建築 tこ於て示めされてゐる

態度について・考へて見なげればならない。新富様

式の混在時代かも、宮様式を新様式のうちに溶解

する、一一ー又は新様式を沓様式のうちに i容併する

一一時代に入つ ?こ一故か、専門家の間には、新 醤様

式の混在ｾ嫌五、風が以前よりは、強〈なってゐる

ゃうである 。

? ことへば屋敷門の奥に『洋館』をもっ といふ事は、

明治時代には、洋式建築の設計者の ? こめに徐り嫌

はれなかっ? こが、今の設計ー者 tこは嫌はれてゐるや

、うである 。 これは混在から調和に進んで時代の嘗

然のやう1 : : が、他方では洋式建築に和式の様式の

取り入れられるやう lこなし洋式建築自髄が日本

的形態をもっやうになって来? こので、醤様式の建

造物とそれとの不調和は大に緩和されてゐる場合

がある誇である。市かも今の専門家は、さうい」、

場合にさへ、 日本式の加l味され? こ新様式と奮様式

左の調和を否定して奮様式と 協同で環境を作るこ

とを嫌ってゐるやうに思はれるものがある。

具盟的の例を場げるのは遠応、し? こいが、意味を l明

かにする fこめに 一つにげ禦げる事を許して貰か? こ

い。上野の帝室 | 専物館の沓建築は、英人技師コン

ドルの設計なので 、我闘自瞳のその頃の工感者の

態度の例とする事は出来ないが、後の日本の工撃

者の態度 e f - . f 照せしめるにめに 、 それをかりで云

ふのであるが、 それは印度サラセン風を加味し? こ

赤煉五の建物で 、 さうして純日本風の、昔の黒門

をもってゐ Tこ。これは恐ら〈設計者のコシドルが

その黒門の存置を主張しにか、又は少〈ともその

撤去を主張しなかっ? このであらふと思はれる。然

るに 、 日本風 ｾＩ ｊｉｉ 味し ｔ こといよ、新建築の場合は、

日本の技師がその黒門に退去を命じて 、新ら? こに

. 2  

包の門を設げてゐ る。新建築は以前のそれよ bは、

多少とも黒門との不調和が緩和されてゐる。一一

考へ様では、調和してゐるーー とも忠はれるのに 、

今日の専門家は、それを撤去せしめにのである。

もしそれが存置されてゐ? こら 、外人などが見て 、

本館はその黒門主の調和を考へて設計- されにと思

ふかも知れないであらう。これは前に云つに、工

撃者 ・技術家の個性的創造の隼重 tこ原因してゐる

のではなからうか。新建築を正面門前から見る時

は黒門は邪魔 lこなるのである。撤去の理 [: 1] は知ら

ないが、それも理山の一つではなかっ ?こか、然し

もし そうなれば、同じ意味で、あの建築自韓の玄 ，

閥の別棟の構造が、母家の肝要な部分を隠してゐ

る邪魔物 k も見られるのである。( 原設計闘では 、

玄関は、日Ij 棟 tこ見られる様な構造では無かつ? こと

思五、)

筆 t ; 岐路 iこ走つ Tこが、 さういよ、事も、前に云つ

? こ如〈、わが工皐者叉は工妻家は、なほその創浩

能力の育成 lこ精進しつつあ芯ので、勢ひその創造

物の個性を重硯して、 より嵐い綜合的形態への闘

心が、 それ lこ打ち見士かされるのではあるまいか。

3. 

上述の如〈、我が閣の現欣に於ては、個々の都

市建築に於ては、手口洋形式のモザイク的入れ交ぜ

の時代を率へて、洋式に日本的形式を溶解させ

る、支は日本的形式に洋式を溶解せしめる、過程

iこ入ってゐるのであるが 、 まTごさういふ性格的の

我が特異性を都市の『全人絡』的の表現の上に具

髄化させる場合 まで進んでゐないゃ うである。閣

内では、満洲園の新京に於けるやう l二、都市そのも

のの性絡を新ら? こ l二、構成的 iこ表現するやうな 、全

都市の綜合的設計と云ふものの賓際上試みられ? こ

例はないので、( 明冶の初めの 、米人クラ 戸グの札

幌の設計は、ややそれに近し、ものと云へやうが。〉

局所的の表王見にそれを求める外はないが、今ま

での虞では、 その局所的の構成には、個々の建築

で固有の様式のi容解欣態の示されてゐるほど、我

閣の俸統的の様式の溶解されてゐるものはあるか

何うか、蹟〈探求しない筆者 iこは何とも云へない

が、通常日 lこ慣れるところでは 、大抵洋式の再生

のゃうである。個々の建築に、固有の性格の表現

を求める様にな って ゐるのは、上述の如いより大

きい『全人的』形態にそれを求める前提 k 見なり



ればならないのピが、その耕について今日までの

困難は、明治時代の銀座街の設計のや うに、局部

的にも『全酒』の計謹をもっ事の IH来ない事で大

時災後の 再建に於ても、道路 と家屋との除j 係 さ

へ、綜合的計葺の下 tこ、構成されにのではなかっ

fこのである。

叉綜合的 lこ考へ る己しでも、我が闘の場合には

特殊の困難がある。といふ のは 、前にも閥れ fこ如

〈、我閣の都市の日本的性格ともいふべき 、形態

的持徴は、主としてわが岡自髄の中世都-di の特 質

から生れにもので、それが近代の世界的様式に1討

する闘係は、官余り『異閥的』で、個々の建築 として

は、 その特性を加味し得ても 、 より大きい都市の

『全人的』形態にそれが現はれる場合 iこは、要する

にその形態の 、近代的生前の形式との調手11がなか

なか困難なのである。調和i不調和といふことは 、

都市計費の場合は、前に云つTこ黒門と開物u"rl e の

調和不調和のやうに、単に感売の問題であるばか

りではなし日本人の現代生前そのものとの制手11

不測和といふ問題になる のであ る。わが侮統的棋

式が再生されるとしても 、 それは現代の日本人の

生前それ自信に、な lまそうし? こ様式の琵生を可能

ならしめる僚件がなげればならないのである。わ

が日本間有の様式fごからと Zえって、培 iこ『様式それ

自謹』を機械自にHこ現代lこ再生させていそれが、現

代生前に機能的でなりれば、現代{i i ¥i li の『全人的』

性俸の重心となることは州米ないであらう。

4.  

局所的にしろ、ある地医に 、大なりノj、Tより 、!，J，Hi

の性格をもっ fこ形!l 鮮民部見をもっといふ事は側々

の建築の場合よりは fこしかに凶難な問題である。

近代建築にある程度、問手f の形式を )111味しでも 、

それが必す・しも現代生前に於げる機能を妨げない

場合は可なり多いの ｦ ＺＺ が、都 ￯ｬｮ ｬ ヲ Ｉ｢Ｎｾ J ) 局所的の構

成に、我凶間有の様式を ")1111 ¥未しようとすること、

近代都市の機能 tこ治合しないものとなって賞際J -_

の不都合を生す・る ! 誌が多いであらう o .きれば現代

都 i lj の形必は 、我闘の l: j . l 世的の都市の性絡を機械

( 1 りに踏襲しにそれではなし現代日本の生前様式

を基底として生れ仁 、強民的の 日本的性格の表現

でなげ れは。ならない。

ところが、 そこにも問題がある のは 、現代の日

本は 、西洋との交通附始以来一世紀 lこなるゃなら

十なので、新時代の性格は、なほ成育時代であっ

て、ある完成されに典型をもち得? ことはいはれな

い。従って都市形態も、純洋式の再生を無難 とす

るわり ｦｾＧ が 、 さういよ、段階に於て 、 多少とも日本的

性絡の表現形式を創迭しゃ うとする場合 lこは、 そ

の基調を 、現代日本のなほ過渡的? こるを発れない

外的表現に求めるよりは、 寧ろそ こiこ基底的の潜

勢力として持輔されてゐる体統的の感受 ・情操の

過去の表現であっ ? こ、ある完成されTこ挺史的の典

型にそれを求めなげねばならないであら う。更ら

に云へば、過去の様式の機械的再現ではなしに、

その精 ｩ 向 ｉＧｾ 蘇荊せしめ仁 、新 様式の創造でなけれ

ばならなし J 。

而してそれ tこは、わが中世都リi の形態一ーと五

つでも 、主 として徳川末期 tこ成立しにそ れで時代

から云へば近代であるが、 その都ili 生存rl の様式 に

中世日正; 特徴を持続せしめてゐるもの故、かり に中

世都市とい五、 のであ るーーの心的官条件とも、 ま

? こ精帥がJ特 徴 L もいふべきものの認識が必要 とな

ってφk る。市し丈そ の認識に於て、さうしfこ過去

の心の現代的意義を把握 しない時は 、徒らに現在

i泊H1しない貨幣の蒐集のや うな結果となる であら

う。つまり脹史日 へ 現貰の、現代別生命ｾ求めなけ

ればならないのである 。

わが中世都市の形態日号特徴についてここに詳述

する徐裕もI 1J意もないが、Tこfごその ー班をあげて

全貌を説はしめるならば、? こ主へば、わが中i : U. : 都

市の問 屋 町 の規格的に 統 ー され ｔ こ‘ 形態舵表 現 ｾ

) ; -¥; 礎づり ? こ、心的保件の如きは、その 一つであら

う。即も或る我岡氏特有の生許心がf ! . の表現形式が

わが中世都市の主なる性格をなしてゐ Tこのである

が、 さうし、ふことは 、近代都市の形態的表現とし

ては可能か不可能かといふ問題がある。

右の ＱＱｾ 屋 ｬｕｪ の例は 、後に 云」 、如〈、 特にわが 中

世都Tli の特徴Tごつ? こので、他闘の中世者llii jには、

わが同に於りるほど厳絡に 、又強度に 、さうし? こ

特 徴 I) ;現は れてゐ Tことは忠はれなし、から 、洋式に

議づ〈近代都市に それが櫨TK きれないのは首然fご

が然し、 それに以Tこ精耐1

'

が、西洋の都i l'i には、背

無であるとも玉三tまれない のであ る。

わが中世都i I i の本俗的の阿佐J街の形態民特徴の

一つは、 それが規俗的 tこ蹟絡に統ーされてゐ? ここ

と? ごが、西洋でも 、中世枇ヂ? は 、一般にさう云ふ

3 .  



傾向があっ? こに拘らす'，11阿 i形態に於ては 、事質上

我国ほどそれが正規約の形で現はされてゐ fこか向

うか。而して我閣のそれは、命令による統ーで は

なく 、全〈自主的のそれであっ? こが、 きういよ、特

徴は、個性主義の近代都市形態として持続される

事の不可能なのはいよ、迄もない。 仁左へ西洋の中

世都市に それがあっ Tこにしろ 、近代の石造都市に

移る場合 tこ、 その特徴は多分失はれ? こであらう。

しかるに我闘では、都市を近代化する試みの始め

て行はれにのは、前 tこ云つに銀 座 の 改 造 1:: つ?こ

が、その時は、命令による規格的統一の形であっ

fこ。 一層近代化の過程の逃んピ時に、 さうし? こ統

一形式は全 〈破られTこが、 いこか-< 最初にはさう

しTこわが中世都市の形態的特徴持続があっ fこので

ある。

この中世的特徴は、近代の個性的の市民生活に

移る前の中世的のーー ギルド的の一一市民生析の

表現形式1:: つ fこが、それに劃する今日の認識とし

ては、その形式そのものが主要なのでな〈、それ

が何ぞ表現し? こかの認識が大切T4ので ある。即も

その形式の底にあっ Tこ心的僚件を認めなりればな

，らないのである。

それはわが聞の市民に特有の精 ｩｪＱＱ Ｑ Ｑ に ｾ干 ｬ 遣な ｌ 、が

その精神白檀よりは、その精神を如賞に表現しTこ

形式をもち得Tこ事が、現代に於てもその意義の認

めちるべき黙である。

5.  

近代都市の形態1こ於て、市民的精神を 、我が中

世都市の様式ほど如賞に表現し得fこものがある 1::

らヲか。今の我閣の都市形態は、要する lこシヴ イ

ツク・アートともいふべき、技術的、もし〈は、

華街的の性能の表現であるが、わが中世都市の形

態的特徴はシヴイツ ・ヴア ーチユ ーともいふべき

市民の道徳的性格の表現形式であっ? こ。その形式

に於ける規格的統一は 、中世的の道徳が同じ〈規

格的に統一されにそれであっ fこ事の反映で近代の

形態の個性的表現も亦、近代の個性主義道徳の反

映ではあ るが、前者は今云つ fこ如〈、道徳的の表

現であり、後者は技術的のそれである黙注意せね

ばならな L、。

中世都市の形態が現代 lこ生命をもつならば、そ

れは 、都市形態の表現に 、道徳性をもっ事である。

この事は 、西洋の都市にも 、ある地区に於て見ら

1 4  

れるのである o 1ことへば大事匿又は、大事都市 t

L、五、やうな所は、昼間の土地としての表現形式を

もつが、それはその審美的形式にモ 戸ラルをもっ

といふ性俗のそれである。さう いふ都市形態の性

格のそれである。さういふ都市形態の性格がわが

中世都市に於ては、院j 人街や屋敷Pl j に於て顕著? ご

っ? このである。

さうしに形態的特徴を形作つ? こ側々の前j 応の構

成は 、誠 lこし、はゆるシヴ イツク・ヴアーチ 斗ーの

『イじり 物』ともいふべきやうな形式をもってゐ

? こ。正I聞の前l' 棚、その下の帳場格子、それを中心と

し?こ長方形の庖の構成、それを抜どる E 大な木材

の上り権一一これに構造上不必要なほどのE 材を

mゐfこ意味を惣へ一一而して: 11手閥的境界であるよ

りは、心的境界としての敷居一 一『敷居が高い』

といよ、諺のある所以一一。そうし fこ内部にふさは

しい街頭に向つ? こ商の正規的の形式、それの『正

装』としての暖簾等々。

それは12時の『応』がE互に物を賀買する事務所

であるよりは 、ぞとに育つ 人間の『気質』ぞ訓練

する『道場. l I 1ごつ fこからである。その頃『道場』

といへば撃剣 ・柔道の稽古場の三第七が、商人の徒

弟がそこを家とする『庖』は 、 それに劣らぬ意味

で『道場. l I 1ごつにのである。商業技術は? こ Y 算盤

を数へられる ＱｾＧ けで 、 すべていはゆる『見ゃう見

真似』で費えるばかり七つ ?こが、院j 人としての言

語 、準止動作の訓練は惜しく興へられにのである。

それは主と して形式から入って行し中世式の訓

練Tごりに、 その形式の j設格き l二、 その道徳の厳格

さが象徴されてゐ? このであるが、応の構成も亦感

売からその心的4条件を訓育する形式をもってゐ Tこ

のである。今日は鵠談落語で僅かにその{ 弟をイ思ぷ

lこ止まるが、明治の牛ば頃 までは、わが大都市に

なlまさうし? こ中世的の現賓の姿を見ることが出手I<i

7このである。

.  6.  

近代枇合は、すべて上記の如き 程式の典型の打

破をその護連の僚 Ｑｾ ーとし＿こので 、 その典型の形骸

の持続は不可能となっ? こが、近代都市の性格をし

て、市民の感先 ・'IWt呆の道徳性の象徴Tこらしめる

といふわが中世都市の特徴 を近代都市の性怖に於

てもつことは、今後の我闘の都市建設の一つの問

題 で あ ら ね ば な ら ぬ 。 ( 第 9 頁へ績< )  
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悠久なる日本腰史を通じて今 日程重大にして感

激に満ち七時代は多 〈はあるまい。此虞に生れ合

はせに こ とに我々は先づ感謝と緊張 ｾｲｴ える。 昨

年は日文事袋三年にして未ピ絡熔せざる時、園際

動乱の良只中に光輝ある紀元2600年の奉祝典を翠

げられ、図民的感情は昂揚せられ閤閣は愈々 lりJi設

となり 、一億一心高度園訪園家の建設に泌挫する

竪き先1主力: 出来Tこのである。あらゆる方商に新譜

{I JI] の 息 吹 は 高 し 躍 り上 る園民の力は今や賞践へ

の段階に移 されようとしてゐる。都市計霊界 tこ於

いては園土計霊;立定の要綱が既に決どせられ、 こ

の? 団結よりする護見が要請せらるるに至つ? こ。昭

和 16年を迎ふるに岱 り、此の園家的重大時機に底

すべき目標を誤らす; 、賓践への勇 獄，心を鍛へ、以

て斯道 ｴ こ於りる Ｑ ＺＱ泊費 ｩ 袋 、 職域窄公 の 誠ｾ致すの

魔悟 を新にしなげればならぬ。

少し 〈都市計霊界最近のI1犬況を向日{ し、将来を

展望し 、多少とも賓践へ '7) 一見!J とし? こいと考へる

のである。

1  昨年度都市計壷界の航;足

昨年度t1l 市社主主界の素なる事項を泊隠して見よ

つ。

先づ法令とし ては jllll l川品l係特)j IJ ./';'11 i li 計一霊法 J)

公平U ( 4月l 日法律第75蹴) 及都i li kl 霊法 rll 改正の

件 Ｈ Ｔ 月 ｬ 日法律第 ＷＶ 批Ｉがある。前Ｍｘ ｴ ま ｾ ［ｉｉ ｉ '; y の傘

肢を保持し 、-県阜園f付梢1古ij ll市柄利糾H討沖q市ilンのコ刀昂J 十拐易に '1f付"i"" る1魚克引q耐耐利紳紳I1川沖沖11小巾|ドド!'I: C}¥礼1Y-域

描張盤備をを＿昂寸すＮに付いて 二 ｦＺ 地区 ， Ａｂｈ さ ｊＺ ｾｬ ｊ ｾ 1) 他力都

市計霊 を図J ) 事業として行ひ之を執行する 卜. に必

要なる換地の特例Jl ーの他力; ; l J l j 返せ られに のであっ

て、丁良湖東大民火災の復興 lこ常 9q' ，'f }jl出11市計霊

法が11J1J ;i . ! せられfこのに倣らつにも のである。後者

は都 ￯ｴｩ ｾ ｩ 主 主 ＮｽＩ 11  ｦ ｾ ［ ｩ，＠ ＷＧ こる交 ｊ 岳 、 街生 、 保安 、 Ｊ ｽｾ ｩ ｲ Ｚ Ｇ ｩ ｊＩ

四項目 のタトに新に防訟を掲げて都il Y，ii 霊; 別主本初

念として ｾ ｽｪ Ｕ ｾ の 軍要なること を 明瞭な ら し め ＿二型 Ｏｩ

と、公開 、絵地 、! 出場のJ.i lli 設が 、都市民ーの iJif 他橋進

上、 p} j 京高火又はilli j¥.IU' ，緊要 なる 施設であ るi ' 皮都

ili tH霊として決乏し? こ場介、米:1ごヰrj 、lこ/1今下寸る

ｾ毛筆者 ｬ 土 ｉ 可 ｦｬ 技 師 Ｎ Ｑｪ ￬ Ｒｊ ｴｗ 課長

の 回顧 て 展 望

中 郎津 誠

以前 に於て も、 その事業費地上著 るしく 障害 とな

る庭のある建築物 に劃 して制 限を加lへる ことの出

来る事となっ ?こ黙内閣の認可を受けに所謂都 市計

霊法第十三僚の土地 区割整理もその事業着手前に

前同様J ) l I J1J限を馬し得る事 となっ?このである。

1月15日火を護しに静岡ili 大火はa限災区域34寓

坪 戸数5. 100戸建坪約 18高;坪であ っ?こ が、此 れ

が復興 lこ首つては不燃焼都市 の建設 を目 主主 とし B

.)t;つ' 市街地建築物法全焼'よ並ぴ に防空建築規則を

泊 fIj して建物7 ) 防火的構出を前提と し、土地区割

整引を 中核とする公困、拘路、防火用水利施設を

都市!l '1霊 として決定し、既に換地計霊 も決定 し、

本建築も漸次建築せら れつ〉あ るので あ るが、一

部陶山向に於ては共同建築案 建築線後退案も考

究せられ共の費胞を見 んとしてゐる。

生産燐充の必要から近年各地 t二重要E 大工場炉

設置せらる〉に玉 h 之を中心 として所謂新興工

業都市の建設が主として こ ｦ Ｚ 地区 ｾｂ ｊ 整理に依っ て 皆

まれてゐる事は注目すべき事賞 である 。昨年来新

興工業都市 として ，その事業にまちJ して政府の補 助

せるもの9つに及び J Cの他本年度 lこ於ては 15ケ所

の議定であり更に士倍加lの何l向にある。 中心工場は

j 与の敷地商積数十高坪より 100高坪程度、従 業 員

数千人乃至;数高人を要するのであるが、 {憂に相賞

大なる者!I i !i を構成する事となるのであって、 15ケ

所 の医Jt iJ ! 即日! 地区7) 閥抗 は約4000寓坪、将来の推

計人口約 100 高に達するのである。

か〉る新興都市の建設 l二世って議め防定的考! 訟

を初lu、.ことの必要は既イ( の大都市-の防定的改造と

ｪ｢ に愈ん ｾ ｬ の重要性をカ ＱＱ へ ｾ ｋ つに事はし、」、迄もな

い。従ってot ，年来各所に防京都i ji i¥-I"壷の議論が只ー

韻f- I句となってろ!とfこことは喜ばしし、。防空上建物 の

強化の必要なこと はし、ふ迄もな し 既に防空重要

都20ケ所にp}j 安建築規 則!J ;i 血月j せら れ当近 〈十数

ケJりIにも油月1を見る運びとなり共の中には新興コ1

ｾ ｾｓ 倒れ Ａｩ も含まれてゐる。これら の 都 市 に於いては

既存木造建物も j;}j 火的に改修する事業力: 閤F 1HiIl JJ) J

5 1  



の下に進められてゐるのであるが、此の事業を法

的に強制すべしとい」、意見は昨年来強〈各方商に

於て主張せられ 共のｦＺＡｾに沿うて進んでゐる課で

ある。叉 jl ，ゐ主上部 r[ j の疎開7 ) 必要なるはし、ふ迄も

な〈昭和113年度仁川来fこ室地地区の制度ーは東京、

堺 。京舞叫に賞焔せられ市民の保健の上にも貢献

するであらうことが期作されてゐる。

此の外{-¥二属専J - i J地区、工業専用地医がHJ途地域

日IJ の 1 っとして東京市、名古屋市に賞地せらる〉

事となり 、地域泊 IJ J) 細分化又は純粋化の方向に進

んでゐることは見逃せない。叉前記新興工業都市

の土地区別委主現はし寸、迄もなし都市計霊法 13僚

の医持l整β 1 ¥が: 1 & 逗漸次多〈なってゐるが昨年度に

於いては次去に示す虫n¥である。

医掬 ｬ 整期欣況Ｈ昭和 ＱＱＵ 年 ｬ 月 ｾ Ｑ Ｒ 月 ＱＰ 日現在Ｉ

{ t > 帯びて来?こ黙である。これを都市計整法市街地

建築物法力施行せられTこる常初と比較するならば

賓に隔世の感なきを得ないのである。例へば大正

Ｗ 年都市計霊調森委員千＿の決 Ｇ ｾし ｦ こる者 ｬ ｬｲ Ａｪ ， ｬｴ 需要

綱を見るに翠なる都 ￯ Ａ Ｇ ｩｦ 同謹をｪ［ ｊＡ Ａ ｾ として属＿ここと

は明かであり 、唯、僅か lこ都市の枇令 (1") 粧倒的組問

が者11市の行政底部j に制約さるべきでないことを特

に強調せるは今日より見れば笑止千寓であるが然

し首時の一般通念が如何に都市と共'J) 行政区制と

の混同を耳立てしてゐ? こかちJ 雪矢先lせられ 、-更に行政

的概念力: 枇合的、経情的機構を無視してゐ? こか Y

窺はれるのである 。此積の事情は よく 首時の耐: 合

的通念を示してゐるものであって、見方によって

は官時と して、よ〈も か〉る法律が通過し? こかと

思はれぬでもないのであるが、共の賞施に賞つて

は果然事んに市上合のi 1iI Jff.J

| 箇所教 |地積 面 積 併 ) 1  %  

{ t > 受げ法律本来の精華を?

殻ｲＮｲｾし得なかっ ｦ こ。所前

「貨の持ち腐九」となっ

? こものも数多いのであ

る 。 きればこそ軒ｾ＼ＺＷＩ市

医改正僚例は都市の誤謬

の訂正であり 、都市計; R :

都 市 計 制 2僚( 組合叉は 1人施行) I  84 1  10，647. 975 I 知

同 13僚 ( 都 市 計 費 決 定 ) 1  
8  1  25，578. 220 I  70 

92  | 丸 山 195 1 1∞ 

此の外; i J i : 大な ntl: 合問題となっ? こ住宅問題は今や

重要因策として取り上げられ、イ ¥: 宅替聞による f-¥て

宅供給集が立案せらるｾ ¥こ王つ? こ。

2. 都市計壷最近の動向と国土計壷

以上述べ? こ所・によって都市計百外は悲数年米に'

比して新 ｦ こな展 ｄ 刊をなしてゐる事が看ｊｦｾさ九るで

あらう。即ちｾｾ 1は同症の軍要性ド強〈織り込ま

れてゐる事である。 これは級地 力必要性を確認

し，之が質現を容易ならしむる法令 'J) 公布となり

或は都 ￯ Ａｪ の ｾｊｪ Ｒ［Ｚｾ 訪火の完成に 向 って法令並に事業

が賓砲されつ〉あるこ、と G 見て明瞭であり、時局

柄首然であるといはねばならぬ。第 Ｒ は新におｾ ｉＧ ､ｪ

建 設 が 防 空 保 健 を 考 慮 し つ 入 従 来の如き都市の

改造に非まる新主主設として接頭してボfこことであ

る。第 Ｓ は土地底部 ｪ 整 ｾｩ ｬｬＮが、者 ＱＱ 市 ｄ 改造 ｦ こると新

建設fこるとを問は宇都市計重賞現の乎段としτ 有

力に働し、て米fこと同時に共の事業がfl r. 1人又は組合

執行に比 して、公共圏謹の執行するものが多きを

1mへ . 主主々加速度的ならんとしてゐることであっ

て、単なる利害関係より隊れ共 D 必要性、公共性

は更に都市建設ぞも含む

ものとして川護し 期待され 叉自負してゐ fこの

であっ ｔ こが 、 防ｬＮｲｒ大混火災の Ｑｾ 興に土地民主 Ｑ ｝Ｑ茎引

を肱川 し得 fこものを 設 謬 D 訂l F. o設大なるもの

として 爾後は郎市 ｭｬ 設部乃開設と栴しつｾ常

lこ!i r J 設さるべき趨勢にヲ |づられつ h 漸 ¥Iこ共の

職安を糊?をしっ、あっ f このである。然るにnll: 令fl: i

勢は必然的 lこ長〈か〉る運命に委せることは /-I'，1j (

な〈なつ ｦ このであって、初めてｾ走在に於けるが如

き訓示ある生命を吹き込まれき' るを得ない趨勢と

なっ fこのである。従って法令改正を共のあらゆる

i，J; 川に 1火り新時代に即肱すべきJ i J意が必要となっ

て米? こものといへるのである。

然し乍ら' * して此のま、で今日要望せらる〉都

市建誌に1 tf虚し得るや否やと巧ふるにそれは無: Dl!

であり 、 川 な護足結がなければ遂に校ｾＭＫ［Ｚ首 ｪ に止

まり 、 ｾｾの計霊性は到底護師ーされ得ないのであ

る。別途上也域i!J IJ の如きも防空的 tこ共考察を更むる

要あるは勿論である。く註〉が、猶此の外に都市各

仰に付き てのみ場ふる丈けでは最早今 日の趨勢に

( 註〉 拙稿新興工業都市建設に闘する務問題 ( 医f 1J務理第六を第八盟主〉参照
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合はな〈なっTこのである 。 日浦支を通じてその東

斑新秩序の建設に廃するが駕には、内地自瞳を考

ふることが既に耳を掩i 、て鈴を盗むの類である。

況んや各府腕毎 l二、各都市別に、自分よがりの計ー

霊を賞指しでも最早何の意味も.ないのである。

か、る考察を進 U o時悲 iこ園土計霊の必然性が

認めらる〉のである。園土計聾については既に昨

年 9 月24日園土計壷設定要綱が閣議に決定費表さ

れにのであるが、之は要するに東亜共栄圏形成の

必然的要求の鴛 iこ日満支を過す・る綜合的科書善的園

土計- 重を確立し生産力償支 i二伴ょ、都市の分散配置

工業の地方分散、農業生産の計霊化等の諸問題の

有機的綜合を岡り、 以て高度園効園家態勢の強化

を具現せんことを目標として立案されにものであ

って既に星II年余壷院糟裁の談話として護表せられ

てゐる通りである。

か、る園土計霊に基き地方計聾法が立案せられ

てゐるのであって、之は配分計垂に法〈立地計書

である。か〈て都市計量も、この下位計壷として

考察されなりればならぬが、然し都市自鵠の内部

計豊は飽〈迄都市; 十圭の関する底であるこ主は 11)1

かである。五五 lこ都市J十豊の副固 t >l1)1縦にせられに

と考へられるのである。都市の改造は今や都市計

主に課せられ? こ J 52:務であらう。此れを貫ぬ〈精

神は公共性に立脚せる園土の利F j 'J 1こるはいふ迄も

なし 、。

3. 園土計壷の賓践についての問題

園土計書設定要綱は定つに。これが費践に首っ

て鶏多の考肢が榔はれねばならぬ。私 は第 l に'f(

躍のセクシヨナ リズムの問題。第 2 に職I - l 構成の

問題。 ｾ ￇＳに ｾ Ｇ ｉ と 決定 ｩ こ闘する措 Ｑ 主主主務 Ｇ Ｂ＿￭Ｇの問題

tこ付いて、特 lこその下位計晋::1こる地方計警の場合

を釘. I !nとして考へて見度い。

その前に現在の都市計設が向 l吹最初の意気込と

世人の期待にも拘らす・共後退嬰附‘ 迎合Wj l こ堕し

にかを翻って劣へることも無駄で はなから う。そ

の重大なーの原因は各官艇事務が都市計撃の呼外

に立ち勝手に慮置し行る事にあると思はれる 。之

の事は園土計重に於いては大韓に於いて起り得な

いといへるかも知れないが、地方百十重に於いては

相首起 b得るのではあるま いか、か〉ることは官

臨のセグシ ヨナリズム の結果であって、速かに官

臓のか〉 る弊害乞除去すべき新謹制が生れねばな

らぬと思ふのである。第 2 に計量内容? こる事項の

調布計量及賞胞は、各雌の所管に従ふ といふこと

凡なってゐるのであるが特に立地計重に於いては

地方｛ｾＮが共の基礎的資料計制与する乞と〉なるで

あらう主恩はれる。か〉る場合各官躍が計聾する

と共に直接賞施せぎる可からす、とい i 、者、内閣に

於いて統轄し? こる計言牲者が自ら 費施すべしといふ

草寺、内閣に於いて統轄し、且別の統轄せられTこる

質 地者d が之を賓砲すべしといよ、有'等匿々なるが如

〈聞き及んでゐるのであるが、之は前記の新謹H i i J

と符接なる閥係あるものであれ叉従って人事の

交流とも繋がる問題であら うが、従来の都市計・葺

ｊ ｦ，論員は如何なる役害 ｉｊｾ 果すべきかには未ピ多〈の

議論が費されてゐないかの如〈である。都市計習:

職員が計霊立案に紋 〈べからさ' る構成の一員 ?こる

はいよ、迄もなしこれなくして綜合計ー霊はあり得

ないであらう。第 3 に計罪j統制は内閣に於い て鴛

す事〉なってゐるが抑も計者fこるや技術的部商を

多分に包離してゐ る。か〉る計主主統制すべき播賞

主務者は技術者を以て充つるを最も可と信す・る。

現在の如き E互に技術者の意見を徴して決定すると

いふが虫rl き1 ; 雌組織に於て果して荊j設なる立案が

望み得るか否 点、 花 ＱｾＧ 疑問なきを得な い のである 。

者 ＱＱ 市川十症は園 二 ｬＺ 百 十 君主 、 地方 ｾ Ｇ ｉ 主によって 新＿こな

目棋を得て再出穫すべき時である。あらゆる場合

に防 Ｚｓ ＧＺｾｊＭＮ の考慮を重視し 、 特に都市の強化に努め

ねばならぬ。，f f r j も之が賓現に首り 、新 fこな腫ililJ が

生れねばならぬ。これ lこ参jH: する者亦賞然永寺経

験を有する都 市 ｬ￬ｩＮ Ｎ ｾ 日ー技術ｻｉ￭Ｇであらねばならぬと思

点、のである。
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皐 界

f 日本の島県界はどんな案配ですか J r建築の方の

事問はどうです」と云λ、様ななつかしい質問をし

て私 をj全まどひさせる 人達が尻ーる。質問は意地の

惑い質問であるげれども質問者はおほむね善良な

人達であ る。さあ之に何と答へ? こ らよ いか。試験

問題の様に むつかしし、。 Yes or No ぜか?こっ' げら

れないのである。

総括的に云へば我闘の事_W. (立大槌貧 しい。 一ば

ん貧しい i部門はやはり基礎等の方であらう。今の

日本は研究まで賓績主義的であって、 それがす ぐ

に役立つ様な首国ずの必要のあ るものに劃しては機

構も整ひ資金も流れて行〈けれども、 一歩純理的

なつまり直接な肱刑を目き「して鼎ない研究に釣し

では仲々 t二、世1mも筆者の閑仕事の様に思って物

質的に も精神均に も援助をしないのであ る。?こま

fこま世a 界人的な事者の業 蹟が表面に HII てφI <i るし

日本人 lまオ リムピックの選手が勝つ fこ織に感激す

るが、 それfごりに経って しまふ のである。瑚皐の

方面にもつ E 搾山の研究者を育てて行かない限り

日本の康問 1ま迫ひかけて行 〈皐問 に止まってうt に

進 むこと は ｈ Ｑ Ｍｩｦｾ ないの ぢ ゃない か 。 ｬ ｬｊｬ Ｎ 療の方には

研究者が少いばかり ではなし、。現在の日本刀献況

はこの数少い研究ポーを殆ど皆! . l i f . J1JJ i } ! ，の方へ馳りに

て〉居ると去って良 い。地質製 一有l立石炭や石油を

探 しに化摩ーめま 人浩石油にと云つ? こ犠に。制僅か

の人建一一 それ も環境 lこ葱まれに人は更に僅かで

あるーーが純粋瑚壊に打込んでしかも新々し L、才

能と情熱をす .1 ) へらして照る。工事の様な肱f I i 摩

はが目撃 D 根の 卜. に茂って居る枝葉な のTごから 、:fiH

感 ＺｊＩ 進歩がなければ工皐の到達 ｗ ｉ 似るところは ｾ ｴｾ Ｑ

. れて舟るのでめる。日本の皐H可J ) 貧しい のは撃問

を育て〉行〈環境が貧しい J ) である。五1 ¥皐の研筑

者の fこめ のl段かし、府; は大患に ほん の少数あるばか

りである 。 それが得られなければ、I.lQUlJ 接へ行っ

てしまふか、数I : IOになるか、研究を縦 けて 食ひつ

める Tごげであ る。文部1i' が昨年段、交台北千Tとして

は生育 ｦ ｪ の 大きな ｦ￲ ｬ 皐研究 ， 費 ｾｉｈ し＿こ が 、 そ れもや

ま ｬｈ 匹者は 玖部帝翻大祭ｾ 築祭科助 教 授

1 8  
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棚椿 諒来

はり 過小は工療や 農製の様な臨 月 ｊ ｾ の方へ流れて

行つfこのである。現AAではそれも首然なことであ

って、理.皐の方で不足なものは大息数段D 研究費

よりは寧ろ研究者の?こめの暖い用; である。狭い畑

にいくら肥料をやっfこって牧雄は知れて周る。ま

Tごま七、臨月l療の方が肥料を吸牧する商積b羽生{い

とでも 云は うか。新聞 を見ると' * 年度に干: 十製研究 E

費として文部省は 3 憶と去五、様な要求を IHして、

時局便乗fごと 云ふ わり: f 9 害IJ 以上けつ' られに と云

」、事力 ; H11て居る。時局便乗でない意味での利摩ftff

究費が必要であって、 それは、大接 乃理事の方の

乃ち物朗、化感、教皐 D前座敷石? 、少くとも 5 併

にして、現有 ;1) 5 倍以 k の研究者を育て〉行 くこ

と ｲｾＧ 。そこから肱用製 ｄ 方の 研 究者も 出てＱｪ ｾる に

らう。墜問は今年帽をまいて来年みのりはしな

い。柿でも八年か〉 るのであ る。私は日本人が利

厚 ) ) 方商η 研 究に甥はって行〈素質に悌!し では少

しも疑ひを持って居ない。しかし残念乍らこ の素

質を育て、行〈環境が整って居るとはお位都 にも

云へないのである。やせによ1:地で風砧ilこ3討する保

護をしないではどんなに Ｑ 千 ｩ がす ぐ ｾＱＮＮて民 ｦ こ と ころ

で、美しいぱら の花は吹きはしなし、。 現ずt: J ) 日本

の附究者r: りを どん なに動かし? こところで その成

果には大てい限界があるのである。 ヨたの時代に幣

かな成果を上げる様な方策が一ばん大事なことで

あって 、 しかもこ の事が一ばんなほぎりじなって

ゐる宇治こ思 はれる。

建築 ｦＩ 方 ｩ 断 力感 問では特に工製的な分ｾｦＭｾとり

あげるならば他 D如何なる工皐分野に到しでも見

劣りはしない械である。しかし今は多少摩rm]) 進

展の様子も行きつまつ fこII た! 注にある様に 忠 はれ

る。 それは多くの研究問題がも早この方商の研究

者の資質によって究めつく され る に げ 究 め ら れ

て、新しい進展をも っと jjl j Jコ方[面[から期待しなけ

ればならない棋な欣J兄iこあるからである 。教上m、

物 ｾｮ Ｎ ＱＩ 方 ，｝Ｉ 研 Ｇ ｦｴ Ｚ 宥に参加 ｬ して貰はなければならな

い力感 心|叩題や、化壊や貰E貨物刊の研究 ti.の参加l



って、新らしい研究者の/ 1 ¥て来るこどを期待する

ことが深ければ深いほど、 これを育てトーげて行 〈

環境の ?こめ に根本間な符き誌が必要である。研究は

人がも とであって機構や組織ではな いと 云ふ こと

は正しい言葉であるが、 その んを育てる ものはや

はり機柿である。 fpの建築の工康的研究部門は一

つの前の時代よりもはるかに専問的 t二分化しに の

で研究者ーとして立つ人々はも -rr.、建築の エンヂニ

ヤと しての資;怖からは「耽溺」することを莞悟 し

なければな らない。そう云五、人々 lこ封して今のi t I :

Ilf ll こは Suspence がないのである。

今ま での巧 ｾ の研究者 ｴ こ 到しでは僅かながらも暖

い席を 川意し Tこった思す らその敬育的性侍から、明

日の新しい担の研究者 l二はその 門戸を j羽すことす

ら考へ得るのである。

これらの事柄は我々の皐Pljが准t)j し? 二段階に主主

しにことを物話るも のであるピけに、 iUl 日に -fl_ へ

るにめ の 今円に於て根 本 ""Jな刷 新を- r r : てねばなら

ない。

ぞ必要として居る建築材料の問題。つまり基礎皐

の方面に盟富な研究者群があればその 中の一部の

特 殊の資質の 人達は こう 云ふ雌用皐の方へと出て

来てくれるであら う。 そこに新しい進展を期待す

ることが ｈｾｾｩｩ るのである。例へば工 業 大事 の 建築

材料研究所では私 の知らな い様な色々な軍大な研

究がなされて居るかも知れないが、こ の研究所の

一ばん大きな仕事の様に思 はれ忍のは、 「耐火木

材 」であっ 1: 。しかもそれは今までの建築工皐の

研究 Ｇ ｾＧではも ｊ［ ｬＮ rてこ」に合はない向題であっ fこ

のである 。 弾 性 力 喜善J ) 問題について考へて見 れ

ば、九州帝大の坪チ|ニ必勝氏 の様に版に開する有数

の研究者も我々の事界にはあるけれども、しかも

1，¥仏l

いのであつて 、Resi sner や v. Mi ses の様な研究者ー

を我々の 1111に期待することは本質的 lこは無珂!な詫

文なのである。つまり建築の率問に於いても次の

時代の大きい護展 lこ具へる ?こめにはそれをそうあ

らしむべ事 機構や組織D 刷 新が問題になるのであ

( 第 4 頁よリ績< )  

この問題は、都市のそれ自謹の形態として、叉

例々 の都市建築の問題としてー考慮さ れねばならな

いので ある。近代的方都市建築は、後り lこも 、抽

象的 D 、悦念的 D 、 『形式のTこめの形式』に走っ

てゐて 、しかも我閉じそれが移へ きれに場介は、

その形式カ:一層、我同民生前と縁の速い 、此世 に

龍宮の現はれにやうな『遊離的』形式となってゐ

る。我問 J ) ｪ ｩｾ ｩ 有 の建築に於ける 、 純粋感先の洗練

性乃如きは、今の都市建築に求めることは/ 1¥">1とな

くなっ てゐる。 それは1"r.rt 力、ら手/ 1 式への宇佐拶で込・

ゴドちないが、現tこ和ェにが洋式に i存解せしめられつ

冶ある過腹7 ) ) ; 長礎保 ftj: 主してわが岡民生 i内にある

ところの日本的万感覚 ・Ni操の洗練され仁、単 純

にして純粋な表現 'J) 本 俗的性質が認識されねばな

ら ぬ 。 わ が 闘 の 者1¥市] ) !! 日本的』様式 D古IJ意 は

そ こ か ら 生 れ る で あ ら う 。 ( 完)
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住 問

←..L-・

三じ

住宅問題は時局下位合問題の 1っとして、米安

の問題 lこも劣らない程に深酷化しつつあり 、最早

日も 自Fll 放任の鐙 tこ拠榔 して置げないAA態に立

到ってゐる。

特に大都市及び重工業股賑地方に於ける位宅難

のM長態には殆んど言語に絶するものがあり、 l 宣伝

を数人づっの 2組で交代に間借しでゐるとか、大

工場附近では戸毎 に間借入の居な い家はないとか

大都市への時勤者の殆んど全部が、住宅難の鴛に

少〈とも撤箇月を一家離散の形で生活しなげれば

ならないとか、その具韓的責例は毎傘に暇がな

し、。

東京、大眠、名古屋等 tこ於げるラッシユ ・アワ

{ の・殺人的混雑は、 1つは交通機関の不整備に

も由るものではあるが、 今 l つは職場附近に於け

る位宅難が努務者を髄つ 工、不蛍Iこ逮捕乃地に住

宅を求むるの告余儀なきに至らしめてゐ る詮左で あ

るとも見られる。

試 tこ最近 4 箇年の東京及び大阪に於ける室家教

の調拝. 表を引用する。

口 | 世 帯 徴 i空 家 数

東

昭和 II 年 16 防 8∞人1 1.236 ぅ00 1
42.093戸

京

昭和 12年 16.274 ∞o 1  1. 275.800 1  34.164 

昭和 13年 16.457.600 1  1.313 制| 19.002 ‘  

市

昭和 l伴 16 見
1. 100 1  1.339.100 1  

8.384  

大

昭和 11年 13. 101. 9似| 18.986 

阪 日 制2年 13.213.000 1  18.678 

市 昭 和 13年 1
3
.
32

1.200 1  
18.802  

昭和 14年 13.394.200 1  6.743 

表 によれば既に昭和 14年度 lこ於て、東京では主

主民数値かに8.384戸、大阪で6. 743戸としづ、数字で

あるから 、恐らく昭和 15年の今日では、東京5. 00

0戸、大阪4. 000戸以下の空宗教であら うと想、俊せ

栄筆者は同潤合 ・第 2技術課長

J  1 0  

題 展 望

新 名 種

来

夫

られる。

この結果 家賃は需恰の開係から 驚く べき暴騰

を示し、昭和 14年 10月護布の地代家賃統制令によ

り、従来の貸家の家賃はー膝釘附げにせられ?こり

とは言へも新築叉は新に貸家として提供せられる

場合の家賃は正 iこ事鑓Mf J の 2 倍以上に達し ‘ 外交

官炉内地へ蹄還し て俸給の大部分を家賃lこ支梯 は

むばならないこと lこなつ fことか、月牧80困の家庭

が60闘の家に住んでゐるとかの話題が絶 えす・粛ら

されるといよ、賞欣である。

家賃高と位宅難が一つの大きな社合問題である

ことは勿論、政い住宅へ多人載の過幸先生活は更に

保健衛生及び{ 米安風紀の上にも憂! 芭すべき多〈の

問題を含み、その精果努務者の能率にも悪影響を

及ぼすこと決して少〈はないから 、時局虎理上か

らも ;訟に放置することの出来ない問題である。

こうしfこ住宅不足の欣態は、世界の動向と それ

に封臆する我閤策の方向 よb推察して、時局と 共

に絞〈ものと見るべきであるが、第 1次世界戦争

の際の経強によれば、住宅難は戦後に於て更に甚

f ごしれ兵士達が戟場から蹄還して親許に頂付? こ

家族主? 分離して一家主? 構へ、叉は新し〈結婚して

新家庭を替なとい ふことになれば これ iこは一層

拍車がかけられるべしこの意味で現下の住宅難

ーは今後少くとも三閤同盟の期間の 10年以 上は績〈

ものと推定せられるのであ る。

か〈して今日の欣態に於て、 1年間 lこ増加せら

るべき位宅の所要敢量は毎年少くとも 30寓戸に達

すると栴せられ、その中の3分の l 以上が労務者向

住宅 ｴ こ 該 賞すると推ｾせられてゐる。

向この外tこ移しい青少年満身工 tこ封する宿舎の

設備も目下の急: 務てずあって、この種の施設の促進

も家族向住宅の建設に劣らない重要問題である。

2  

では以上の如き住宅難の原因は一種何庭にある

のであらうか。

言五、迄もなく l つは住宅需要の激増であり、今



1つ はその供給の不足である。こ の2つ の原因が事

境を契機とじて相叢って、今 日の虫I l ( 深酷な位 宅

難となって現はれにものである。

性宅需要激士債の原因と堵へられるものは、一 一

1  農村よ り肢賑工業地帯への人口 の移動集中

2  股賑工業従業者の 中に、牧入の増加により

1m借生前よ り澗文 世帯に締す・るも のが多 〈な

つ? ここと

等であるが、一方性宅供給不足の原|刈 に は 、 一 -

L  t也債の高騰、従って位宅敷地の人手難

2  建築資材の不足に伴 ょ、償俸の暴騰とその入

手の困難

5  職人の手不足

4  以上の如き諸原因の築様によって、住宅の

新築は極め て困難 となり E 驚くべき高僚につ

く様になっ Tこ所入、 14年 10月護令の家賃抑制

があり 、民r . 1l の位宅経管者が探算.卜.貸家 iこ投

資することを手控へてゐ ること

5  セメント 、柿強用金物 . メグ )1. - ・ラス 、電

線、銀首;類等の書IJ 嘗配給制 lこよか 何人の属

宅の建築が酬めて閃刻! な紙! 注に置かれてゐる

こと

以上の原肉の何れを見るも 、時局を 中心 として

それ等が万: に閃となり果となって、続々 11:: む"*1を

助長 してゐるのが現! ! たである 。

5  

そこで、問題 はこの{i: 宅毒性皮和l の方法である

がこれには 2 つ の方法が考へられる。その 1 つは

|て述'j) t t : 宅難病*の原肉を除去又は苅妥手11 すべき政

策の樹立であ り、ノト1つは技術f i "J¥こ1: 1: ' ちの建築貨

を低下し、 及びその建設を存易ならしめる様な方

法を考究賞bfii するにある。

!X¥l の住宅難緩和の政策は言ふ迄もな〈政 J(.J に

於て研究立案せられるべ主ものであ h ノ ト 共の ｾｮ

引納骨な ｦＱｾ 宅問題はこれなしには絶 ｊ Ｍｴ に棋本的併

決は勿論 その緩和1す らも' 毘束ないであら う・と考

へられる。

{l: こち"*1 俊平 ＱＱ 政策としては大 ｾｉ ｊ して Ｒ つの方法が

巧へられる。

その 1つは人 口の局部的集中を凶ょlーして 消 制

!I "J に住宅維の地 方 的激化 を寝不11しゃうとするもの

で、一一一

J. 多数の労 i労討を i克fI1する大一て携の分散

2. 大都市を中心とする交通機闘の整備

等がゴラへら れるが、中でも 大工場の分散は{ 七割問

題のみならする防空計轟 卜. からも 必要であって、重

要工場の大都市附近への集中ド防市上如何 に不利

主主であるかは、調空軍によるロンドン ・テ ームス

河 畔の工場地帯爆努力: 、英同に致命的な傷 手 を 興

へつつある質燃が雄婦にこれを物 語ってゐ る。

内務11が最近岡J: 計・豊 トー、太同( 群馬嶋) : 相

模原 ( II[ I!I 奈川J孫〉、四日 ifi ( 三重n際) 、腕 ( 兵fII(

Ａ際〉、 ｭ 南Ｈｊｬ ｬｾ ｩｊ係Ｉ等、金〈原つば の真 中の金

問 15の新興工業持s市を指定して、 これに助成金を

交 附し、 そ の防 安 ｾ Ｉｪ 火 設 備の助成を企ｼ制しつつあ

るのは、日 Ｚｪ ｪＵ ｾ ｰｪ ｪ 火 ｬ 二か らの政 策であると岡崎に、

亦工場の新設が大都市 J) { t : 宅難激化の一大原因と

なっ? こ今日までの賓献に鑑みに封廠策としても有

効適切な方法であると 言へ・る。

交通機闘の整備が都心と郊外との距維を短縮す

ることによって、 大都 市の住宅医城主? 燐大し、近

郊地の住宅難 D 緩和に役立つこ とは理論拘には充

分可能なことではあるが、建設資材紙乏の今 日住

宅難議府1の1111倭j i ; J効果 D みそ目的とする交通機闘

の増設は、 賞i際問題としては先づ以て期待されそ

うもない。

次に住宅難長手JI の第 2 の政策は、積倒的 lこ{:I: 宅

の建築を助成し、その供給の関滑を計る方法であ

る。

1. f1: 宅の建設粧替を事業 とする公袋詰人を設

立して性:むの大量供恰を行はしめる 一方、 一

般住宅の供給を関滑 ならしめる如き 4宇和の事

業をも管 まし める 、一一 戦 時-{: I:宅針策として

政府が今議合 にその設立を提案すべ〈準備中

の『住宅管圏』は即ちこの政策の具韓化であ

るが、 その機能として新聞紙の報す・る刈はそえ

の泊である。

イ、 l知ミ住宅の建築、貸m、譲 受、譲波及

び管即の受託

口、 庶民位宅の設計、建築、資材取得及び

管よmの受託

ハ、 JJ! :民住宅の敷地 の造成、貸附、譲 受及

び 譲 渡

エ、 J.!!: 民生1 : 宅の敷地の造成及び管j :111，の受託

*、 一闘地 の庶民性宅経替の場合 tこ於げる

水道、〕ひ折、電ぷ、市場、食;段、浴 場.

1  1  ， 



保育所、授産所その他の厚生施設の建設

及び経皆

へ、 庶民住宅及び共の敷地の費買並に貸借

の仲介

ト、 前各競の業務 lこ附帯する事業

以上の事業主? 替む矯 tこ必要なる資本金は政

府に於て金額出資し、 その資本金の 10倍以内

の位宅債券の蛮行じよる資金を以て、 5 箇年

檎線事業として、 l 戸賞り 10坪乃至20坪程度

の住宅を毎年撤蔦戸宛建設しゃうといよ、ので

ある。

2、 民 il -¥I 住宅経替者を して貸家組合を設立せし

め、 これ lこ封して政府が建築資金及び資料を

斡綻: するー方、i盛正標準家賃の遁丹l と貸家賃

貸契約の合理化を計る

3.  住宅組合i ! il J皮を復活して個人住宅の供給を

助成する一一住宅組合GL制度は既 iこ久しい以

前より賀範せられて来?こ ものであるが、 その

運営の不閲滑とその後の必要性の解消とによ

って、最近は組合の新設を許可しなかっ? こも

のであるが、更めてこれを復活し、住宅組合

lこ封しでも貸家組合と同様に建築資金のみなー

ら十資材の斡旋まで、 政府又は『住宅管凪1

で優先的 lこ行ふこととすれば住宅政策として

決して効果の少いものとは言へない。

4. 2主家形司馬 にある家屋の住宅への使用の強制

6.  '白'公管貸間斡肱所の設立

最後の 4.6 もー禰縫的ではあるが住宅似1; 恰回滑

化への- l IjJ とはなり得るであらう。

4  

扱、 最後に位宅問題に附する技術的針策 t ある

がこれを要約すれば弐の 3 項 t二師着すると A. _，{、。

l  一之の家族構成 tこi討する最小限度住宅標準

型の; 設定( 設備の許容最低度をも含めての〉

2.  衛生、防火及び防主等の見地に立つ位宅敷

地の合J : i 11. 的計垂

3. 建築費、設備費の低減

以上の ｾ ｉ Ｍ ｉ 1.2 は、最近の桟な物償騰貴物資不足

のilk態に 於ては、放任すれば経i柿原則 の僚に必撚

的に悪化する住宅. の質及(f 環境を、技術的良心 tこ

よって許さるべき最低限度に断み止らしめゃうと

するものであれ 5 はその限度に於て如何 iこすれ

ば更 tこ工費を下げ得るかの技術的研究である。

}  1  2  

一定の家族構成に封する住宅の最少限の宣教叉

は延坪教と いよ、様なも のは、劇薬の致死量などの

様 tこ、生理衛生接的には決 して導き出 されるもの

ではな い。 そこで建築接合では悲観によって 4 人

家族( 叉は乳児及び児童の多い 5 人家族以上) の

家族構成 lこ劃して、必募室教 3 虫、畳敷 15量生) 1; 王

17族と恨定し、 15坪〈但 6.6 尺平方を以て 1:坪と

す) の住宅を、 この家族構成に1討す る最低限度-と

して研究を進めてゐる 。

『住宅管図』で取扱ょ、性宅の標準型は大臨次の様

である。( 東京朝日〉

甲型 . 延均;20TT 平家叉は 2 階建( 品数24枚)

乙 型 延 坪15:均三千家建〈畳敷 18枚)

丙 型 延 坪10坪 平 家 建 ( 畳 敷12枚)

言」、迄もな〈この大きは住宅の大さの基礎的標

準を示すに過ぎないもので、賞際には 10坪から 20

徐坪までの組閣に多〈のパライヱティーを生じ得

るものであるが、質際問題として住宅は家族構成

如何じよって遷揮せ られるよりも 、寧ろ家賃の支

梯能力lこよって決定せられる場合が非常に多いも

，のであるから 、政府が低牧入多 人数の家族に劃し

て家賃を補助する如 き政策を行はな い限り 家族構

成と住宅の大さとの間には、賞際には技術 的達制

泊りの相側閥係は生じないこと lこな れ 家候構成

tこ封する標準型の設定は賓際 j 二何等の意義を持? こ

ない結果となるのである。

2 の 衛 生、日:j j 火及び防空の見地よりする強地 の

合理的計聾としては、建物高 U悶み合せて、日 J!({

の黙よ り建物問の南北の間隔を 、防火の賠より東

西の距嫁を芳成し、南北の[ 1¥1隔は冬至に於て少〈

とも日! ! 校時IUJ3 時間を挫得し、東西は防2fi 建築規

則の延焼距除以上蛾れるこどを最小限度として考

へ、雨者の綿合的蹄結として 、大韓敷地面積の70

% 程度を盆地Tこらしめる様敷地を割るべきである

が、地代が家賃t f - : . t の大きな基礎となる以上、住

宅の大さの標準型の場合と同様、地代に3討する政

府の強力なる抑: 1m策のない限、 こうしに技術的結

論も絞情的断力の前には屡々無力となり勝であ

る。

最後に、 5 の建築費及び設備費の低減に就いて

は次の如き方法が考へれらる。

1.  大量生産を目標とする位宅の規格化

2'.  不熟練工 lこ依る現場組立の可能と工期の短



縮左右? 目的とする住宅構浩の簡易化

3. 統制資材に代る代用品 の使用、地方産資材

」む活用

これ等の 3 つの中 1.2 は努力、 それも主として

木工事の手|出の節約 lこ蹄するものであれ 5 は代

Jf J，fr; 使用に依る材料領権の低下を目標としにもの

であるが、下表の如〈住宅建築費の38，96' は木材費

で あ れ 大 工 乎1mは僅 lこ9.1 % に過ぎないもので

あるから . 1.2による工費の低;/ 或は家賃に影響する

程然〈大きなものではない。 3 1二五つては正に九

牛のー毛である。

名 手持 %  名 者専 ｾｇ＠

仮 設 工 事 l 1. 6  I  屋根工事 |  ' . 2 I  

土 エ 1. 6  I 筋 工 事 | 1. 8  

コンク ト ト 工事 | I. 9  I  建具工事 I  14.2 

木
材 I 38. 0 I 盤 工 事 | 3. 5 

大 工 手 間 I 9. !  I 左官エ事 | 9. 2 

| 構 造 金 物 I 0. 9 I 雑 9:0  

そこで建築費低減に就いて技術上から常論し得

ること は、家庭生前の根本を立てな iますこ u こよ

って住宅の内容は大改革を行はな い限、技術別に

は工費の大幅な節減は計り得ないと 言事である。

例へば隣組を単位とする共同炊事や共同洗濯場の

設置によって位宅から査所と洗濯場正を迫ひ出す

とか、叉持物を? 整型して物置、押入、戸棚などの

面積の減少を計るとかの方法によって、建物の坪

数 iこヲ持止をカ11へるほかはないのである。併しこれ

とても事縫前 の 2. 5 傍にも騰貴し fこ建築費のT i f j に

は絵りにも犠牲の式にして効果の湾いことを嘆く

に過ぎない。 それ に就いても考へられることは位二

宅建築費の3 8 %を占める木材の債格である。果し

て立木の油正な値段よりｾｾ ｾ どして今日の公定憤絡

は生れにのであらうか。遂に今日の公定僧俗より

逆算される程然〈立木といふものは高償なもので

あらうか。こんな所 iこ案外建築費低下〆の秘法が硬

されてゐるのかも失11れなし、。

叉、材料費や努力費や利潤のほかに、常に投機

的な要素を多分に含むでゐる; 背負1111J 皮のJ 二に再検

討をかlへることによって建築費低下の道はないも

のであらうか。

Ｑ Ａｊ ￟ｵｲ ｬ こる十 ｉＺ 宅Ｚ［ＡＱ ｴ の接に 、 日 Ｑｾ ［ とせられ ｦ こる ご 像 写 ｾＺ 1:' 

以て既定の事業を遂行せんとして、最 低E良・を::'Asえ

る住宅の質の低下を 技術者 tこ要求 す る前 t二、 iえっa

こうし fこ方面は合理化油正化の政治的な 迫力3聴さ

れてゐるのではないであ らうか。( これは建築 全

般の問題であって、必今しも位宅に限つ? こことで

はな いカワ

5  

以上簡単な がら位宅難 ハ現wi ーより 、 その政治則

及び校術的緩和 l方法に就いて述べ fこ積りである 6

住宅問題の隠史は相首に古いが、政府がこの問

題を重要政策の l うとして取 りあげに のは恐らく

質は今回が初 めてであら う。ー

従 って政府もここの所全 〈未経験で あり 、政策

の脇心となるべき『住宅管園』賞現後の運器等に

就いても 、i ミピ多〈 の研究l題目が浅されてゐる様

である。

建築m地 及び建築資材の取得、技術及び努力の

￭ＺｾＨｩ ［＠ f示、工事施工の方法等、l[ x . 抜ょ、住宅の数千大量

なるが潟に生じる多〈の ｬｉ ｾｪ 題 がある 。

大工場附近の平坦地は 涜に何等か Iこ利則 し査さ

れてゐる今日 、幾百と縄つ fこ築圏位宅の用地をヱ|三

坦地 tこ見出さすこ とは極めて困難な ことに相違な

い。その上昭和 15年 10月20日よ り施行の新しい現

代家賃統f!i IJ 令に依 h 宅地 1) 寛賞償俗にも蹴A な

統制が}JII へられTこ訂: 主巣は 、恰も物資の慣俗統J l jlJ

が物 の出廻りを鈍らせTこe 同様、大量の位宅計壷

は地主の不買による 川地入手難に於て ず先 づ 第 l

の困難に逢着することが橡想せられる。

これが針策としては、一回地に於ける社宅の大

築|週三|査 はなるべ〈都市計輩事業と して土地牧寄手

法を j庖附し得ることとし、土地牧容法はこれを改

正しでもっと迅速に計壷地への.よ入使朋等をなし

得る様にするといふ案が明へら れてゐる が、賞際

問題としてそこまで達し得るか否か。

方資材 Ｙ ｊｩｾに釘 、 有 Ｑ｜ 強用 金 物 、 ￯ｩ＿鉛引餓板 空母［ の

餓鋼資材は今後主主々抗出になる こと がf象想、せられ

るから 、技術的 tこは柚、議除げ等の可及白F冶!i ii}衣方

法、補強F l J金物節約の手段としての木造接乎句研

究等を行ふと同時 に、政治拘には位宅建築川資材

の少 くとも最小限必要量 は、生活必需品として物

動計豊中に分雌確保せ られ る様政府に姿7i !?しなけ

ればならない。

技術者及び職人のi設を tll 何にして階得し得るか

1 3  I  



のl埼題 に就い ては或は、連成養成機闘刀設置も必

要であらうし、叉前述の如〈位宅の規;俗化と組立

方法み簡易化によって、少数の技術者と不熟練工

とで工事を進め得 る方法を考へる と共にフオ戸マ

ンｩｉ ｾ ｊ 等を現場に採用して能率を上げる事を工夫せ

ねばならない。工事施工方法としては各地方別に

直属の施工者を設定し、資材一切の支給に於て工

事を行はしめ るといふ様な事も考へら れる。イ日こ

の場合、その前提として資材 の回滑5よる供給の篤

に、製材所住宅用各種材料の製造工場の経替をも

併せて考慮し、大倉庫を設げて各種の材料を大量

にプールしつ〉必要に臆じて迅速に配給し得る様

な大仕掛の設備が必要である。

以上は『位宅壁画』の大量な位宅供給方法 とし

て考慮せられつつある方法であるが、 それ iこし て

も「替圏 J 'Iこよって建てられる住宅の教は全閤必

要量の約 2 割に過ぎす、住宅の大部分は依然 主し

て民聞の経営に依存するものであるから 、民間の

住宅建築lこ封し で も政府は前述の方法は勿論、あ

らゆる手段を以て助成の方法を誠じなげれば『替

圏』 設立の後も住宅問題は依然日暮れて迅速 しの

1 4  

各 種 簡 易

防 空 暗 幕

迅速・安憤・設計・施工

新 案

田中式防空港光晴幕

工場用遮光・遁風・換気乗用

有 限 曾 社

田 中 商 曾

大阪市北区堂島船大工町二O

電 話 北 ⑧ 7 1 8 6 呑

感な きを得ないであ らう。1:: が、それにしても向

最後 に残 るものは家賃の問題である。

以上の如き各種の方策が成功すれば住宅建築の

数量的助成の目的は或程度ー達せられるか も知れな

L  、。 111' し物似も持力も今日の如〈商慣なる AA態に

於ては、上述の如何なる方策も建築費の低減 iこは

それ程の効果を期待し得 芯いかも 安uれない。

省ミ賃算定の基礎の中 t二月J地 を考へき' る方法、公

謀、火災保険金の減額の方法等が渇隠せられ? こと

してい建築費が今日 の 如き iotf出こある限り 2宥

10婦の位宅の家賃でも依然普通努説者の牧入の 15

%  Ｈ厚生省 ［ｾ［ｉｾ 奈の資料では昭和 ＱＵ 年 ｬ 月 ｾＲ 月現拾う

にて労務者・の支梯へる家賃は全牧入の12%前後)

を遣に凌駕するであらう。

この獣 tこ悌] し政1#が低牧入多 人数の家族 iこjJ し

て家賃の干i!lJl)J方法を考慮するか、或 は位宅闘争反管

斑の方向に一歩踏み出すに非す・は、高一数 lこ於て

充足することありとするも 、住宅問題は全面的蝉

決の域に達 し? ことは決して言へ ない主思ふ。

( 2600.  12. 10) 



新 穂制 は 和 に あり

稼 式 曾 祉 事 量 本 組 森 本 藤 吉

同民将j 伊11総! 動員も翼賛合も宜しい 、IUT内合隣組

6宜しい、曾祉の一元化開業組合も宜 しい要は同

より も手nにあり t:期す る鹿は各閣氏個人々々 の頭

の改良である。永い間体統的側人経情機構iこ法透

し来1: 粧消観念の放棄で ある。 - . t:: i に云へば道義

に基〈粧梢観念の覚醒で あって互 に崖か ら飛び降

りる 気持にな らなければな らない。然して共根本

は和にある翼賛合の町内合の隣組の或は同業組合

機構のと色々錯や太鼓で騒いでも 手11の一つが紋げ

て居ては恐らく何もならない。

孔子は和を以てｾ 貴 とす、 論語に対子和して同

せすリj、人同して手11せ十御1[ ¥こ同よりも和 を以て慾

しい。

大 阪 府 立 今 宮 膿 エ 串 役 鈴 本 忠 五 郎

建築界の新謹制を執る と云ふことは、封建的色

彩が濃厚な t:' V') ，包: 激な鑓化は難 しいど云ふものが

多い。

これは思念の徹底がしないから t: と忠ふ。自分

の職事地位を守るに専らにして、他人の地位を向

J てを考へないからではないかと思ふ。

明治維新の大名の気持、徳川慶喜公の江戸城の

明渡し、駿府謹恨謙譲の闘家第一の気分さへ、持

合せ られfこちと忠ょ、

主云ふのは 、建築界の新 謹jtlJ は‘ 各下方を見?こ

職工、建材製造者の各工業組合、又は企業合同を

なし、統制し、 設計闘係 、 官臨ｾ 一 丸と 更 ｴ こ工業

組合化され? こ。請負業者を一丸主するも のを更に

統制化する建築協合を設立し、賞際的の 力ある経

J麓ある協合により 高度閣防岡家への奉仕を具現し

?こい。 一工事の決定は協合にて資材 と職工の割嘗

を同時になす。更に徒弟養成所の協合立、之が経

営として、請負金額の 1.%の献納又は徒弟税の設

置を望む。協同謹の jjt 出t:' 、 これなくては百寓の

建築従業者の新謹jli lj は零ピ。報開はそれから 1: "。

建 築 界の新 韓 制 に つ い て

大阪府立西野問機工準校堀 口 甚 吉

夜、の思想、としては 、建築に閥係あるすべての機

構D 一元化を望む。かくして建築iこ闘する 立法も

ス、計吉村、 施工も 、製術の研究も 一つにな っfこ

大組織を室u ' が、こ れは、貴現に時間ぞ要する。

賞現可能のもの 、新年より芭も lこ賀行できるも

のを;思想、の 順になら べる 。

①建築墜合、日 本建築協称、: 事濁、朝鮮 、満州'1

等の建築の台 、材 Ｎ ｾＺ泊三者 の合 、 土彊芸業者 ーの 令 、 建

築設備の令、建築史の合等は即時解散 して、 ーつ

の建築令を 組織し、令誌は一つに統合する こと 。

かくして各和の合 lこ励l係せるものをすべ て、 一様

の合員 t し令誌を配布すれば、日本建築界の進歩

目ぎ ましきものがある。合費は i 年 12闘位 lこて合

誌は現在の建築雑誌の 3 倍棒の量 となり、且、地

方版も護行し、 月 2 回は蛮行できる 。

②; j f j 述のものが、現賓に時間を要すれば、 我が

建築協合と して、直 ちに賀行できる 事は 「建築と

枇合 J t  r建築翠研究」の合併であ る。これは令

長大多数の聾で ある 。か 〈してよき雑誌( 2 誌共〉

? こらしめ Tこい。

建築界の新韓制に，; > ; t いて

日本建材Iii曾々 長 池 田 賀

1. 新謹制 に勘l し巷間体ふる所の建築界に於ける

各種諸合の単なる合同設を排す。

2. 建築界に於ける各種諸合は各自共の本然の使

命あり之に 向つ ... n直進すべしf _ n. し此等の聯合令又

は聯盟は共の必要を1確認す。

3.建築は翠調に〈土木と離れて〉文化機協! 及絞

消機闘の位地を確保するを要す。

4. 建築界の 内容は之を大別して、 設計部門、施

工部門、建材部門、住宅部1-"] 、世令官官門、数育部

I"J.，撃術部門、及行政部|寸!φ 8 とす。

5. 少〈とも建築局、建築鹿叉は建築院を滴立せ

しめて建築行政flぺHこ建築界を統轄す るを乏
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Ｖ Ｎ 都 市 建築 物の防 室 ｂ 防」え抱設の重黙主義ｾ高

民化するを要す。

7. 建築法令の科接的繁現制限をE単純化す。

8. 建築土法を制どし建築法令の運用を簡易化せ

しむ。

9. 建築施工業者に建築製術的要素を共の資格の

第一Tこらしめ建築物の完成に使す。

10. 建材工業は産業の一樹立部「うとし、建材の規

絡及償俸の統制を油正ならし め、且つ共の改善に

貨すべき調奈研究機闘を設世す。

11. 建築材料の増産及配給統制を完備す。

12. 建築拳術の闘防的研究並に建築教育、建築枇

令政策及住宅政策の革新完迭を促進す。

( 昭和 15.12. 10)  

大阪市土木跡公園疎元良 動

焦眉の急に迫つ? こ問頭でありながらま? ご一向兵

瞳的 tこ考へて見Tこ事 もなく 、外閣の立法文献等も

見る機舎もない 蓋 ｴｾＧ 不勉強の至りですが 、＿ こ ｙ 漠

然と建築局とでも云ふやうな強力な統制捜闘の必

要を考へて居ります。その仕事の範囲は、住宅を

始めとし皐校、市場 工場等直接関民の生活に嗣

係を 持つ各部I"j はもとより 、建築行政等 も嘗総合

まれるべきでせう。賞際の仕事は、設計、工事、

材料、各 部 門ｾ 一 丸と し＿こ符目立が ｉｈ ろ い で、各 地 方

E倒的こ施了. す ると云つ1 : 事になるでせうか。

兵庫銀郷市計益課 内 藤 亮 一

建築に附する行政部門、製術研究部門、教育部

I"J、 ( 枇合滋育徒*).;玉虫育を合む) 、設計部川、l必

工部1"]. Ｈ労務部川ｾ合むＩ材料部門 その他の

粧管部門ヵヘ各々その責め iこ任じ以って建築報同

に遁逃するを必要とす。

ょが鴬には結局現{I : の各相困盟、組合の .t(flき は

建築合 ＨＱＱｾ 稿Ｉの下に統合し前記各部 ｉＢ ｊ はよに

分科附属して以って ト，意下法¥ 下意トーj主主? 明確日

本易ならしむる ベ < Ｇ Ｎ 政 Ｇｦ ｾｦ はよが意 向 を捻〈と共

によにまt-lし 、その 向ふべき k. 制を示し 志fH部は各

部I"Jに於て自主的に挙公の誠 を致すの 諸制、 この

謹が新 型11i 1j V) ' f . j ' 子となるべきものと 忠 はれます。

ど')，トー
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中 館 櫨 築 事 務 所 } 草 川 俊 夫

1  .満洲事鑓以外4の国家的非常時AAI注が新謹制 を

生んTご重要な原因であり直接の動機ともなって舟

ます。しかし苦手々はもっと硯野を険 〈し、新 謹1!i1J

の世界史的必然性 に注目し、縫 りつ〉ある 世界の

fこY 中に立つ日本の現{ f : の立場 主共の精米を必へ

る必要がありませう。

2. 文化財としての建築の使命をもっとも っと考

へ ませう。 建築の新 謹制といへば直ヤ材料配給の

関滑化、物f質、努銀の油正化、取締手続の一元化

とのみ結び着げて考へるのは、刻下の事前己むを

得ぬ事なカ旬、少し〈近視眼的との識りを免れま

すまい。

3 ナチス ドイ ツではすべての文化職業、例へば

美術家、音楽家、俳優から国合廻りの雄事入、見

世物仰 に至る迄その1協業をよく保護 し、 そし て一

方に違法をきぴし〈取締ってゐます。「建築行政」

の極意こ〉に在ちと感じましに。

4. r新国民組織と 建築」 二l: に就いては「日本鐙

築で1: づ 12月競の1111論御一覧下されば幸甚です。

無 名 氏

各方面に於て も多少の犠牲を梯ひっつ門下凶内

情勢に釘臨して新しい誼Ａｉ［ｊｪｾ 整 へつつある事は御

承知の通りであります。

建築が工業であり叉謹術である以上. 文化的な幽ー

を多分に持って居る事はi殺然?こる 事賞であります

が今日之の際斯かる文化的な商は多少或は多大の

機牲を拶ｾって ｙ も工業としての面を強化じ術充す

るに め新 しい組制 を整備す芯事が最も重要と J吾、考

致します。斯くする 事に Ｑ ＱＱ って建築の質的 向卜 ｾｾ

得ば、よれが岡家に議す所以であり叉文化J耐をも

!占J 1-. せしめ得ると考へます。

s  y 氏

現下の公共建築がすべて国家目的 lこ添ふものの

みを計査をし. 質施せられて居るに封して、如何

にぬ ｩ 工者方 ｬ 断力 ［Ｔｾ に協力する事の些少なのでしょ

うか。強良・に統制 せられTこる )IJ 材資材の節約使月j

に芳心 し 無駄質禅を排除し、只管政治目的建成

に勉めても、何れも 、請負業おの此 に協力さる事

の貧しきょ。有料、持 ) J には公定、協定悩絡君事の

!起としてイ( . (1' : する lこ品z負金' 傾の純手uがどうして過



大なるものを追求されるのでしょうか、建築界の

新謹制は先つ

神 戸 高 工 建 築 科 敏 授 溝 港 虞 弓

1. 建築哲亭の確立。

2. 特にわ が「 日本建築協合」について言へばー

「闘西」 といふ郷土性への再認識。

神 戸 高 工 建 築 科 教 授 漫 野 繁

新韓制に就いて雑感御答へ 巾上候。

Q .  

各合員集り易き箇所筒: に支部を設け夫々 の研究

又は枇合奉仕( 建築の上) の合合を I悶 弘 之 を 本

音1¥に統一 し、更に他の建築諸国関又は大政翼賛合

の如きものに密接なる閲係をも ?こせ る事。

0  

従来の各施委員千? なる h のを極力整僻する事。

0  

評議員千? の如きも第一の閣制にもと づき右地に

設け る事。

警 視 屠 保 安 院 短 簸 課 池 口 凌

建築技術者の綜合的統一園韓を結成し、建築界

lこ於ける職域奉公を篤す? こめ、此の統一園開を以

て全建築技術者を統率し得る仕組とする事。

之が篤には現存の各国瞳を統合或は、設展的解

消することも必要である。

合員の資 ［ 格 ｬ こ相首な ￬ｬｾｊｾ ｊｻを設け、且つ、制裁規

定をも作れ自主的に技術者の向上を計ーる。建築

工法案( 今迄提案され?こ建築事務所本位のもので

な し 全技術者を包含するもの) の質現が望ま し

いが、強力なる単一圏鵠が出来れば、仮令法制的根

誠なく k も共の主旨を或程度遂げ得る。建築粧樹、

努梯等も必要であるが他を省るより先つ' 技術者の

翼賛瞳制こそ早急lこ貰現させ度いものである。

株 式 曾 粧 大 林 組 小 田 島 兵 吉

「建築界の新韓制に就いτ 」のあー答。

具髄的にどうのこうのと云へませんりれども 、

こうい ふ際に、思ひきつて今迄「無駄r:_' ｾは 思 っ

てゐ?こが行きカ; か り上止むを得す・認めてゐ r: J と

いふ様な事を改革 して行くべきで はな いか、 叉 こ

うL 、』、|緊r: から、そう云つ fこ事も 、やはりし、し、の

ではないかと考へられます。しかし時局に便乗す

る主いふ態度は面白〈ないと思ひます。

津 田 設 計 監 督 . . 所 主 津 田. 霊

新謹制に躍すエるには、 奮制 の内政むべきは公平

lこ正し、机上の空論に絡 らtr るやら、協力一致、

宣行に到J めるべく各 自の努力を必要とする。

市 浦 健

先つ' 建築技術者は 、岡家に封する職分を自覚 し

て、全技術者を?網雑する統合圏腫を結成 して建築

技術を以って報闘すべき最善の迭を拓〈ベ〈外に

向 って要請しての線 Ｑ ｊ ｾ 護揮 すべ〈内に向って統

率すべきである。

字事E股 計 事 務 所 主 字 賀 ー 邸

今日、最阜、個々 の身謹迷彩 tこ汲々主してゐる

時ではありません、老、 j仕、若綿ての建築技術者

は、ひ とし〈内省し、裸身主なれそして明日の

文化のにめ tこ、 「日本の建築技術」を組織的 lこ把

握するべし全面的蒋出護を敢行すべき です。

叉新しい時代を脊負ふ若 き技術者は、今こそ、

三 /:i 々、真筆な集りをもち 、お互ひの賓力の?こ

めに、干rl tひ分かも合っ て、* るべき日の「協作」

に備へるべき Tごと考へます。

新しし、日本の指導力は一つに之等若き j費刺fこる

人々 の強級なる意力 と連繋主賓践から生れるの? ご

と思ってゐます。

兵 庫 鯨 砲 築 謀 菅 陸 =

同じ く新謹llJil でも夫々の分野 tこ於て枇曾的要請

に依り、又従米の侮統に依って異つに形態 ｾｫ る

べきは嘗然であ りま す巾の新腫制が斯う Tごから乙

の新瞳制も斯うな〈てはならぬと云ょ、気持は清算

すべきもの主思ひます、。では岡家は現在建築界

に何を求め何を期待してゐるでせうか、憶測に依

る夜、見を述べ ます ならば左の諸黙では ないか k 思

ひ ます。

ｦＮ 高度 闘 ｾＩｮ 泌尿 の 建 設 を 急 ［連 ｩ こ達成すべき建築

生産力の高度化。

2. 人的並に物的資源 の闘滑且泊-正なる配備配給

の建築界内部に於ける自主的統制。
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3. 上意下達、下情上過を完全に遂行すべき建築

界組織 D 一元化。

4. より具想的緊，訟の問題として都市武装と住宅

の建設

福 岡 綴 築 選 議 荒 木 正 己

日も平〈建築技術家J ) 全閥的な一元(1りな閥瞳

を椅成す る事力主急務である 。共の意味 tこおいて先

つ' 建築協仰は率先して瑳民的解消を提唱して建築

技術家闘瞳結成の推進力 fこられんことを希望して

己 まない。

建 築 界 の 新 種 制 に 就 い て

岡潤舎渇観音E第 2技 術 謀 畏 新 名 種 夫

日本国民の一員として建築の仕事 tこ掛ってゐる

とい』、自売の上 tこ行動する事。

方法論はいろいろあらうが全ての建築家が、こ

の自覚 に達し? 二時方向は期せ守して一致 る筈1::' 。

立 命 館 自 粛 工 科 事 俊 寺 門 田 志 猪

新誼制総立の兵檀的方針を練る前 に、先づi栄〈

考へてみなげればならぬ問題の一つに次のものが

あらJ うかと思はれます。 それは、建柴界全髄の科

製的水準を声i める fこめに、感才f と宜際家或は皐界

と業界主が聯耕を緊平十，:1こ似つ事です。従来は兎角

墜者は 賞際 家主＿中 ｾｪ ｉ 露見し 、賞 際家は易担 Ｍ Ｗｻ ・ ｾ敬遠する

傾向があるかじ見交げられ ましfこが、こ れでは何

時までも研究のにめ の研究や不合酒! な施工が繰返

されて、建築界が新閥次 iこ於いて重要な役割を演

す・るを得ないで了はないかと恐れられます。この

? こめには、現存の皐界業界の諸国腫之改駿統合し

?こり或は各国盟 iこ聯耕委員合を設v11こりする事も

考へられ ますが、 同時に官公の研究機胤乃至施設

をよせH¥Hこ開放する 事が、極めて必要なの ではない

かと考へます。 以 上

手段よりも目 ;棋を

一一「新謹制 は手段である」一一

京 大 大 事 院 司 匹 生 西 山 卯 一

建築界に於ける新誼fl，IJ は二つの itli Jroi をもっ。 ー

は闘家全般の新 韓制 の賞現の、建築の分野 lこ於げ

る即臆、貫徹であり 、ーは週撲界が自己の任務を
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目先し、その職分を完遂する? こめ iこ提出すべき新

日根 乃質現の? こめ lことムるべき新韓制 である。 後

者ｾＮｦ ｫ 磁とするならば 、 前者ーは消櫨 ｉ 訴を友はす。

そして我々の論す・る新謹制は、後者を主導とする

ものでな ければならぬ。 1::' が今しばらく掛って芳

へてみやう。

治i皮:i前日Jj :判家建設の王J _'_ 命令は岡家全般の新謹

ｉｉ ｩＱ ｊ を要請する。即ち後ｾは前方ーの完遂ＩＩＱこめの乎

段である。

問題を建築界 tこ限定しでもこれは全〈同様であ

る。 即 ち建築界の新車制 を論争るものは建築界に

於て具現さるべき新段階 J) jヨ棋を把握し、夫が達

成のTこめ の乎段を論争るものでなり ればならぬ。

然るに、此の我 々が達成せんとする兵器的 目棋

を把握する事の不徹底なまｾ ¥二、?こ Y 組織を のみ

論争る事が、如何に問題 J ) 'i 昆凱を 、羽! 論力不透明主

行動の停滞とを、生みIHしてゐる事であらうか。

「大 ｉ ，ｾ凶結」てよ、が如き内察室疎な提案も亦こ〉

から生れてう{えると見ねばならぬ。

問題は組織よりも目的である。夫々の兵韓的祈

動である。その出動の過程にうちにてられねばな

らぬ組純である。運動の基本目標とその具韓的方

策とを研鎖する事の少〈して組織を諭す・るもの〉

如何に多いかを我々は反行せねばならぬ。

では何が門標か。

夫は ｩ 身 ｪ ｬ ｟支同 ｾ ｪ 阿 与 誌の建設、大東民共栄闘の陣立

の賓現 に到し建築界に要請せらる べき任務のJ I..種

的集約である。都市に良市t¥こ、職場 lこ住居 t二、東

亜共栄闘 の ｲ ｬｾ 極右＿なすべき我日本民族をつちかふ

べき郷土の建設、之が建設の主主底Tこるべき建設戦

士の育成と建築科患の確立、或は之に直接参興す

べき建築生産の制期的再編成、等 々我々の営商す

る問題 は複雑多商である 。

之等の蓑要問題が岡民全般の協力の下に進行さ

るべし之を剛氏全般の常識にらしめる事かまっ'

我々の目標でなげればならぬ。組織の問題の如き

は、か L る基本目標とその，，1 = 1 < 瞳的方策の賓現の過

程に於て問題 となるも のでなけ ればならぬ。

我々に耕せら れてゐる首閣の問題は、か〉る 米

首j ) ) 組織問題ではな 〈して、まづこの新段階 iこ於

て我 建 築界 ｬ こ耕せられ＿こ ｅ 巨大なる任務 ｾｾｊｉ り ｪ し、

メとを夫々の重要性にし? こがって同家的な問題とし

て宣揚する事でなければならぬ。 ( 15. 12. 15)



岸 ，岡 田 出 刀

大政翼賛の趣旨をぷ賊して、，建築界にも新謹: 1m

の結成を要望して止みません。

場市役所土木部技術課 加 藤 善 吉

世論新語1 I il)問題に暗々詩 々7こる棋に、我が建築

界 は眠れる牛の如〈であっ? こが、建築l協合法Hil )委

員長池間さんに依って建築界新韓: 1mは喚ばれに、

問ニf-_計撃に、者j¥市仏・誌に、厚生問題に 、警術を通

じて の 精 ［Ｑ｜ Ｑ Ｑ Ｑ 偏差に 、 ｬ 羽防 ｾＡｩＺ Ｑ 家建設の 第 一 線に賓誼

的具現を要すべ き職域を布つ建築界の新謹制整備

は ｾｴｾＺ にして最軍 要な り ｴ イ 言 十るが ｬ 怯・に 吾 々 は速

かに之に向っ て過逃せねばならぬと 思ょ、。

大阪府建築課長 井 上 新

この頃の者物乃模様を は る し i徐りにも原色が

ドキック円: ; ，: って調(;11がな い。これを建築界に警

へ て 見 る し 設 計 家: ま育、前負手れま赤、材料計j は

糞 L 犬々の原色が他の色彩の調平11 を考へ十に 円

ユif: って ゐる。

これは公張り夫 々の色彩の特長を失lますに而も

程良〈他の色と i調手11して、im然ー轄の配世となる

事が望ましい。これが建築界の新謹: i il)か。

建 築 界の新 開 制 に }; 恥、て

株式曾市士竹中工務 底 石 川 純 一 郎

新譜:1m1J_る日ff は何か物珍らしい 'つ J ) 流行話。

や うに 扱はれてゐるのではないかと感す・る のはね

澗り の昨円であらうか。新謹11iIJ e  Li1. ii 盟制 W: Wの

あらゆる控訴王伝打投して、 そのω跡跡Iliパlにこ全 〈新らし〈

建築せられる1世仕IU界平で Y もdあbるか のや うに人 /ん? は j

つてゐる のであら うか。

しかし隈史 的 に見て 、新謹 Ｑ ＱｾＩ と矧も ヲ ｆ 岱謹 ｩｬ￬ｬ Ｉ の

ある必然的強展の一つの姿でしかあり得ない。

官瞳: 1，1)、例入主義統的主義J ) 時代に於ても、

例人の利得は次してぞれのみで絶 るもの ではなか

っ7こ。例人の利主主は何等かの形で枇界の利主主 と羽!

泊す・るといふ考へと 組立とがなかっ7ことし fこら、

哲 瞳制秩序も決して暫〈なりとも 檎鎖する可能性

はなかっ? こであらう。新讃Hil) の大円楳? こる国道質

践。これも 沓韓制下に於て全 〈掲げられなかつに

もので あらうか。否般然と して高〈掲げられ来つ

にも のである。

7ニヲ官鵠制下に於 て人々は、粧がj主義の鹿 を迫

ｩ 、に ＮＺｾ Ｚ にして訟 に山 を見なかっ ｔ この み である。地

上の了f 花にf I 玄惑 されて大空の星辰を仰ぎ得な かっ

にのみであ る。新謹制は我々 tこ「山を見よ J 1"大

宗を見よ 」 と命令する。

建築界の新連i ! i lj に就いても同様の事が言 へる。

建築界の新1豊1[，1)は、建築人例々が以上の 様な身構

へ、心の新譜市1) ぞ確立する事によ って護足する。

諸 々のru!式的 な磯村i¥組織、制度等はそ れから

の事である。

建 築 界の新韓制に奇心 、て

株式曾粧 大 林 組 渡 部 圭 吾

粧がi的には、金融資本主義よ り人間能力主義へ

思想的には民主主義( 所説自 rl l主義) から皇道会

開主義へ移行しつある時に、世界動乱、特 lこ束並区

の戦争I1た強力; 移行の速度を早めつ V あるのr: 。こ

の革新 は明治維新のそ れよりも叢且大の盤革であ

る。従って長岡焦屑の .t!: は 岡防岡家 の 建 設にあ

る。j ¥icに建築界にありても、 この悟史的事態をは

っき りと認識して針策を施 さねば、その進路を過

って了ょ、事になる。建築界即 ち建築関係者のな す

べき第一の仕事は、同防匙喋の研究とその施工能

率の増進にあ る。然して此*)jll こ沿はないものは共

の模台に譲 るべきである。建築研究、建築行政 も

建築設計施工にも、建築材料も建築労働、建築教

育、 も建築文化等の何れの方面 もである。現泊f ま

での Ij}¥勢を 見る lこ建柴界綜合、或は建築行政材 料

の統i ! i lj 等を主と して巧へもれてゐるようで、研究

方商の如きも自 ｉＱＱ に 委れてをつて、 如上のＪＩｾに向

けられゐるかを疑ふ。最もお ＮｾＱｦ 守 的方厨に闘係ある

施工能率の増進が民にｾへら れてゐるか＿。者二し

〈減少し然も能率低下しつ〉ある建築労務者の教

育、訓練柄引l等が巧へられてゐ るか? 。長に疑な

きを得ない。 mら〈ネI 当事の黙 も充分に巧へて建築

界の新謹jj jl)を確ゴt: せねばならぬ t 忠よ、。
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新 樫
止

巾 下 の 建 築 界

一 一 建 築 の 新 臨 時IJ 促 進運 動 を 顧 み て 一 一

ま へ お き

( ' 日本の建築家と云ふものは、彼 1 人の場合に

は他の Ｒ 人以上の何人をも相手にして、 ｾｉ 主 の 常識

の盟さと云ひ或は叉彼の知識の深さと云ひ、彼等;

を充分納得させ叉は敬服せしめるところの賀力を

持つものである。が、然 し建築家が 2 人以上. に な

って彼等を相手とする 場合にな ると 壁へ相手が l

人で あつにふしでも、必す，彼等に指導されるか又

は隷属的位置に立fこしめられるものである 011 と云

つfこ様な話しを聞い '1こ事がある。之は正 しく日本

の建築家の共通に持つ一つの狭量なる性格が互に

作用し合って達しに結果なのであって、 残念な こ

とではあるが、 どうする事も向来ない。叉或る土

曜日の ! r:後であっ? こ 、東京の若い所前革新的気持

に燃えて居る建築家仲間の新睡制 iこ閥する集ひ炉

供され? 二時であっTこ。、大阪の有名な H 及T 建築事

務所・主なる T 氏は、次の様な事告? 云っ て居L られ

?こ。即ち" 我聞の建築家と云ふものは、自己の技

術上の失敗はひ? こ隠しに隠し? こがるも のであ る。

然し乍 ら土木技術家になるしまるで その正反封

で、自己の技術上の失敗などは、 その房、囚を・|合も

誇るかの様に、?を 々と護表し て居るものであ る。

そし てその失敗を 二度繰 り返さない話の有力 なる

資料となさんとして用ーる有様は、他から見て居て

も拘に羨しい限りで ある。私は土木技術家 と仕事

の都合で接近する機令計五Tご多いのであるが、技

術家として の彼等の気持が既に きうであるか ら、

彼等の仲間からは賞に胞の大きい人物が!日:十P，し得

る様な環麗にあるかも知れないと思へる程、大人

物の多いのには感心せし められて居る 0 11 と。之は

我閣の土木家 と建築 家 の性格を上手に物語つ にも

のであら う。私は最近、殊に東京に新 lこ職場を持

つ様になってから. 建築界の新臨制促進運動と 云

五、合合などに時々同席するの;機令が興へられ? この

で、可成多数の建築家の新開制に闘する 意見を伺

ふことが出来? このである。その結果私は之等二者

の謂」、言葉に、必す・しも否定向来ない或 るものが

範 井 幸
ｾ￟ 特

次

干子がする様な気持がしてならなかっ? こ。私は新韓

Hil J とはfn品 あるべ きで あると か、或は叉大政翼賛

令の指導現念は斯〈あるべきであるとか云つ? こ様

な事は少も知らないのではあるが、以上宅? こり 聞

い? こりし? こ事から師納して、日|主現下の岡是』こ即臆

する需に は、我が建築界は斯 〈あ り?こし、と 去っfこ

如き w- の棋な希望を述べて、建築新髄制への所感

とする次第である。

国家機様の整備と建築界

事境 が粛し? こ戦時謹制に即!1ft する新市1:令の機構

炉、翼賛千? の設立と共，( 二、論議の時代を織れて、

明日にも賞現しさうな気配が示され? このは、つい

昨日の様な気がする。

世界の現航維持勢力が援に悔 b難いも のである

様に間内機構の革新のみならす、建築界の革新を

阻む力も 反して馬鹿 iこ問来な いものが仔1Eするの

は事賀ーであ る。

今は大切なる戦争最中なる故に、 まつ' 焦眉の急;

lこ臨す・る? ごりの策を樹て、恒久的の己主・平はいづれ

時局終了後 iこ仕様ではないか、 と云つTこ設は、革

新に 封して Ｇｨ ｦ ［ ｾ 的 ｴ こ使 ｈｊ されるところ の反封設の

一つなのである。之は確に 一つの常識的な意見に

は相違ない。が然し此底で問題となるのは、ー臨

時局終了とは何日までを指すのであるか、或は叉

それが何ぞ意味するのか一向に明瞭にならないの

である。

今度の司王鑓がTこY 一つの臨時的なもの にして、

ぞれが終れば直ちに世の中が習 lこ復すると云つに

や うな生優しい考へ方の常識をば振 り廻すこと が

同吾I <i ないの は、此の事援が未曾有であるばか りで

なく、我々 は師 仁此の事境 によって新しい時代に

一歩踏み 1-1'，し?こからであ る。而も此の新時代は直

ちに その進行を 将来 に向って開始し? このであって

今後は如何しでも原欣回復は不可能になっ? こので

ある。故に我々の覚悟すべきは、躍なる臨急:施設

や、沓与I <i の無修正の枇合機構下 tこ於ける腔急劃策

では、此の新 しい生活 i二割膝!竹手I <i な〈なつ? こので

S 筆 者 は 問 調 合 建 設 節 技 師
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ある。 即 ち共虞 に此の新時代への封肱姿勢として

の革新的国策樹立の必要がある課である。而色 、

我聞は既に長期戦を畳居し、何日終了するか計り

会nれな い事鑓と直面し乍ら 、東亜共栄圏の確立と

云五、、 おそろし〈長期的な建設事業に着手しTこの

である。故に関内機構の革新は、頗る不確定なる

か〉る "時局終了 11 1，よるものを期待することな〈

一定の見透を立て〉着々兵髄的なもの〉賀行に遇

逃すべきであるは言を侠fこぎるところである。

闘家は今日まで、幾多の波制曲折を粧て、曲り

なりにも商工省、を督阿J し? こり又は7K竜の閲替案を

賓現せしめ? こり 、或は厚生省を設置しTこりなどし

て、線、動員法と云五、銘刀の存在に力を得て、統制

による社合の新し い秩序の確保に釘 し、 幾多の失

敗の連続にも拘ら十勇敢に行迭を綬げて居るので

ある。私はか〉る意気込を多とするに苔ではない

が、か〉る事i」置をデ鹿斑する首路の責任者の大部分

が、以上の如き常識的考へ方の故に、ひ? こすら事

鑓中の間内の摩擦相到の激化をば回避する事 lこの

み気をま手はれ、肝心要の所謂此の機合に非ぎれば

革新の機千? を失ふと去っ? こ様な重要岡策問題をZた

から弐へと見逃して居るのである。指導機閥とし

ての闘家のゆ権部が既に斯〈の如〈であるが故に

我炉建築界に於ても同様に、今日間是が日本建築

界に要請して居る重要問題ｾ ［［ たから弐へと見逃し

て居る事賞をば切樹抗腕して見送って居るのみで

ある。而も眼前に推積しに建築界の軍要課題は互

lこ縄張聞の相刻や摩僚の同避のみに様々な巧庖や

方法論的概念が集中されて居るが放に、赴等の課

題が一向 lこ問策の土依に登場して糸す. . II U!耳'1. 1こ

「象;月二の塔」内で互 lこ玉県論闘争に華を咲かせて居

、るのであ Z。之れは如何にも残念な事であるが叉

己むを得ないのかも知れない。今は戦時なれはこ

そ平常時 lこ於て不可能であっ? こ改革すら断行問予k

るのであって、通常では期待し得ぬ同家(I " J 大局制

への着眼を各方面へ要請し、以って大衆的に摩擦

を排除すべき方向へ進むのが、事鐙カ;.J;i iJ へ? ことこ

ろの唯一無二の革新への機合であると思五、のであ

る。が然し事賞は、菅に政府のみならす・如何なる

，n:I:併に於ても、革新と現AA維持勢力との封立の放

に、事費 l二割慮すべき全韓計聾を持つことなしに

唯時代に引 きづられて、後手に廻ってから己むな

く断片的な封臆策を以って 一時を凌がん k して居

るのは見逃せない事賓である。今や此の故 lこかへ

って不必要な摩燦と f良資とが繰り返されて居る様

に考へられて仕方がないのである。

今は、既に臨時が恒久に取って代り 、封戦工作

が同時に永制的な新時代への序曲となちつ〉ある

からには、此の大切なる端緒をば、意味のない気

の弱い、安協などで失ひ? こ〈ないと思」、の で あ

る。同時に我が建築界色、その機構に於て或は運

営に於て官; 然此の新時代を迎へるべき準備が要求

されて来て居ると信す' るのである。

然し乍ら 、斯〈の如き革新的気力は、名を成し

遂げ地f吹を織も得?こ枇併の上層部に於りる 人々 が

指導的命令樺を持って下部層へ動きかげ で居るが

故に、 えてしてその脆弱性を問民の前 iこ曝露し勝

ちなのである。此の事は所詮は政権運用の任に嘗

る政 lH宙局が岡民の支援から浮び上がって居る様

に建築界それ自鵠を指導する所謂大御所なる もの

が、無数のT 級技術者の支援から浮び上がって居

る官僚貴族園であり且つ又彼等は鋭敏なる閤民的

輿論と呼臨し得ｾる環境にある こ とを誼擁立て、

居るものであらう。

ー政 l向上層指導階級の腕首が一、二交代が行はれ

ゃうとも 、間民はそれ等とは全 〈無関係 に今事獲

を中心に力強い旗開的一致圏結に 向はんとして居

るのは事責である。そして此の時代的大潮流は我

が建築界にも押し符せて予kて居るのを窺知し得る

のである。ピカ: 然し之は現下の政 l併のや り方や方

針を疏倒的に支持すると云ょ、信頼からではないの

は事責の様である。むしろ之は、岡家のか〉る急:

縫 に即! 底すべ< H-'，現し? こ問民的愛関心の一斉的護

露であるかも知れないのである。が然し建築界に

於ては建築技術者ーの徴用と云ょ、型を以ってか〉る

潮流の押し寄せて来fこのを 一般的に知らしめ Tこと

看! 故のが安首であら う。

今や政府は時流に乗って、 日釘ーに統制 力の強化

に遇進しつ〉ある。然し乍之が案外賓質的にはそ

の賓力が微弱にして、何彪かに大きな抜け穴があ

るかの如〈で、所諮問家百年の大計も意味1 ] . <曲

げさＧるを ＺＺＭＱ 与ない賛同 ｲｾ 此虎彼方に於て Ｑ 暴露して居

る様な試がする。之は畢党する ｬ こ、 外商的 ｪｦｾ 相は

兵へでも、内賓に擦って立つべき基底を猷いてゐ

ると云ふ根本的な脆弱性から来るものではなし、か

安11 らんと思ふのである。か〉る意味に於て、現下
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の時局が要求する革新断行の力を阻なものは、そ

の原因を外に求むべきに非令しでかしろ内に求む

べきであると云へる様な気がする。殊に建築界の

革新を断行する力を阻む者は、封内的な建築家そ

れ 自身である 事 を深〈内省する必要がある様に思

へるのである。放に闘是を推進さす鴬に一般官僚

群刀調姿均説念遊戯に等しい「理念」いじりを根

本的に改むる必要がある如し建築界要路に Tこづ

きはる重要人物の、国家理念への1局長的常識論を

ば根本的に改善 する必要があるのではある まいか

建築界の革新と人的資源

東ｾ共栄圏確立の篤には、統制と共栄聞全題に

劃する計霊性を? 持Tこせる事が、此の事境を乗り切

らうとする日本の最も切賞なる謀題となって居る

様な気がする。此の事は賞際的に我々の生計叉は

生活上に深刻なる緊迫感を尭えしむる iこ到つTこの

は事賞であ右。而も同氏紅此の時販を克服して彼

岸ρ 目的に向つで涙ぐましきまでの行進を絞りて

居るのマあ ん 岡是が要請 して居 る閑策なる もの

が、只翠 tこ闘策第ァ主義 と云ょ、掛5をばか りでは ど

うする 事 も州来ない様iこ、我が建築界の革新も、

所調時局便乗的な革新 の掛埠ばか りで は如何する

事も出来な ν。即も建築家殊に下級建築技術家の

よって向ふところの理念し明確なる計聾性が奥

へられ且つそれが適確に示監されねばならないも

のであ るのは言を侠Tこぎるとこ ろである 。故に建

築界の一部少数者のひとり合戦や調善的なもの〉

考へ方を上意下謡の型を? とって建築界全趨に押し

付りゃうとしても、 それは無駄であるのは申すま

でもない。

故に問題は、ー現下の園是 と脱み合せて、我が建

築界が、それぞ如伺に理解し且つ推進させて行〈

かに封する指導者なり叉は革新論者・なりの貰際的

方法論的指導εE念のJ 二に存するのではあるまい

か。而して此の篤には、現在の我が建築界が果し

て切質に此の間家目的の綿上に沿』、て居るや否ゃ

を徹底的に再検討さ るべきではあるまいか。何故

なれば、銃後の賓カとして閤家が岡氏に要請して

居る任務は、我が建築界に封して E 、その原浬その

思想、に於て異なる筈がないと 信す' るか らであ る。

然る iこ現質問題として その賞績を願みる にJ 減
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私奉 公」と云ひ或は「臣道の賞践」と云つでも、

都合的知識階級より農村の 人々 の方がその賓践力

に於.て遥かに冠? こるものがある如し我が建築界

tこ於ても、公主主優先の「臣道賓践」に劃する賞践

力は叉は時局認識等は、下部組織としての下級技

術者・よ れ 上 層 部 の 指 導 階 級fこる上級技術者に於

て遥かに足りないものがあ る事貰 を見逃し得な い

のである。恰も時局便乗の利口 者が、 えてして知

識階級的政府の指導者逮の内仁多い様に、自己の

意識 するとせｾるに拘らす｜我が建築界の上層指

導者階級に存外tこ此の Oppo仕unist の多いのに篇か

されるのである。

一韓此の事は我々に何を物語って居るのであら

うか。是れ即ち 政府自韓が存タト現I l k 維持勢力 lこ引

きづられ、民の革新への断乎? こる決意が献げて居

る様に、建築界を動かし指導すパき建築界の有力

なる圏輯の機構それ自鰭が、此の新時代に即臨す

る様に革新されてない事を意味するばかりでな〈

建築界には依然として此の沓開制的な現; 状維持の

勢力が決定的 1J . 貰カをば持って居る事を物語る も

のであらう。

岡家が閥民全盟主? 通 じて、 生活刷新の篤に生前

の簡易化 を要請し且つ各自相省み相戒めて無駄を

省民見栄を拾て〉真筆なる生活様式樹立を要求

し? ことしても、 官僚それ自鰹の機構が、 信憶を脱

し得ない、市も時局の要求とは凡そ封勝、約なもの、

を離して居るものとするならば、閥次的な要求が

如何に切質なるものであっTこにしても、 それは徒

らに意味なき掛搾ばかりで岡氏の貫生活にはピン

と来ないものである様に、建築界新趨制への要求

が虫日向 tこ痛切なるものであっ fこにしても、 それを

指導すべき質質的有力園韓が、沓髄依然Tこるもの

であっ? ことするならば、それぞ組織する下部の全

技術者ーの質生活 iこは、何等ピンと米るものがない

のも亦首然であると云へや う。

何事 ｴ こよらす Ｇ ＺＧＺ ｾｩＮ 新の断行には自ら時機と云ふも

のがある 。而して今日の戦時謹制 こそは、我同民

生活全般への正に革新の機合を輿へて居ると思ょ、

のであ る。即ち現代はあらゆる方商への刷新が、

高度岡防関家建設と去よ、方向に向って要請されて

居る筈なのであ る。故に此の際徒ら に形式に臨し

Tこり 或は現欣維持勢力に迎合 しf こりなど して、 革

新への障碍となるの でなしに、現下の賞情一一即



ち我々は何故にか〈も岡家奉公をなし難い機構に

制約されて闘係して 居らねばならなし、か一Ｍｾ深

〈掘り下げ、その原因をば徹底的 tこ究明し 、真の

革新をし現存する機構を超越して、敢行すべきで

あるまいか。

此 の放に政 府自らが、東亜共 築閤確 ｦｾ に 封する

;革新断行の範を示し以っ てか〉る刷新 η 必要性を

同民全盟に訴へるべきである様に、週撲界の新譜

ili l] lこ就ても指導者自らが刷新刀兵調主主をひっ下げ

て挺身之 t二; 直進し、下部組織全盟の注意を喚起す

る必要があるのではあるまいか。

ピカZ然し、私は此庭に於寸7私の論旨にはTこと行

詰りを感じるのである。何故なれば、我が建築界

に於てか、る指導者を ー韓何慮に求めるかと云」、

疑問に逢着するからである。

然し乍ら、現AAの機構が現賓の要求に即態すべ

〈如伺 に革新きれ仁左しでも、之を運営し且つ賀

行して行< . Iこ相肱しい人的資源がH¥揃』、に非ぎれ

ば、 "悌を? 造って魂を入れぎる 11 のそしりは菟が

れないであらう。此の意味で私が新謹制に封して

求めて屑りますのは、か〉る指導者なのである。

建築界のあらゆる革新政策の賀行も或は改革の断

行色、之径推進せしめるのは先づ「人」である筈

であるからである。そ Fして岡家のみならす¥高度

同防岡家建設をめぎすゐらゆる部門は「内外の政

策閣l切に的確にしてかつ敏析なる」人材を求めて

居るのである。 而もか〉る人材- は濃刺にして弾力

性に富む青年性を備へ? こ人物なのである。

然し乍ら、東西古今を通じて、闘2誌が員の危急

存亡に直面し? ことき、所謂樺門、門問、閲振と 云

ふものがどれt:: tr1役に立って居るか史質に問ょ、て

みるがよし、。即も徳川幕府三百年を粧て、何等な

すところがなかっ fこ之等の上層部が、明治の維新

と云五、所謂幕閣の腕き ':>t ごけでは到底支へ る事の

出来ないと云五、時代の大波激浪 tこぶつかっTこので

ある。勿論首時幕府のなか Iこも、名を成し地位を

雌ち得＿こ ｾｉ 惑才売の勝れにものが居つ ｦ こに相速な

いのである。 Tごが然し、現賓の上層部がさうであ

る様に、 一つの勇祭主? 猷き、徒らに右田1左回しな

がら現似維持 lこ汲々 ? こる有様であっ? こ ので、よく

岡難に廃する事力;Hr*なかっ fこのである。 即ち 首

時の上層部の r'J 閥や権力 のいづれもが、外柔内剛

の苛烈なる表現に止まれ何ら時代を推進さす k

ころ の礎石とはならなかっ? このである。 k ころが

注目すべきは、大老中老が額を集めて聾: 策を めぐ

らして居てもテコでも動かし得なかっ? こ閥策への

大暗礁をは: わっ' か足軽程度の艇翠の士分階級が

取って代るに至って見事に之を漕ぎ州す事がi判手I<i

7このである。

我が闘が現質に直商して居るか〉る起非常時局

lこ於てか〉る徳川の末期に於げる桟な笑へない矛

盾をば現代の指導者が繰返してないと誰か断言出

来ゃうか。即ち目下のところでは物的な糟動員ば

かり 宜体されて居るにも拘らす¥革新への人柱と

しての人的資源の糟動員に就ては、此の時顛を乗

り切らんとする国家の上層指導階級はあまり無閥

心と 云ふよ りむしろ下情に通じなさ過ぎる様に思

へる。此蕗に謂ょ、人的資源、の線動員と云」、のは、

今日の官製翼賛合のそれの如〈蛮人物の寄せ集め

ではないのである。即ちもっともっと野の遺賢を

起すと云ふことであると同時 lこ更に人材の配置に

泊正を期せねばならないと云ふことである。

これは我々日本闘民の力が此の時期を刻版する

のlこよ外交に内政に力が足りないと去三、のでは決

してないのである。それは管に我が建築界のみな

らす¥我闘全曹のあらゆる部門 tこ於て、同様な事

が感せ' られるのであるが我が闘が今これ程大境な

重大時局に直面しながら 、その要路要衡がこ主ご

と〈醤人物によって塞が れ、少しも新進無銑の青

年者の登場が許きれない機榊となって居るからで

ある。更に叉革新的な仕事を推進することの出来

ない様に、常に先例に物を言 はせ、創造的な新進

の活躍し得る舞華が聞かれてな し、からである。

結 び

斯〈論じて来る時、巣しτ 然ちば我が建築界の

新韓制は如何あるべきか、と云」、兵種的な結論へ

の最後の土壇場に私は迫ひ詰めら れる諒ーであるが

私は此の場合結論Tごなんて杓子定規式な事を述べ

様なんて気持は持って居らないのであり まして又

新韓 ｩｪ ｩｉｊ ｴｾＧ かちと云って急 Ｚ 排へに檀越しに新語を羅

列する勇気も更にないのである。日住私が古〈から

の希望を述べて私の結言に代える諜である。それ

は、今円までの建築界が無反省に踏襲して来?こ墜

関及丹: 業年度閥 iこ依イ子して人材、を登用する 沓暗制

的な方法を根底より精算し、それに代って血と汗

じよって皐理を貰践し? こ事業歴〈又は現場歴) と

( 2 6頁 へ緩く〉
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吉 盛 築

願 泉語草

強 ・ 1・

願泉寺の泰慶堂

大阪は敷皮の火災に令ひ、市内には古い茶室が

殆ん ど残ってゐな いが、幸に蹴泉寺の奈盛堂、今

'g'の十高堂、一心苛2 の八窓の席、二誕の盟公の席

山 岡 氏 邸の義 心 延長、津 村川 院 の 環 ［ 塙ｽｾ［等ーがあるか

ら順次巡って見?こい と思ょ、。

木津: の願泉寸2は、浪速直鴎IlI i にあり 、通順は市

軍大岡11fTの西の勘助nlr 停留所のすぐ前にあ? こる。

此寺 に、イ]ト迷政宗の作つTこ|剥買の茶室淡陵堂と書

院蔽? 育堂許ある 。

願泉寺は寺俸に よれば、聖体院J j( 設を開法とす

る 。 永誼は Ｑ Ｉ 、明 妹子・の 八 男で 、幼 名ｾ多嘉丸と云

ひ義持 主郁 し?こ。聖徳太子tこ従ひ、守屋大連征討

iこ功 あっ て、 作I内凶日下の妊 に700代の回を領し、

身白 か らは灘波の海遜に住んt:_' 。推古天皇元年十

月、 愛徳太子が四天王寺を荒陵の地 に移されるに

あ?こ り諸国から集 まつ?こ良材が、義持の屋前に着

するもの彩 し し これを荒陵の地 に誕搬する鴬に

老蝿の往来す る道を辿って、溝渠を? 開き、流れに

泊五、て、 ｅ 托 Ｎｾ荒陵 の 地に運搬し＿こ。

此 溝ｾ馳 川 左 ｬ 呼ぴ 、 海溢の地主＿木の律、後に木

津村と l呼ぶlこい につ? こそ うである。

義持は、雑髪して、太子より永設の蹴と御自刻

の阿弧陀悌立像 を賜ひ、一字を建て無主持寺の蹴

を賜つ?こ。 これが首寺の始めであると傍へられ

る。 永設は身に法衣を着け ?こが、不I:P，家の ま〉肉

食 言 葉帯 し、 子孫は長〈 此 寺ｾ守るべき ｛Ｑ Iを宜 し?こ

此の無量誇寺は、現位置の乾の方、木津北島町二

丁目字堂面にあ?こ る。

これより数百年間寺史は明かでない。建久 2 年

第21世秀意は延暦寺座古慈鎖手11向が、四天王寺に

留錫 の 時、 天台宗 に 蹄し 、 木津 山 ｾｈｾＲ Ｑ ＡＺ ｴ Ｚｆ 院と云つ

?こ。享f忠3 年第27一世沿海えの時本LWi守八-1止A 虫rU-_ 人

lこ蹄し、本願寺の末苛ごとなっ?こ。 l削 : の商Lの時兵

火 lこかかり 、堂宇貨物等すべて焼失し? こが、:ik正

4 年現 今の地 に再建し、官 iこ復し? こ。

来筆者は往寝技師 ・三起住宅E熔↑劉1

1 2 4  

寺 茶 室の

岡 男*田 孝

第3トU! :主主龍は武勇人に絶し、天正 4 年織田信長

が大軍を以て石山械を攻めるや、定龍は、木津、

今宮、勝11¥1、高津の門徒を引率して捕、 fJif、泉、

紀の所々に阿i を構え奮戦し?こ。1[ 1: 11¥1 11年寺は再び

兵焚にかかって焼失しにので、慶長 2 年再建。石

山合戦の功によ b本願寺準如上人から 、願の字を

贈られ刷泉寺と改栴しに。( - L[' HI 堅聞の本師寺は

本の字を興へられにもので、準如上人は、本願の

二字を刷泉寺と本稲寺に分t 1 ! 契へ? こと云はれる)

これより木津山部 Ａｾ 量守］院を改めて日下 山 願泉寺と

11乎ぶ様になっ? こ。日下は聖徳太子より賜つに目下

の班よりとつ? こものである。此31世定龍は、武勇

?ごりでな〈 、強て、紹鴎、利休色共l こ茶道を普 〈

し秀吉が大阪に居城を皆んでからは、諸候、大夫

士の定龍について茶を皐ぶものが多〈 、奥州大守

伊達政宗もその 一人であっ? こ。元利元年 5 月大阪

互の陣が終って盟臣氏滅亡の後、政宗公去りi包に蹄

る に あ＿こり 、 共滞陣 中 の茅合、茶室ｾ定龍に贈っ

Tこ。現今の闘賞書院蔽前堂茶室、泰隆堂がこれで

ある。寛永2年正月9日木津村大泊lili の久安方より

出火し、本寺域東側の堂字は全部焼失し? こが、ヨド

t二前l記の書院と茶室は火をまぬがれ? こd 正徳千年

紀州候 、 徳 川 網敬 、 本堂ｾ寄進されにものが 、 現

在の本堂である。

第36世降龍は遊歴の志厚〈、 次弟昇・龍 tこ寺門を

譲り 、 江戸 ｴ こｾ Ｍ Ｇ， でて 、 出謡の大守松平不昧公に容

となり 、茶を製ぴ、叉公の命によって千宗守の 門

lこ加はり 、木津宗詮と栴し、大|坂iこ闘って、一家

主? なし、後紀州公に仕へTこ。先年物故され? こ茶室

彊諜の名手季持木津宗泉老の組父にあ? こる 人であ

る。文政 5 年紀州治資公は、本堂屋根茸換、表門、

鼓桜等の改築をし＿こ口首代粧龍師はＺｕ ｾ Ｔｉ ｩ 止である。

書|涜は本堂の東南にあ? こ り、 二卜段の Il¥Iのつい に八

中，'i ｾ二次川八 ｉ 陥と凶帖が組寺、位、廊下が若て居る。

上段のJぷは張監 l二塁輸をかき、 その左の脇棚は

端麗な意匠止りなり 、桃山時代の禦が高〈。醍醐

三賀院書院の棚lこ匹敵するものである 。 その左の



出書院の外部一方の脇抜に山と松林の檎がある。

剥落して判り難いが、寺停では山柴の筆主云って

居る。床の右 tこ武者隠しがある、外聞の襖がつき

昔時武将の身惑を守るmに侍臣を隠しておーい Tこ所

であると去はれ、二僚離宮の書院共他にもこの形

式は残って居る。欄mJ の上の額に蔽帝堂 k あるは

本願寺 16代文如上人の筆 iこなり、詩経の磁帯甘裳

又は徹子持其樗より出? こもの〉由である 。八帖の横

向きの床の聞も張壁に 山71<の墨紛がある。 J 二段の

床の綿と共 ｩ こ狩野山柴 ｊＩｾ 告 であっ ｔ こが 、 ｊｅ 徳補修

の時に狩野如川が査さ改め? こと体えられる。その

床協に地袋があり査団必に向切りの燐か構えられ

て居るのは珍らしいやり方である 。しかし上i支の

11川iu川iリiのつ い?にこ室 i仁こ櫨3を? 切ると 云』ふ、のも縫なもので、

他 とのa

iじニ、 次のI l jJであるべき鎖の聞の一部が書院の方へ

取り込まれ? こものと忠はれる。普通には書院の主

座放の語 にあ Tこる所に鎖のIl l J と去って、大膿を切

れ 常に釜石? かげで、茶幼頭が前めて居る室があ

る。これが主な室 i二合併されにものらしく或は正

徳年! UHこ模様替され? こものであるかも知れな い。

武者隠りおの 外が庭になって居るのも受りとれな

い。こ れも此場fJi に三帖叉は六帖の武者溜りの主主

があっ? こも U) と推される。四帖の宣は原史の聞と

云ひ石型が、京都より紀州侯のところへ往来する

時 tこ何時しこ の室で宿泊しTこと叫えられる。桂

はすべて杉両l:1i..で、事長押がつき主J 隠金物が打つで

ある。 llII 皮粧の蓄| 位も類カ;少な いであらう。

庭園 は相阿輔の作と 11J i えら れ、後世大部分改悪

されて居る が、石組に古い式の域つ ?こjiJ i'があ る。

正面@築山の上 t二登れは速三 大阪潤の 白帆を眺め

ることカ ;/:1¥オ( . 1こそう にが、今は市何地のまん 中に

なり 、殺風景な こと である。

茶室は三帖五目で、床の間はJ RMし、そ の声に

. 給仕口 が袴腰il予に あ き、 JI 闘の太鼓襖が釣込まれ

る。床の間の左には墨m窓があき、その左に中蓮

窓が続ｾ ， !iJ品 9 ｾｩ がつ いて居る。東側 ｴ こは網代戸

片引の主 人口 があり 、医から縁側にあがり 、武人

口に行〈様になって居る。

結前挫の向」、の躍先窓、中柱、二重棚など、定

石的な中にし壁かな作意を感じられる。天井は

霞の平天井に竹の竿縁で、一樹場十込天井とな り、

なほ黙前挫の上は棉子の業主? 茸 ぃTこ一段高い天井

となって居るの は異例である。

茶道口から出 1こところは、抜の問で、袖壁が L

字形にあり 、茶室から水屋が見えない様にし てあ

れ 叉給仕口より出? こところの抜の問主は壁で仕

切って、茶室 主71<屋との取合せが巧みに奥床 しく

しである。蝿先室の外は狭い露地を距て、蔽市堂

の床甚に封し 、捕り口より出? こところは、庇の外に

狭い庭があり碍 ｾｕ 在籍と ｬ ・ Ｒ 本の立闘がある 。

此茶 室の 様な床 の ｉ ｾ ｜ｊと黙前畳及胞 の取 り方では

正客の坐る場iWが二様ある 。茶室の中の行事は寓

事正客を主とするもので、他の客はその相伴と云

」、事になるから、客と 亭主との話のやり取 り色専

ら正客を泊じてなされる 。

そこで正客の坐る位置如何によって、J ヲ事の進

行にも大きな除l係がゐる。或る流儀例へば千家表

流では床市ij l E 客を国守して居て、床の前に正客が

位置し、 ヨた客 Ｓ 客は 順次ほの ｉ ｾ ｜ｊより速く位置して

坐る Uj である 。こ の銭 b方では、正客よりは賠茶

する》主U) 後援が見えるTごりで、話を仕様にも興

ｾ殺がれる事が多 い 。そこで他 の 流義 、例 へば千

家裏流では、描付正客を主張し、屈に最も近〈正

客が坐り、次客 3 客は、床の| 詰jへJI頂弐近つ' いてき長

る。丁度王位り方は前と正反封である。か くすれば

正客は、組茶する延長主と向ひ合ひとなり 、話もし

易〈、 一座が和やかな気分にな b易い。此茶窓の

様な下坐床の室では裏流の坐り方が合理的の様に

思ふ。然しここに後見と云ふ事があり 、本主以外

の者( 例へば娘とか若年の者) が鞍茶をして亭主

は後見主なって室に列し、正客主の話は2事主が受

持つと 云 』、棋な場合は 、 後見 ｦ こる手［主は給仕 ｾ ｪ を

入つ7こ所に坐り、色々の世話をするから共時は、

床前正客の方が都合が よい。此茶室を伊達政宗が

好んにとすれば政奈は他の者をして賦茶せしめ、

自身は後見となって客を接待するのに者 ｾｉ 合よく作

つにものと忠はれる。 71<無瀬市II 1
官にある後水尾院

好みの絞心;半 も. この茶室 と同じ作り方であるが、

後水尾院と云ひ政宗土云ひ . 高貴の方の位茶 iこ. こ

のプランの好みがあるのは興味のある事である。

東京干i1主主博物館内にある金森宗和好みの六窓施

もこのプ ランの取 り方で、又新しいものでは、八

幡の閑妥軒は四帖，五五目ではあるが、 この手法をま事

しにものと思はれる。

この茶室は木津宗泉老がその縁により 、修理され

fここともあり 、詳細な寸法もとられ? こものがある

から、 筆者の調べfこものと限し合せて、次に記入

してお〈。
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@ 天井、高 さ6 尺、 よしず、隼縁丸竹径 6 分、廻縁杉膚

丸太 。

鋳込天井、無目 杉唐丸太径 2寸、極 佐三脚丸太径 l す、

木舞杉見付 7 分見込 6 分粁桁杉1 f t 丸太見附 2 寸 2 分。

鈷分a陸上の天井、郷子の葉、高 さ6 尺 3寸 4 分〈卒天

井 より 高きは異，例也〉。

@ 茶道口 、 内法高 さ5 尺 2寸 6 分、 巾 2 尺。 給仕口 、内

法荷 主 3 尺 6 す 3 分、 rh 1 尺 8 寸 7 分。

貴人口 、 内法高 さう 尺 2 分 5 Jl 豆、 巾 2 尺、方立及鴨居

見付 9 分 51星。 戸は網代戸程見付 7 分 5峰、捜 6 分、

にじ り口、内法高き 2 尺 2 寸 l 分、 rh 2尺 l 分、方立

9 分。

C 床粒赤字会磨径 3寸。 言客機内法 4 尺 8 寸 5 分。F再掛杉 l

寸 x 2寸 3 分 下 端 商皮付。 床重量，*- 2す 6 分 x l 寸 4

ｾｽ。 床の間 天井鏡天井高 き Ｖ 尺 Ｖ すう分。

( 2 3頁 よ り t責 ( )

云つに ものを高 〈評慣し得る謹制 にする ことこ そ

は、必要なる 人的資源確保 i二割し、現 下の時 局が

建築界全韓に要請 して居る 新 車制への線本下] 手段

方法 でなげればならない 正信 じて居る ので ある 。

斯 くしてこそ 、現 場員の不足を 嘆 じ?ニト 或は

叉貴重なるフォアマンが猫も杓子 も育テ ープル的

地位を要望 し? こりして解 りもしない西洋理論に よ

る建築撃を振りかぎして得 々として居 る現賞。技

師を夢見な 〈主も、 そこに「枇喜力行」の賓捜が

あ り、同時に技術家と しての喜ぴ も味へる筈なの

であ る。 ( 勿論共虎には、現 下の2背負制度を如伺

するかとか或は自 [11競手均な設計事務所は如何な

vt ればな らない とか云 つTこ類ひの問題 は 多 あ々

ん が 此庭では之等を一括 して支葉末節的な細部

問題として他の縫合 tこゆづっ てゆっ 〈り論 じ? こい

と思つて居る〉、何政な れば現代の 日本が求めて

居るのは所前老大家であるよ り、将来のあ る青年

Tごから である。

如何な・る刷新 も、如何なる 新 しき 経済 も或は大

政 佐翼賛 し得る 人物 もさでは興亜の 人柱として活

動しfこり、 或は我調濁特なる 政治手段を以って外

交 じ内政 iこ新生命を輿へ るlこ必要なる人的資源は

1 2 6  

床畳巾 2尺 3 寸 8 分 う良。 柱釘落掛よ り! 尺 3寸 5 分

下 り。床 中釘高 さ3 尺 4 寸 5 分。床の 間壁塗 り廻 し。

包 中柱、 チサ の木径 I 寸 8 分。二重釣棚、上初巾 l 尺 3

寸 6 分、奥行 9 す 9 分、ノ、シパミ見付 う分、釣竹径 4

分 5 @. o -r- 棚、巾 9 寸 3 分奥行 8 寸 7 分、ハシパ ミ見

付 5 分、釣子 4 分 5 !昆角。

@' 燈先窓、 rh 1尺 l 寸 3 分、高 さ l 尺 4 寸。 同障子 rh 1  

尺 3 寸 l 分、高 さ! 尺 6 寸竪権及上下権 見付 4 分、繍

l 分 5 l!車。

中 謹窓ｾ居鴨居 見付 Ｙ 分 。同 窓障子 短 見付 Ｕ 分 、 機 ｬ

う} 5 1Jli..。

床の間 下地窓、高 さ3 尺 l 寸 8 分、 内法高 さ l R 3 寸

8 分. rtJ  1  Ｉｾ＠ 1寸 3 分。間後路子、 巾 l 尺 2寸 7 分高

さ l 尺 5 寸 2 分、権見付 4 分、桟 2 分。

次v>時代をJ魯」、青年である筈で あろ。 即 も革新 ])

気に燃えに現 代! j 本 つ青年こそは、時 mを克服し

得 る此の庶民決定闘建ぷが求 めて居 る人的貨械な

のであ る。そして、将 来♂建築界はか 〉る 青年の

賞勢力念持って、建築界50年史がそ の記録 tこ浅 さ

うと して残し得なかっ七、JiJi"lf?lレフ アレンス ・プ

ツク( 参考書) 拘叉 はポケッ トブッ ク的建築技術者

の枇合的 ポス ト、 更 に検言 すれば他の部門の隷属

的技術サ ーヴス マンの放に闘力強揚への迫力: 阻ま

れて民つに ( 吉田博士の言葉を借 りる な らば、土

， 1表に登らない で濁 り相撲を取って居つ?こ建築界〉

諦迷ー品高Lの建築界をば、 一段と飛躍させ、 数蛍 も

現場もさでは設計室 も共に手をつなぎ相助り合っ

て、高度同日ijj 閣家建設 に封 し、我が建築界の縛、力

を高度に議場 し得 るの趨制 を粛さ れん事を、私は

ＺｦｩＧｩ 望する の である。つまりお座放のか〉って う ｦｾ る

のをＺＧｾうって居る様な醤遭 ＱＱ 引 Ｑ な建築家根性を根底

か ら清算し、更 tこ禎 i必! 句に開策 lこ参 却 し 得 る 逼

{t>、現 代の青年建築家は開拓せねばならない。之

れ即 ち次の日本建築界50年 史が現代の青年建築家

じよめて居る重大な訴題の一つ ではあるま いか。

( 15，12，15)  



古 建 築

巡 躍

1. 蔽 帯 堂

隠 泉 寺 の 茶

F 晶 司

主

岡 田 孝 男

四帖の上段の聞のつい f二八帖益田の告で、政宗の属室である 。床の間の左の袋棚及遼

ひ棚は端麗な意匠からなり桃山式の特長がよく 去は れて居る。床の聞の右の房の下つ? こ

嗣聞の襖は武者隠しで、警護の武討が隠され、寓ー の 時 lこは飛び出すと云ふ施設であ

る。その右に横向 の床の間 が あ れ 更 に 地 袋のある 主主: 目識が績〈。こ〉には向切の燈が

構えられて珍 らしい趣向である。或人はこれを激賞して居る様であるが、考へて見ると

書院に鑑が切られると云ふのもあり得ないし、叉上段7 . ) 1聞と の調和もよ 〈なし、。恐 ら〈

修理の際 ｴ こ鎖ＱＩ聞が Ｑｈｾ ＼なり、それをこのｾに合併して 、 こんな苦しいやり方 ｬ こ興を覚
えにのであ らう。



①、 菜室泰慶重量外郎

i深い!庇の外はすぐ塀で、狭

い銃地である 。的街、l t I i : 穴

刀筒、 i1 り口など形の如〈

つけ、なほ右側の僚からは

網代片引戸の貨; 人口へ行〈

様になって居る。

入ロ内法高さ 5尺2寸5庭 内12尺.方

ＺｶＮＮ見付期 Ｕ 属Ｎ僻見付期 Ｕｾ ＱＨＮ

人ロ戸絞: . r e 堅持見付 7牙 5庇. 1:短

見付l 寸2分・下枢見付 8主ト成見付6

分. 窓隊チ巾11，- 3.J- l分問竪梶見付

4分 t 下枢見付43: 上. 持見t- t l 3子5J ij(

凶冊巾 l 尺3寸6分. 奥行9τJ-9分ノ、シ

バミ貝f寸5，，} 釣1"1包43拘 座 下t冊111

9寸3労.

奥行8寸7分 . ρ yパミ見付5分. 釣子

4喜子5鹿角 . TI也慾11111ミ1寸3長子高1

1ミ4寸・

r

-

e

4

n

-

床の間援ｍｴｾｩＡＡＮしＮ落掛内法 Ｔ 尺 Ｘ 寸

53子. 落劉見付1寸ー見込2寸33子杉

下端面皮H

Hミ・主催見付2寸65} 5庇. 見込l寸4，子.

床の間ヲピ井高さ 6尺6寸;;3子. 鋭天井.

床畳円12尺3τJ-8分日庖.

位釘尺 Ｓ τ ｊ ＭￕＢｴ 下ｾ Ｎ床 ｉ ドＳＧＱ高ｾ 31'-4 

寸:;3子. 見ミ性亦炉、磨君徳3τJ..

面且

面五、

z  

慾高さ 2尺3小内法1/'-9 白r63} 慾教

E 型西宮寛 f寸9分. にぢり 口11"λI r.I; 2尺

l 好位見辺95}.

慾隊子E主権見1寸5主ト七割重見付23子F

短見付3分5庖織見付1主}5厄ー

床の間下地慾 ｦ 下ｾｾ 3尺1守J-83}. 同窓

ｉｾＡ 法高さ ｬ 尺 Ｓ 寸 Ｘ ＵｽＮ Illl 尺l寸3分.

掛ク陣子巾i尺2寸7主ト高さ 1尺吋・2

3手堅栂. 上下挺見付43子織見付2.，子

平面園鶴明

l.]，j ミぉ問 2.三帖宮・自 のf!I; 3. 姐 q ¥占utr.. 

5. ]I; isロ 6 給仕ロ 7.  Ｎｭ統 ［ ｾ ＸＮ Ｇ ド述［ｾ

9. にぢり口 10.  i ' i :人口 11. 纏先愈 12. 二霊

的問

↑ 北側塁薗

無目杉活き丸太見付2寸 極Aて杉蒼き丸太徳 川

水錦見付75} . 見込6分

断桁杉湾き丸太見付 2寸23:士・ 茶道ロ 1司法話 さ5

1ミ2寸63:上 .1¥12尺

天井高さ 6尺よしず纏保杉菜き丸太見付. 隼隊

丸1'r飽 旬 .

1 2  
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①茶室内気

床校は赤松皮附、 青写掛は

杉下端函付、 床桓は黒聖書，

床の間内部は壁盛り廻し

で右に見えるが袴腰形の

給仕口である。

④茶室内館

右の絹代戸は貴人口、中

柱はずサの木、二重棚、

燈先窓等形の 如〈ついて

居る。里帥tr J ! の上の天井

は普通と反対に一段高〈

な り榔子の葉で {乍つであ

る。



無 筋 コ ン ク リ ー ト 造 建 物 設 計 例

( 第 2 報)

災 害 強 度 委 員 舎

( C) 工 海 倉 庫 設 計 例

構 造 強 度 計 算 書 抜 掌

第 1 節 - 準 備 計 算

1. 俵 定 荷 重

イ〉屋 恨 荷 重

f U 雲 荷 重

石 綿 ス レート

母 屋

ノj、 屋 組

ロ) i I 段階床荷量 1  

荷 重 |

積 載 符 震 |

閲 定 荷 震 |

総 荷 重 |

ハ〉費時筋コンクリート遁外壁& 内壁重量

各階3{)Cm援 厚 ( 鮭壁 7 合ミ ) nOkg/ rn2  

2. 構 造 材 の 強 度

25 ｾ＠ .ll nち 55kg/m2
母屋ニ対シ テ

15 ｾ＠ ， {  70kg/ m
2

小屋組 = 対シテ

床 板 | 根大及小梁 | 大 柱

500 ｾ＠ 500 ｾ＠ I  500 ｾ＠ I  500 ｾ＠

8. 5 ｾ＠ 21 ｾ Ｑ Ｇ ＴＰ＠ ｾ＠ I  40 ｾ＠

509 ｾ＠ 521 問。 ， 拘ｾ I 拘 4

イ〉日 本 松

『必 lM カ 皮 8依g/ cm
2

ｂｌｾ＠ 5長 力 皮 90 ｾ＠

磁 l出 力 度 90 ｾ＠

磁 努 力 皮 9  ｾ＠

ロ〉コンクリート

雌 膝 力 度

感 張 力 皮

路 間 力 度

総 努 力 l度

1

 

n

 

p--

-

，
，
，
，
 

。

句

'

K

 

『，，

句

、

J

ー

=

'

n

'

'

-

4

6

 

r

、4

F

4

4

，-

，

ν

×

一
6

h

5

3

7

5

 

R

J

d

a

z

 

A

崎

・

-

今

3

4

a

守

3. 震 ・度

K = O. I 

4. 杭 ノ 安 全 耐 カ

末日 15c1首 長 サ J . 4c
Jf> 安 全 耐 力 5t/pil e

5.  屋根及l ¥階床伏園並= 断面圃 ( 2 及 3頁に在 り〉

6. 母 屋 ノ 計 算

使用部材断面 6c mx  I l cm 

ユパン 2. 727m スペ ー シ ン グ 0. 83! 白

イ) 鉛 直 荷 重

W= 55 x  0. 83 x  2.  727=  124.  5kg  

M = 十Wl = 仰 gCi i l

Mxl  = Mc os D=3960kg. ct古

My l  = Msi r.O=  IJ 90
k
g.

c m 

( 0 =21.
0
53'  

4 寸 勾百e<5inO=0. 373 

t  C050=0.  928 

ロ〉風 塵 荷 重

p=  - 30.  6kg/ m
2  

P= - 30. 6xO.  83 x2.  727= - 69.  3
k

g  

Mx
2

= ート- 69. 3x2. 727

2 7  I  



:EMx=3960- 2290=ー 1670kgcrri .く鉛直荷重 ノミノ 場合

:EMy=  1  590kgcrti. 

sx= ÷ X 6× l12= l m号

ｳｵ ］ ￷ｸｩ 以内 Ｖ｣ ｲｲｩ ｾ ，

fx- 3960 l  
一一一一ー = 32. 81

121 
- J ""v l  

1590 .̂ J f

max= 5 7 . 1 ψm2く90jkgcm

fy = 一一一一= 24.21

66 
- "'"T ' ' ' ' J 

Safe 

7. 眠階床桟太ノ計算

第 1 圃111屋伏園

1 2 8  

使用部材断面 9c凶
x 14cm 

見 ノf ン 2. 7r
!J. 

ス ペ ー ジ ン グ

W= 521 x  O. 36 x  2. 7  = 505
kg  

M= ÷ wl= !?附
g，c m

M -
17000 

必要ー ナS一一一一一一一一= 189cr -

90 

-

90 

0. 36
田

S=十x 9x !42= 294crt>
引 89ω

抵 抗 モ ー メ ン ト= 90x  294=  26S00
kg. crn 

小 屋 !芝]

司、

¥__'  

「ヘ

曜

、.
崎、.

ｾＧ・



昔

、

ι

芯
弘
、
ヘ

第 2 圃 2 階 床 伏 周

第 3 園 町 商 圏

2 9  I  



第 2 節 小 屋 組 ノ 計 算

1. 風 塵 荷 重 Cfi g. 1 参照〉

。=21
0

53 4寸勾 &

風 膝 係 書 立 風 上 C= - 0. 28 

風下 C= 一0. 4

.̂ . 2 1  

t =c. q  q= 弓- p= 寸一kg.目 c
2
J m

4
V= 35m/scc トス

' .  q= 76.5 kgJ m
2  

風 上 T= ー0. 28x  76. 5=  - 21.  42kgJ m
2  

風 下 T= ー0. 4x76. 5= - .30.6 d  

ド ー 21. 42x2. 727x l 似十= - 47.59kg

pョ= 2Tl = - 95. l kg

t l ' = - 30. 6x2.  727x  1 ルナ= - 68kg

t J '  = 2tl ' = - 136kg  

stress J  cm =  200 kg トス レ パ

Tl = 0. 238
cr凸

Tl= 0. 34Cfli
T2= 0. -175c吊 T/ = 0. 68

cm

2. 鉛 直 荷 量 Cfi g. 1参照〉

W1= 70x2.  727x 1似十=130
k
g  

W2= 2W
1
=260kg  

3.  別 圃 Cfi g. 1)  . : . 依リ下表ヲ得ル

部 材 鉛直荷重 風騒荷重 最 大 総力

A  l  
- 2  

- 1640kg  +640kg  -- 1640 

A - 4  - 1340 +500 - 1340 

A - 4'  - 1340 + 540 - 1340 

2'  

A - r， - 1640 + 710 - 1640 

C - I  + 1750 - 720 + 1750 

D - 3  十 1400 - 620 +1400 

E - 5  + 1060 - 500 十 1060

E' - 5' 十 1060 - 500 + 1060 

D ' - 3'  + 1400 - 630  十 1400

C' - I'  + 1750 - 750 + 1750 

1- 2  。 。 。

2- 3  + 340 - 150  + 340 

3- 4 - 120 .. H O  - 120 

4- 5  + 480 - 180 + 480 

5- 5' - 570 +260 - 570 

5'- 4'  +480 - 230 + 480 

4' - 3'  ー 120 -1 50 - 120 

3' - 2'  +340 - 170 +340 

2'- 1' 
。 。 。

4.  部材断面ノ決定

上 ?を 斜 材 C  C  - 1)  ..1.. 1750kg  

母屋= 依 Fレ幽ゲモーメン ト

M

1

= 4 …  

使用部材 ノ寸法

12cf̂ メ24cl品

，:. 多

d  d  

多 ｾ＠

多 d  

d  d多

ｾ＠ d  

d  4与

4β  4会

4会 多

12cttl x  12cin 

d  
6  

d- 4与

4与 d  

4島
会

，:. 6  

4会 ｾ＠

ｾ＠ 多

多 4ゐ

摘 要

7k 卒 材

d  

d  

4会

上弦斜材

会

，:. 

多

d  

4与

鉛 直 材

斜 材

鉛 直 材

斜 材

鉛 直 材

斜 材

鉛 直 材

新 材

鉛 直 材

鉛直荷量= 依ノレモーメン トノミヲ採ル

M2= --;j X  - 69.3 x  163. 2=一2830 d 胤邸荷1J i :

1 3 0  



S= すx 12 X  ＲＴｾ＠ =  1150c向

163. 2 

l /d =一寸言一 =13.6

1750 

!t = 寸京司 (1 - τ 013. 6)  = 8. 3 ｫｧＯ｣ｭ ｾ Ｉ＠

f 圃 5100 r  f max =  12.  73 ｫｧＯ｣ｭ ｾ＠ ＼ ＹＰｫｧ Ｏ｣ ｭＧ ｾ＠
一一一一一ー= 4. 43 ｾ＠ J  

1150 ノ . . Safe 

第 5 節 地 震 ノ 計 算

1. 建物ノ重量及地震横カ

屋 根 面 積 18. 18x 十( 19.998+23 側 = ＳＹＶｭｾ＠ 70 x  396=  27. 6伽

外壁及内壁ノ面積

yz x  3. 33 X (  19. 998+ 21. 816+23.  636-1・18. 18+ 18. 54) = 170. 且口

武階床面積 ＳＹＶｭｾ＠

外壁及内壁ノ面積メC 3 . 33+ 4.545) x ＱＰＲ Ｎ ＱＷ ］ ＴＰＲｭｾ＠

階 1 W くkg) ヱWC凶 | 玄F =O. l x 以 lCkgJ

2 階 I 149.600 

l 階 I 504. 000 

149. 600 1  14. 960 

153. 600 I  65. 360 

2. 地震構カヲ壁= 億ヘル水平トラス

イ) /1¥庖下弦材面三重苦スルモノ ( 方向←→) f! g. 2 参照

( a) トラスノ受クノレ線 機 カ

.  
三エ:F

=可F = ÷ × lM4 則 ル= 斗3. 750加
k同g

1l却H川 F =

玄 E百7克百
γ = 1

船5苅8引七z

ρ
削 ドl戸= 1閃5苅8似8 x 2刈2.2725以X

÷  

=  l脚8ω跡0似k

ｰ 仰 ｾ ］ Ｒゐ ｐｬ ］ ＳＶＰ 似 ｫｧ

日
158×÷〈2 m +叫2. 727)片= 3加95

p向， = 158x2.  727= 433kg 

r 1 58 x ÷ ( 2
加 司3 印 ) =50仰

向 = 158×÷ ×3 6 3 6 48kg

Cb) 別闇( f ig. 2 )  : . 依リ下表 7 得/ レ

720 X  170=  122. OOOkg 

Wt  =  149. 600kg 

540x396= 214. 000
k
g  

720x 402= 290. 000 多

- W" 一τ 吉田万而k g

調: 村 |鉛 直 荷 重 地 鰍 jJ

I

吋 力

l

使 酬 明 ノ 「 摘
要

一一 一一 2- 15c mれ crrl
外 投 材C-

2，' 

0' - 4'  + 2400 

+2800 1  4与
多

多

+ 4300 I  
ｾ＠

E'ーも'
- J _ ｾ＠ '" 

〆

， 

+4300 I  
F' - 7  イ-

ｾ＠
会 ｾ＠ ｾ＠

A -- 3'  - 2400 

- 2400 2.- 15
c m 

x  9
crrl 

I 内 役 材

A -- う - 3500 

- 3700 I  ｾ＠ ｾ＠ 4会

A - 8  - 4500 - 4500 4多 多

2'  - 3'  + 2900 

ー1.2900 21  
cm 

X  12
cm 

ｾＧ Ｍ ＵＧ＠ 十 16

∞
+ 1600 

会 4  

- 900 
ｾ＠

5' - 6'  - 900 

4会

3 1  



多
d> 

d> +300 

鉛 直 材トラス下校 粂 用- 2876 - 2370 

d> 6  4易- 2370 +  395 - 2370 

内径8 O.71
n

!l¥タト僅89. 1

1540 

/c =τ宮支i l ］ ＴＹｫｧＯ｣ｭ ｾ＠

ロ〉岨 下 弦 材 薗 水 平 ト ラ ス 腫 カ ( 方向1) fig.  3 参照

回 ( fig. 3)  = 0 依日下表ア得ノレ

要

材

材

材

往

。

弦

摘

外

内

斜

部 材 ノ 大 イサ

12x 15 

材

。

弦

日

υ

下

×

。

屋

ロ

4

最大磁力

+ 1900 

- 3770 

+  200 

- 700 

+  938 

( c) 官事材置面ノ決定 ( 梁取合ヒ詳細闘参照〉

E主材 ( A - 8) 土 4500kg

A = 2 x  I Sx9=270
c mヨ

2727 

l /d= 寸 了= 18. 2

4500 1  

p = ゴ70 /  (1ーーす18. 2) =26 ｫｧ Ｏ ｣ｭｾ＠ < 飢 g/cm
2

総手ヂベルリング使用 3" ，/ > 瓦斯管使用

4500 

fs一三支写支百万 = 8. 5kg/ cm

2

1 C 4 5 0 0  

=一一一一一一一= 83.5kg/

2 x 9 x 3  

- V J . J " d  

斜材 ( 1- 2) +2900kg 

A = 12x21 = 2.52
c m2  

428 

l/ d=
一寸言一

= 35. 7

2900 .. .  1  

/c =
ヲ

5-2- /  ( ! 一一克
- 35. ＷＩ ］ ＴＰｫｧ Ｏ ｣ｭ ｾ＠

継 手 = 封 ス ル計 算

2.27 

S =Pc伺 0= 2切Ox つτ ir- = 1540kg 

4. 28 

地震横カ

+ 19∞ 

- 1400 

+2000 

- 700 

+  938 

鉛直荷重

- 2370 

( a) 別

部 材

C - I  

D- 3  

A - 2  

'  .. 

1- 2  

2- 3 

3- 3' 

。

鉛 直 材

d> 

d忌
多

( b) 古都材断面ノ決定

外弦材 ( D- 3) ヰ 19
∞

kg

227. 25 

l /d=
一寸

E
一= 19

19
∞ 

/c = 寸百一/
( 1-

---fo-
19 ) = 17kg/ cm2  

斜材 (1 - 2) 十2000kg

A =  12cr
由

x 15cm= 180ロポ

320 

A =  12 x  15=  180CfIl
2  

l /d=  -I-i 一= 26. 7

2000 1  

fc =  -1-8-O /  
(1

一一克一26. 7) =24kg/ cm
2

1 3 2  



ハ) I ( t 階床面Z 笥スル水平トラス( 方向←→) fig.4 参照

( a) トラスノ受クル線横カ

l: F = 士X 65. 360= 10. 900kg 

ヱF

I1P  F =ヲ主百百一= 46
2

kg/ m

P 4 6 2× 303 × ÷ = 700k M=2pl = 1400
kg  

p4= 462x 3. 636= 1670kg 向 炉= 46
“似

2×÷仰3+3. 6飾36旧 肌

得
男
ノ表下-ア

刊

y

g

依

自

P

-

一

今
‘

Ja
u

、

ノ

=

4

 

4

・

0

色

合

F

r

n

l

一2

U

=

川

合

戸

、
J

B

b

 

〆

L

要

外 投 材

内 E主 材

材

鈴 蘭: 材

6  

4島

4会

多

多

摘

斜

部材ノ大イサ

鍵 12cJ1¥
x 30

cJ1¥ 

4ゐ

多

大梁 18x30

， 
ｾ＠

?  

ｾ＠

多

多

18x30 

18x33 

6  

?  

4会

地震厳力

+8000 

+8000 

+5400 

十 10500

+ 10500 

- 5000 

- 5400 

- 10000 

- 9000 

十 6800

+7000 

- 4600 

+4600 

- 60

∞ 
+2200 

+1540 

- 3000 

今

3

戸
、J

材

ド

'

F

E

4

4

6

6

!

γ

i

v

!

γ

4

1

'

'
》

'

j

l

v

F
j

l

u

一
'
一一

r

一

ベ

一
一

a

一
-

a

一-

4

ベ

ー

ベ

↓
↓

〕

〕

寸

都

斗

1

『

E

E

F

F

A

A

A

A

l

r

イ

4

5

U

J

3

デ

6

C

U

2

 

6  ｾ＠4与ィ1670

山 階 胸 中 山 ト ラ ス ( 方 向1) 包 羊 思

( a) トラス ノ受 クル線様カ

l:
F = - &X 65 ル う450

kg

l: F  

l lPF=

万五す
= 600kg/m

Pl = 6ωx 3. 03 x メ= 909kg

P2=2pl =  1818kg  

摘 要

墜 梁

大 梁

( b) 別問( f ig. 5)  =- 依 リ下表 7 得 ル

地 震磁力 ! 部材ノ 大 イサ

+  2000 12ctil X  30cm 

+ 2000 

2000 

- 2000 

土 2600

18x30 

部 材

C- I  

0 - 3  

A- 2  

A- 3  

1- 2  

3- 3' 

2- 3  

ｾ＠

4  

18x33 

3 3  I  

多

多 多

18x30 土1818



3.  壁韓ノ持謹= 劃スル検算

梁 ノ 惇 ヘ ル 開 力 Q = w ÷ × 3・03= 542k
g

542 

J s=
ヲ互支而百

= 0. 155 kg/c m
2く4. 5 kg/ cm2

.  

4. 壁値ノ! 釘断力ノ計算

イ) 2 階塁u豊= 対シ テ

別 間 〈皇室緯 ノ 有 効 関i商圏fig.6) =. 依 リ: EF =  14， 960
kg  

Ca) 方向←→

壁 長 18. 18+ 18.  ?4= 36.  72m 

窓 関 口 長 8 x  1.8= 14. 4
m 

壁 ノ 有 効 断 面 積 Ac= C36.  72- 14. 4)  x  30= 67， ｏｏｏ｣ｭｾ＠

14960  

/s=
( ; j而n-

= 0. 223kg/c m
2

< 4.
うkg/c m

2

ω 方向 ;

壁 長 19. 998+21. 816-1 23. 636= 65 .4
う舶

、ー窓 関 口 長 8 x  1.8= 14. 4
m 

壁 ノ 有 効 断 面 積 Ac =C65.  45- 14.  4)  x  30=  183， 000cm2  

14960 

Ｏ ｳ ］ 寸 百克百 百 ］ Ｐ Ｎ ＰＸＲｫｾ Ｏ ｣ｭ Ｒ く ＴＮＵ ｫ ｧ Ｏ ｣ ｭ Ｒ

ロ)
q

皆燈慌= 対シテ

5. 

別圃 ( 同上〉ニ依 リヱF = 65，360
kg

Ca) 方向←→

里産骨量ノ有効断面積

ω 方 向 :

壁 験 / 有 効 筒i面 積

ａ｣ ］ Ｖ Ｗ ， Ｐ ∞ ｃｕ Ｑ ｾ＠ (  2 階ト 問機 〕

:EF  
_  __.  

_  

，. .  
_. 

.  .， 

fs =  ａｾ＠ = 0. 98kg/c m
2く

4.5kg/c m
2

Ac=  183， 000 (  2 階 ト同様〕

"1:' 

f s=  

A: 
= 0. 36 kg/ cm. <  4.  5:

，
g/ cm 

地震=依) 1" 宣塵ノカ

イ〉←→方向 V 2 =
土 :E

F 2X ＳＮＳＳｘｾ ］＠ 1375kg 

18. 18 

V 1= V2+ 十ヱFI X 4 Mx
」 ー= 9525kg

18. 18  

ロ) ; カ 向 時→方向ヨチノ
j、 ナ 片Y キ省略ス

第
4

節 2 階大梁 J 計算

筋 運 梁

2.  筋 謹 梁

1 3 4  

0 ， O
2

ス パ ン 4: 3
凶

ω= 536 x  1. 515= 812kg/ m 

ｗ ｾ ＸＱＲ ｸ＠ 2. 15x十= 87何

Mmax =
ム

x 812 x  4. 
Ｓ Ｒｾ ＹＴＰｫｧｴ￱＠

16 

D
乃

Or . スパン 4. 733m 

出 = 5' 6x 1.5 15 - 812k
里

1m

0.94，000!' gC
，i1 



W= MX 2 3 6 6× ÷ 4 5 k g  

Mma x =-ft x812x4.  733
2
=  1  1紛 kgttl

スパン 3. 03凶

ω= 536x  I. 818=970kg/ m 

W= 970x 3 似 ÷ 1 4 YOKE

G23 梁大3. 

Mma x =1t X970× 3032440k gm 

812 8
13 

A パ ン 3. 636m 

ω=536x  U 1 5= 813kg/m 

W= 813x 3 似 ÷ = 1 4 8 0 k g

梁大4. 

Mma x =古川 x 3. 636
2
= 伽 gm

5.  梁断面ノ決定

イ) ｄ Ｎｾ＠ Do ス パ ン4. 733凶

P= 7000kg 地 震 = 依ル腹 カ

M =  1  14000kgcm 床 荷 重 = 依 ル
使用断面 18cmx33cm

S= ÷ x l M2 4m m3  

局
‘
J

m

 

，Y

 

4

U

 

l

一切
/

=

 

側

一川

制

一

m

7

'

古

D

I

a

-
-

J

=

=

 

，
，
J

，
，
J

 

2. 83 

ｓ］ｐ｣ 伺 ｏ ］ ＷＰＰＰ ｸｾ ーー］ 4400kg 

4. 5 

4400 

IC = 4刃o- = 37kg/cm
2

f 4ヰ00

s= す百支三す= 5. 9kg/cm
2
く7kg/cm

2

T  =  PsinO =  5300kg 

2- 19m. ttI?l 弓| 厳力 2X  2740= 5480!，g  

鉛 直 荷 重 = 依 ル 努 断 力 V= 965kg  

A=4x 24. 5xナ=仰T

18cttl x 30cm 使用材断面

支 持 商

96. 5 

Is= 寸す一= 1. 97kg/ cm
2  

1= 3. 03ft¥ 

S= ÷ x 18X 3 N7 0 M  

Mmax =  7  4000!'gc tl¥ 

ロ) ｇ ｉｾ＠ ｇ Ｒｾ＠

2  303 

ｬ Ｏ､ ］ ー一一一一一 ｾ ＸＮ Ｕ
18 

P= 360kg  T = 2370kg 

f ' 2370 

・=寸百支ヲす= 4.4kg/cm
2

f ' 3 60  

，= 寸百万0 / ( 1
一寸百

8. 5 J  ｾ ｏＮ＠ 8kg/cn12  

3 5  I  



ＱＲ ］ よ盟＿ｾ = 30. ＸｫｧＯ｣ｭ ｾ＠ Jmax=/l +h = 35. ＲｫｧＯ｣ｭ ｾ＠
2700 

ノ、 ) ｂｉ ｾ＠ 1= 3. 636J:f1 

Mmax= 89000kg. Cf (1 

P= IO.∞Okg 

s = 十x 18x30z
= 2700c;n'  使用材/ 断商 18C! tl X  30crn 

363. 5 

A = I凶8x30= 540cαt仇M空

lυ/μd= 一寸百一一一= 20. 2

fドt戸=弓;子ι /パ( 1  一イ奇Fヂ刊2却0. 2凶 k句ωψ山g/山山/μ何cm何m

U ma制x= 65k屯(g/cmπm1J
T  

89000 ｾＮＮＮ＠ • 1  

ＱＲ ］ 一一一一一 ］ ＳＴｫｧＯ｣ｭ ｾ )  

2700 

第 5 節 柱 J 計 算

1・ 内 部 木 柱 使用材断面積 18ct 凸x 18c凶

2 階 床 荷 重 床 面 積 3. 03x3.636= ｉｬｴ ｬ｜ ｾ＠

r4う4. 5

P= 540x 11 = 5940k
g  ｬ ｦＮ ､ ］ ｴ す Ｍ ｾ ＲＵＮＲ

5940 .  _ .  1  

Jc=  J"8Z

V  

/  ( 1ーす2う 2) ］ ＶＵｫｧＯ｣ｭｾ＠ く 削除 Ｏ ｣ｭ ｾ

2  内部コンクリート壁

屋 根 荷 1 A 70x9. 09x 1=636. 3kg/m )  

2 階 床 荷 象 540x3. 03x 1= 1635 多 トP= 7931
k
g

媛 緯 自 重 2400x O.3( 3.33+ 4. 545) x  1= 5660)  

7931  

Jc= ヲ百支而百 = 26. ＵｫｧＯ｣ｭ ｾ く ＴＵｫＡＡＯ ｣ｭｾ

3. : 1 ンク" ート隅柱

屋 根 荷 窓 70x 十x 3.636x9.  09= 5. 7仰

2 階床 荷 震 加 十 x3. 03 x  3. 636一140仰

経 緯 自1f i . 2400(2x O.3x O. 9 卜O. ＶｾＩ＠ x  7. 875 ｾ＠ 17000kg 

地 震 / 直駆
9525kg 

Pc= 28. う91kg

Jc  

28. 591  

一一一一一 寸ナ ］ ＳＱ Ｎ Ｗｫｧ Ｏ ｣ｭ ｾ く Ｔ うい Ｏ｣ｭｾ
Ｒ ｸ ＳＰｸＹＰ 十 ＶＰ ｾ

第 6 節 礎 基 J 計 算 〈談後ノ関商品 7参 照 〉

1.  内部濁立基礎

杭胸部荷1 1 ' ( 59401<g  

基 礎/ 自1 fr及同 } 2. 100x  1. 1  x  Ｑ Ｎ ｬ ｯ ］ ＲＵＴＰｾｧ＠
l仮上/ 土/ 震蛍 J ｾ Ｎ＠ ' v v "  ' .  '  "  • .  ｾ＠ ＸＴＸￕ Ｚ ＼ｾ＠

杭 ，;本 / 支持カ 5000kg  之' 7 2000:<g ト ス

基礎ノ総支持力

P= 5000x  ，. P 十 2500= 8. 500:，g

2.  内部コンクリート壁下基礎

暗主成部ノ荷! T ( 793'  kgj  m 

1 3 6  



基 礎及同版上 1

土 / 京 理 : ｊ 辺 住比 ｕｾ 1= 2310kg/ m 

}; =  10， 24l kg/rn 

杭 ノ支持力 5000kg 

5000 

杭 間 隔 寸百五i - = 0. 488
m

之 7' 0. 45帥 ト ス

3.  外部コンクリート壁下基礎

廃底部 ノ荷司1 6796kg/m 

ｾ礎 及 同版 上 Ｑ
土 / 度 管 j 担立三l x 1  .  1  x  1  =  231 Okg/ m 

ｾＱ ］ Ｙ ＱＱＰ＠ kgfm 

5000 

杭 ノ 間 隔一亨TT万一= 0.55111

4. コンクリート隅柱基礎

号主底部 ノ;荷重 28，591kg  

g
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園 田 哩 . . . .  醤書翠怒気量軍国

衣 の 年 ?械 に 33 す る 有 議 な る 示 唆;

最近 101手間に於て 、都 市年. 報 Vこ" A 々の注fまと興味を完ま

いて司王た幾つかの要素ーがある。不 i安気 のお市政笛局は重

大なる財政 問題 に悩まされその結 果とし て指稔を断行せ

ねばならな( なった r 市政 吉正局は之等 の1l jl 攻問題の解決

l亡偽り 、一 般市民の裂統ある 同情的な支援を 得る必要を

感じて旅た。市民の:方では 話局 の1li1J Iきを 注殺 しながら増

税の理由を求めてゐる。海の彼方に f選顕した :金悦主義と

それに仲ふ関内の民主義主の再興に対する関心を以て、

市民が市江主に閥興する事の1 l i : 裂性が深〈 認 識され強調さ

第 1園 . Portl and Mair. e 年将所股¥938年JJi 校金支出百分比

れっ、ある 。

者 ｾ ｩ Ｋ￯年報は市侠所有者に対してその事業の賞受さに勃［

v "' て設 問] を奥へ向そ の続金に対して 1可れ丈けの事をなし

たかと 云 」、計 算 書であるゴ之は時に時金がかｾ !1 j必き・て

ゐると思はれることもあるし、時には率る至誌と恩はれ

る以上に安くなってゐる事もある課である。之は市民に

市政に刻する興味を起きせ、又持政滋局に王翠解を以 て参

興する必要を認識さーせるものである。

多くの都市 、 特に小都市陀於て ｊ ま年報のｾ行が主主用の

入る里!; :¥i 一つの障害之考へられてゐ

るが、主予報の議行』どは，- ' t んなに多く

の絞費は沼; アしもー必要ではないので

ある。 ｐ ･ ｮｮ ｳｹ Ｂｬｶ 戸 ｮｬ ｾ ｟ 州の Ｑ ｯ ｨｮ ｳｴｯ ｜ｖ ｮ

年報は僅か 10頁‘のリフレツ下でば あ

るが、市民の問中こ可な り5平剣を得て

ゐる。 それは其の年ち: 散人と支出 k

e 話: 悶表やかラ 7 'で、鈎潔、に示されで町ゐ

て布 、 Ｐｾ ､Ｇｩ負名簿も Ｑ Ｑｦｴいてゐる。 市 の

事業に対する説明?拍( 匂k耳王tJ 、J 霊暮 L

の 戎 る - ｆＳ ｾ と云」、機な興味ある物

献 の形式で脅か和てゐる。 (71<.車小

屋暮しは 1ohnstown では普通の家庭

である c 〉又 Ohaio 州の E ost C L ve

l  

and， Phy mouth， Ｂ ｍ ｡ｳｾ ， Ｎ 及び Ｍ ｐ ｩＧ ｩｩｬ｣｣ｴ ｯ

n， N.  J. では綬いほんの 2 貰か 4 頁

の手紙，' 1 * の年報を遊行し 、 納 税 者

に 対 して税金が如何 なる胤に使は れ

F てゐるかを詑明 した り、 一 般 的 な事

業主特別に行った事業を説明 した F

しご亡将来の計由吉正紹介 しゼ ゐ 奇 e

T apl'一平hannock，V IJ ，及びそめ附廷の

West  Readi ng の市区では J年 報 を 謄

潟版- r : 印刷 して後、用 を 切J宮古め て ゐ

る。手 の込んた帯二荷主事は謄事版刷 り

の年報では入ら .tj いけれ ども T npp-

ahannock の 年 報 に 載 せ で あ る 綾 な

悶表や グ ラ巧ゃぎ ヲとし たス ケ ッチ

や母音量位な ら有効に 使 へ る の で あ

る0 ・他の幾つかの都市 では費用を 節

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一

，ｾ＠ A mer ican， Ci t y. ｐ ｾ ｣ ・ ｉ 1939  T alk ing it over  wi th the  Tax_payer ( 納税者 と諸る〕よ り抄 諜

.49  
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第5 岡 ・Por tl and. ｏｲ･ Ｎ 年 軒［ 所以 ・ ｬ ωＹＳ 幻 Ｗ ｾ年 Ｑド ｩ 一 ＱＹＳ 沼 Ｘ ［ ド間の 交 ［｛ 司事 ｅ

f伶吐さ れた余lに二よ りて市可市iド3放 I的iJil仕r"申絞I占<託カが戸な され たt紡:右古果. 言if 古文子減少 しfニτ11

令子Rしてゐる。

1 5 0  

CRI ぽ RATE I蜘

M削 明 CPI U( ' S PER 巾。。∞町向......n。蜘

N江主主主主 i 'l t 'A!'l

ｫ 附Ｇｬ ｾ￬Ｊ
ｾＢｓｙＮ ・ ｏｬ R &旺. s f HTS I印 刷 崎 健 " ' " 噛百

第 4 園・ Schenect ady. N.Y. ｾ ｦ 祁所 被 ・ Ｑ ＹＳＸ 年
照 的 人口IOl自に釣歩 るl P. 罪吉 正和IJt .， を;T.

しt二も の

約 す るis f' q 荷版印刷物の f UI i になるもの

を用ひてゐる。 Portland の年報は石版刷

である。 Tal l ahass日 で は タ イ プ ライター

で 打 っ た も の を 石 版 刷 に し て 出 し て ゐ

る。

閥際都市行政協舎 (  T he  Internati ona 

Ci t y Manager ' ， ａ ｾｳ ｯ｣ ｩ ｡ｴｩｯｮ＠ )  で は 最 近 パ

ン フ レ ツ ト. . Spec前九ti on for the  Annua 

1  

Muni ci pal  R epor t  ・・ を五並行 したが之は都

市 年平誌に側 する 設 明言年で財政報告書を作

る時の指針 を奥へてゐる 。 I! nち

1.  報告は簡潔なること

2.  印 刷設 備 に 適 した 大 きを撰ぶこ と

3. 燃裁は費用に大なる欄係ある E 討:

ti す るとと

4  報告書の頁理主は 8 の倍理主であるこ

と

5. 報告は綿密に計癒すると と叉原稿

は印刷展に出す前に一通 り編 輯 して

tnくこと

6. 2500部以上印刷する場合には紙と

事堂用が非常に海山か L る

ａ 、 本ｾの前字は遁常の大 さ にする

こと

目、 2段組は常に斎$ . 桝的である

C、{ 徐 白を骨量 り多くとらぬこと

D 、大き な見出しをさけると 4

E 、 用 紙 の 綴1悼の型を用ひて無駄を

せぬ様頁の大 さを 決 めるとと

F 、絞首耳的な 用紙を 撰 ぶ こと

7. 2500 部 以 下 の 場 合 に は l頁 首 りの

言骨1止を ゆくしてもそんなに費用は増

加しない( 折、口清抄諜 )



光輝ある紀λ 二千六 1' 1・5ドを陵耐し . I記念する ;む

|吋のもとに、建築製合及び我が日 本 建築協令共I"J

主 fil Hこて紀比二千六百年記念建築文化展覧令が去

る11 月23円より 28 日まで6円11¥1 ( うも Ip 休日) i li 

内甫医日本橋3絵 坂照明引こ於いて| 泊 flHされ1: 。

その 内容は建築皐ヂ'1' 11¥ !i i， ( こか〉る記念展示 f ll

木 建築文化」を初めとし、会聞の数ある紀元二千

六百年記念事業の うち建築に胤係のあるもの、23

毘ならびに模型;及び壁材の聖蹟を偲ぴギ る幻真の

数々が集められにのぞ ｾｦ￬ めとし 悠久二千六百年

の建築女化石? 物祈る苛: f f i : なる資料忠、鍾搭の私築技.

J f;' !、同氏t I : 民投ー盟、性宅の構造を示す投ー型、或は

ｩ 改近姥工し＿こ航 ＵｾＺＡＮＺ 停パラシユ ート 土 ｦｆ などの模型な

どもｾｉＧ ｉｉ 日 ｉｾ れて時局を物部る ｩ こ誠にふさはしいも

のであ っ ＱＺ 。下 ｲｾｬ 率 Ｔ 千 ＿ の競技設計課題 「 家 依向ア パ

ー トメントハウス」入選同案 ならびに「木造建物

建築統制規則に掠 るノj、住宅懸11: 設計同案の展示の

あつにのは亥 ｉｊ 下 の性宅 ｾｾ ｉ ［ ｾ 解決 す るに ー 示唆を興

へるに充分であっ fこ。

ままに特記すべきは前 fi 己「円本建築文化」である

カヘこれは単界に於て我同二千六百年の建築隠史

を表はすB ; 、長常に御防l係のある御建物 を選んで

その秀れ? こるお真とそ れにふさ は しき併設を付 け

て展示されにも ので、よれにより我組先の胎しに

偉大なる建築文化の数々を心行〈まで偲び得? ここ

とは、建築界21i-ff 有のイト: て Y あっ? こにげに誠に感

激ｾ＼興 はすＧ自ら 建 築家 ｦ こる光 ｊ 柴 と衿持ーを感じ、

建築報園の主主に身分を全うするの念を深め? このも

立市者のみでなかっ? このであらう。向、沼員r . IJ 御

崎. 御所、雌'，1: 1
1
ーなどに附するものは、悉 〈許内 'fr

来日 j 亡2600 年 記 念

建 築 文 化 展

和lj 輯

より待1I 貸下げのものであり、共他 は文部符 円本文

化太1m編修令より q'i tこ修J l 貸wにな っfこものであ る

と聞く。

令壌は他の展覧ヂ＿との胤係から多少の ｪＧＨｩｦ ｾ ｨ［ 感じ

られ7こが、同日世、展示よろしきを得て41. - 子者を惹

き小j げるに充分であっ 1: 。ヂ? 期は僅か 5 円11¥1で短

きを附しまれTこが純計約4高8千名を教へる 事力 ;H' ，

今K1こ。

絡り に本 Ｉ 誕百 ＴＷ に賛ｊｬ Ｉｊ して ｩＧ ｬＧｬｬ￬Ｚなる ｩＱ ＱＱＱＺ ，Ｂｾ賜つ

に各 ｦ 立に劃して 傑 Ｎｊ ｌ Ｚ の 謝 誌を表して Ｂ ｦｲｾ 捌〈。

出

Eコ

日ロ

l. 記念展示「日本建築文・化」

栂 要

仁徳天皇御段、大瞥宮i E殿( 2  ) 、夜1j i ) J 長官言朝堂i旋( 奈

良唐招提寺講堂、Eて倉院、京都御 所 ( 外観、承明門、

紫 交殿、清涼殿、空事( 11)、字治殿下守一殿( 宇治上神面士

手手殿) 、税女| 安御所( 京都南部寺方丈〉、 l ' l 内裏神薬殿

( 官喜被原料宮奔殿 〉、桂荷量宮( 御書院、古書院、中脊院

新書院、松琴亭、 月波様、笑意軒、御庭、等 ( 17) 、71<

無瀬宮賂心、亭、f多摩| 境( 中の御茶屋、御 庭( 2) 、 宮妓

1. 紀元2600年来祝式典場潟良 ( 9築〉 建築皐舎出品

会景油給、御使殿、御車得、式殿、 王夜及式殿内部会

夜景、 馬場先門奉祝勝、 円比谷門来概略、和周合型転規

格 等、清水組出品

l 梶原綜合牒潟 l質、平面岡共 ( 4葉〉

大阪電気軌道株式合制:出品

l. 樋原市1'宮9卜苑、 極原泊' 場幻良、平面図共 (n寝〉

中ト苑競技場 ・野外公堂 〔相撲 ・柔剣 ・庇 球 ・音機 ・ll .l1

動合場等使用〉

八紘寮c : 金閥背少年及一般修養問謎場宿泊場〉

竹中工務l苫1:f:I品

5 1  I  



大和問史館( 美術館にてヂオラマ ・潟 I'f( /I: 品 外、ラピ{仁

資料〉建閑令官tr ( U問 n大O!. i却望号宮; 均下r . %移lilt ノ モ / 、

弓道場等〉

1.畿闘の豆地軍司蹟 ( 11 業〉森 F 隙氏出品

高千穂ｾ ・ 御降誕地〈宮崎 ｬ 孫西潟県系郡高原町 Ｕ￝ｾ 釘Ｇ息子

原 〕 美 々祁渓御霊童航1血・古i 7t i¥':j 烏宮 . &- _駒山 ・大手昨〈

山ゼ P r: "X ・秒、ft ・天 香 山〉、紀伊海草ノ :郡白星山科! 制 、

鳥見山 ・金泊五重鮮 / 地( 生駒 郡北 1長村及富雄村〉

l . 家造租柄榊! 枇草潟31混11:1 (け3薬) Ｑｾ鴻喝 池 ｦ組乳 ｈ出 ｩ ♂

手官依t 机負f桝紳4申Ijj彦華タ侠E利紳! を祭る

市内 F 寺町生闘魂利! i j t . 境内御m肢 の分

1.  n下貝塚潟良

ノト回紳武天皇御埋断と決定した中河内部孔合術村 [.1下

記念碑附近 l業 ( 八木隊氏 l村品 〉

1. 長随彦本B草地跡 ・烏貝山白除山

ぬ 邑 一号 豊能迩 日命御 ｪ ｬｾ 墓 、 ｴｾｬｦｴ (  4  ｾ ［ Ｉ＠

( 中本興対久 . :i...上慈朝岡氏出品 〉

Ｑ Ｎ 八 紘 之基柱 ・ 潟 ｾＱ (  1禁)

議閣の型地 '@;t絡に建立せし ( 大ー体ffi .IJJ 品 〉

1. 土木74 ! 築殉験者慰霊鹿嶋 ・軍事院( 1繋 〉

J  5 2  

( 円本土木主主築統合]締FT曾IU品 〉

卜限付jとか五 i;J U件 ・第一] ' f ( 内部装飾文絞

( 京都帝閥大息建築担保教家 U: .I7，)  

1. 宇 治 平等| 旋風鳳弦 ・中堂内郊装飾文様 ( 2符 〕

天理主及柱天井の粒料供等模主主界風3双

Ｑ Ｎ 四天王寺ｦ￬Ｑ Ｑｾ 訴時見取悶 ・ 四天王寺高 ｉｊ 建周瓦 ・ 文 化 再

建 j脊象鼻 ・文 化再建格J斗tl
" ・合利幣及sil ' イ知合手IJ 瓶 此

他、 ln術 ・彩R潟本 ・毛足本 ( 2) 参考書 ( 3冊〉

( 四天王寺 出品 〕

l. 掛 闘 (2稲 ) ( 金問IJ家 出品 〉

ＱＲ 江戸被本丸御 ＱｾＧ ・ ・ 樹立柱上棟御規式 ｩ 註具 雛 形

1it 、尺、9トt 棟式使用品模塑教貼

(i神戸高等工業製校出品〕

ｬ 窓生守 合 Ｑｾ 内陣の ＡＡＮｈ￡ｾｕｾ ( 1 1隠〉

( 京都' ，' f ，' 閤大勝建築，襲撃主宰 出品〉

1.四天 王 寺 木 版控 ・四天王寺御ゑづ御ゑんぎ台本

最近の四天才寺 ・五1 f ( の嶋氏高尾銘文拓本

〈須谷九兵衛出 品 〉

l 半減宵跡より後矧されたる瓦"(I 銭和銅| 治安等書主総

〔裕治交和lR: 1士! 品〉



ト 利 ｦ 武天主主御 Ｕ 理問 ・ 円下貝島最古連捌物、具及 石ｾ，ｾ等級ｾ｟，ｊＮＺ

〔河百長巨 匠「・チf 仁和1家両氏 l土l品う

ｬ 須恵＿，［ｦｾｾに縦師ｩＱＢｩ［Ｚ Ｑ 干額数馬ｾ ( 八 木1¥¥¥)

1 各 地 w土 ・石器時代i監物並に ffi 鋭

l 飛鳥時代より明治時代に至る作時代官官瓦 ( 22緑 )

( 加滋和1=二郎氏I i J 品 〉

1.各 l時代各積古瓦類

l . 粁綬瓦に於ける巴紋の事望遠

金泊再逮鮮地附近議捌 品等数十型自 ( 磁N'H摩鋼氏 1M品〉

1. 三1 I i : 多資格闘函 ( 4築〉

1 兵隊出系加西郡下型 村一 乗 寺 ・三Z君子答委 ・Fif 品1

1. 兵r.1，県長内側礎建造物調査分布阿 及 調 査i弁 ・潟 1!1

( 紳戸高等コ量生態校出 品 〉

l . 讃資パラシユート構・パラ シユ ート 斡及のため最近東

京市世間ヶ谷区二子玉 川清 謎E昼間i也に建設されたる プ

ラン及賞者3光景 1. l 興事主薬 ( 荷水組出品 〉

ｾ Ｎ傾原神宮外苑健康報捌構 (白!;-*m出品 〕

ｬＮ 航空構 ・ 潟 Ｑ 異及ｾ面潤 Ｈ生 駒新設 〕

Ｈ朝日新日 ｦｬ 大阪本紙出 ｾｾｉ )  

1. 同民住居の一試案 ・'検1 ' 1

〈同上正佳居研究合〈大| 坂〕出品 〉

1. 家 族9人 の佐官模捌1・悶面共

( 都島工業感校建築宇| 出品〉

l 八紘 之裁校( 宮崎〉 ・検却' / ( 大阪毎日新間続出品 〕

寸4
、‘，

l 忠窓J書官、家 ・敏明
〈字賀一郎氏H f II，'，) 

1. 土木建築仰職務慰鮫格. Ｎ 絞 ｾｉ

( 円本土木建築業組合聯合合 111品 〕

u 勾逸文化研究所 ・検押1

; I f } 主事者{ 主宅案 ・4英明 ( 村野建築事務所出品 〕

! 時r!: 然 格 ・模 引 く朝円新聞大阪本 jji 士出!l1， )  

ト パ ラシユ ー ト ｴ 帯 ・ 検司ｾＮ ( 清水車R出品 〕

建築原合競技設計

1. r家族向アパ ー トメンハウス」為・選問君主

〔岩波桜、 入f什T

lし.L伐L宅E改t良f令守1懸医1η守口ゴ殺世苛計I.r円l叩O∞01卒p.三方米までののd住宅」 入運滋E闘事案
健

Ｈ 放 漫 ｦ ， ｜ｾ好 ・ 木村精 一 ・ 安 藤金 子 Ｑ ・ Ｓ 氏〉

ＱＮ 剛被吉村ｾｆＺ ￮ ｩ ＡￏＱ ( 3繋〕

i句河内郡221溜村島泉桃 山時代建築に係 り、地 /j司家族住

宅ょ# ! 倒的遺仰の一 つ にて rf.f 下町f ーの! 剖重要なり

1. 憾の本陣 ・潟 県 ( 4禁) ( 池関谷久子守i支出品〉

.ーす島郡豊川村i首組本にある参親 交代大名の披街に 用 ひー

られ府の史践に指定 さる

|目 ;坂l司及箱木千年寄Z ・潟 良 (n転) ( 野地修定氏出品〉

共 に 武w郡山同村谷上にあ り約 l 千百年時ij 承安元年の

建築と体へらる 、:貨敢なる J山博な り

ＱＮ 大和 ｬ の民家 ・ ｾＱ ￯Ｑ ( 6葉) ( 住宅改良舎出品〉

ー.t ft 文化の商影を映し侵害さな高彬徐立つ幸容のおほらか

な手 ｦ たは此家としての特徴ｾきもの

ｾ ｜＠
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紀 元 二 千 六 百 年 記 念 事 業 委 員 曾 報 告

? 象て特設委員令に依嘱中 の本令紀元二千六百年紀念事業に闘する制賀、

研 究立案等の件は問委員令より奮胤詳細な る計査の報f l t に接 し? こる に付

蕊 に其大要を摘記せり

報 告 内 容

1. 工 業 皐 校 建 築 二 閥 ス ノV 件

1. 青 年 技 術 者牧 容 ア バート 建築ニ閥スノV 件

1. 岡 書 室 憤 張 = 闘 ス ノV 件 以 上

別 ニ提案アリジモ審議ニ三巨ラザ リジモノ下記ノ如ジ

1. 梢林事業

2. 牛島入住居問題

3.  橿原;jil ll 't¥' 参道布: I I 林並隙時ノ 1'1'

4.  材料登録 ノ件

5.  資金募集 ノ件

6. 紀元二千六了 ｔ 年記念 ｈｾ ， 版ノＱＧ Ｑ

1 . 工 業 畢 校 建 築z 開スル件

紀元二千六百年記念事業事校建設ニ l結] スル草案

設立趣旨

1. 建築ニ嗣スル現杯準校ハ全般ニ亙 リ賞際削方

面ヨ リ糊テ不備ノ! 鮎多キヲ以テ本令設立ノ i態校ハ

此等ヲ 是正センコ トニ努ム

1. 現有1及精米、建築技術家梯底ノ傾向アルニi t ' i

ミ岡家ノ需要ヲ充タシ、更ニ興国ノ先腕7 i ' トシテ

大陸ニ護展セシメントス

1.建築ノ質的ニ常ルネキノ技術ノ向 上. ト共賓力ノ

漏養ニ努ム

1.各柿職場ノ熟練工ノ必要ニ鑑ミ之ガ養成ヲ討

J レ

1. 建築ヲ中 心ト シ、之ニ捌聯スル各部門 ヲ被ク

設置ズルコ ト

1.  - ・商ノj 串 校 或 ハ r+，皐校等「ドt身脅 ノ就職難 ヲ救

J 号5 4

.1.:.1- _I ..  

7 .  

1. 父1i1. l ノA ヲ繕承n'it l述セ ンコ トハ ijill 先崇拝ノイ，;

仰 ニJたク大手11民族例有ノ 存良ナル美! 武ニシテ我同

開 ノ民義ニ 一致スルモノト イ言ズ

大綱

1.  名稿

1.  本号院二下記ノ皐部ヲ置ク

大製部高等部Ｈ専門部Ｉ中製部ＨｲＮ ｉｾ 等部〉

'1Q1f i 工業部 、乙{ 1 T i . T . 業部徒弟養成所( 部〉

以トメ、更ニ訟 ｾｭ ｬ 部並ニ夜 Ｑ Ｑ｜Ｑ 部ノ Ｒ 部 Ｑ Ｑ ￬ＱＱト シ前項

各部ヲ泊宜設置ス 、向各令官ハガーニ閥肺シテヂ1. 墜ノ

{足ヲ得セシムルモノ トス

大塁塁部及ピ高等部ハ建築皐科ヲ主瞳 トス、 ソノ

他 ニ土木、電気、機械ノ各部ヲ 111: 置ス J レコ トヲ得

rp利工業部 . 乙精工業部及徒弟養成) 羽ハ各阿部

1") ニ分科 ス



( 似l ヘパ建築闘楽科 、建築計算科、建 築設備 料、fl 宅 利

都市計検科、都市建設 斜、:ij! ;付科 、検裟科、家具斜 、木

T . 科等〕

ゾミ毛 ｩｈｩＱＱ ニハ柿 土 ［Ｑ ［ＭＦ 材料 ｾＭニ刷ス ｊ レ ｉｾｉ 究機馴 ヲ ，［立

世シ校外生: l il] l丘ヲ探JIJ : /， ＪＡ， ｾｾｴｾｾ ｊＮ 忠 誠義ヲ ￼ ヒ 、 問

米各部ニ判官t スル次予言;1¥ヲ設世スル志向ナ リ

1. 方針

各部ハ現行法規ノ訊ニス範凶内ニ於テ i制定シ強| 山|

ナル閥復制念ヲ有スル波術 xヲ安打、7{{Wスル ツ

以ツテ救古ーノ山一義トス

1. 母校ノ持殊性

建築家 ｪ ｩ ｬｬｦ 負業九材料 Ｍ｡ ｴ ｘ 建築聞係手 ｉ ｉＮ Ｎ Ｈ ｾ ｌｾ Ｎｾ

-:x等ノ子弟ヲ優先的ニ JI女平手ス

l 組 織 本墜| 淀ハ財図法人トス

1. 規 模 法本財産、2 i ' i高 113. 1

l 敷 地 l寓5千: ff

1. 賓現ノ順序

第 l 期

実 川 夜Il IJ

日当等工業謬校 前i 主宰 二r : 製校

l川巾JI巾干柿ift I.工.業昼皐陸校 l川|咋印l下了

)  
『巾|い1 ｾ皐手製［ 校 lに: 易壊基 校 ( 乙 干柿1市下町

徒弟詫成" 所i  

Ｇｕｾ＠ 2  }明

大事部

2i O W] 

女了恰1¥

1.  工業撃投創立具韓案

規慢概要

感校 ti 0 0工業務校

感校種別 甲種工業E将校

設立者 財閥法人0 0 0 0 0 0

入高密資絡 毒事常 6 年卒業同等以上

修業年限 5 ヶ年

設置科目 建 築 科、士木科 、電機科

正予級事主 30皐級

生徒定員 1500名

入 皐 検 定 料 金 3 闘也

入感料 金 5 圏也

授 業 料 年額 6 拾 6 国|也

iユ1--

食事司費 (  3年以上消耗品、補給として徴枚す〕

職員 校長、専任 l 名

数( 助) f: 余 ( 等、粂 ) 4 拾う名 ( ' iE駁〉

武官司教員、 専任 8 名

Jt 他教 員悩託書記傭人等 Ti l 二%

々ｾ ｾ 定 ｻ 主 計 大阪 市 ｏｾ ｉ［ ｏｏ 沿線

明校総敷地1干-1& J  2.  OOOJ 'f 

校合坪数 23 JO坪

品等生' 180:Jif 

411沼教策 990主干

雨天骨骨操場 100:問、

特別 ;致室 ( 物理 化事2霊験吉区 〉 100坪

製悶主主 3∞ 坪

2を! 験: ぷ ( 建 ーlニ句、tE機oO) 100坪

職員宅附風合 330士下

ｾ ｬｩ Ａｬｩｊ ｊ 場 鮮数 6_000坪

附自|開 放 ( 5ヶ年綿織支出) 1.000000尉

〈詳細目作す 〉

創立第 l 年次総 常' J1l !! 1 c 支ー賢〈詳細l略す)

拳俊充実情況 ( 省目的

1.0 0高等工事校

規模概要

感校名 0 0 高等工感絞

感 校ijft 別 産易額 ( 各額修校〕

:役立者 財! 司法人0 0 00 00

入ｾ賓格 中型ｾ校卒 業 同 等 以上

修業年限 3ケ年

活t 舵料目、建築科、土木科 、TE椅利

占拠紋数 ｉ ｓｾ 経 級

生徒定員 900名

受験料 51苛|也

入犠検定料 5開也

入僚がl 71肖l-m

佼業料 年額7拾 7[1尚也

2聖m'1'( 月l 闘也

出Hl 校 長 ｾｈ 王 ｬ 名

主事事任 l 名

1貿信教員粂任8名

講師、燭託書記傭人等特干名

2 位置、工業集俊に閉じ

3. 第 1年度経常費牧支一覧略す

4 皐校充賓情況 ( 省略〉

2. 青年技術者牧容アパートエ閥

スル件

Ｈ Ｒ 月 蹴にｆＮｲ ＱＺＱ Ｑ｝ ＧＶｾ去に就き行時すＩ

3. 国書室蹟張 J 件

現有ノイn楽 部 宿1I品|告: ノ整頓ト 他 ニ保 管 中 ノ 令 長

ｊｬ 他寄附セラレタル ｉｾＢｩ 書 ヲヂ Ｚｲｬ Ｑ 諸法ニ 、 ヨ リ 良ク

ｉ ｊ ｬＺＩｩ ｬｾｉ ｉＧ ， ぅ Ａ Ｈ得ル様 、 至， ＲＺ 整備 ｾＱｾ 張ヲ希望ス
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昭 和 1 5 年 度 曾 勢 幹 事 合 事 業 報 告

令 勢 幹 事 合 昭 和 15年 J友 事 業 報 告 l シ テ 令 長 宛 拠

出 シ グル 概 要 下 ノ:如 シ

事 業 経 過 J 大 要

1. 2 月 以 * 幹 事 令 及 小 令 ヲl片Hmス ル コ ト 拾 民 間

1. 幹 事 ノ :事 業 ニft ス ル 総 立 ヲ 綿 メ タ ル 結 よI!:

( イ〉令I 1 増加ニ附スル事項 大 下、 阪仁l 同 幹

事

〈ロ〉星第校建設ニI #J ス J レ事項 柄 :)1: ， 篠 原 則 幹

事

〈 ハ ) 見 事 共 他諸 計 聾 ニ 胤 ス ル 事 項 北 川、 川

人 同 幹事

大 略 右3項 ニ 分 チ6名 ノ 常 任 幹 事 ヲ 試 ケ 賀 行 ニ 移

リタ リ。

1. 合 員 増加 ハ 別 項 記，Ia ノil l ! リ573名 ヲ 得 タ リ

l 皐 校 建設 ハ 紀 念 事業 委 員 令 ニ 移 シ 阪 チ1:篠 原 耐 幹

事 モ同 委l 4f: : rニ; 車 リ師ニヂ? 長宛被背1 f ' f ノi血 リ

1. 見製 ハ4月以- l j ( 同ヲヨ: ヌ J レコト 15度 、約 8001， }  

参 加 者 ヲ 得 タ リ

Ｑ ｍ 右ノ ｱｾ 、 Ｒ 回ヲ例台ニ代行シ誕ニＯＱＧ， Ｉ 州国各ヲ

合 員 ヨ リ殻 ス ル コ ト蛇 ニ 通 知 ニ 要 ス ル1:11布IJ j並イパ

ニツキ筒 ￭ｾｾ ノタ メヂ＿背代 ｉｉｊ ノ注ヲ拓キタリ

l 引 事、蛇: <j f. グ リシ11i キ 合H ヲ招キ千? 勢設以 ニ ツ

キ 立 見 ヲ 鵡 シ タ リ ( 刷項 ノiili リ)

1. 年 内 事業 ノ 終 ラ ザ リシ 事 項

舎 員 募 集

本幹事ノ タト3 月地方在住ノ主タノレ合員約60 1 ' >ニ臨事幹

事 7 委鳴シ之 7 母鰻トシテ在( 接間接交・fJl ' ニ令官二戎ノ、合

員金健= 呼ピfai¥クノレ等像力 J曾刈ドユ努メタノレ結果 l 月ョ リ

12月 2 日役員令= 提出入合 7 得タノレ数;在ノ如 ν

令 員
331  11 

終身賛助只

地 方 合 員
124 11 

15- 育| 573  

特別賛助員
81 1  似 通 賛 助 日 に は 帥

普通貨WJ 良 的の糊 誘 を Ｑｾ さず

1 5 6  

見 皐 舎

回決 | 日 時 出席数 見 母島 先

4月 17

2  I 同 21

3  I  5月 18

4  1 同 25

5  1  6月 6

6  I  1司 16

7  I 同 21

8  I同 25

f 口百五

65  京都 川島工場、大徳寺

204 郵 船 新 田 丸

30 東洋製世襲 草間工場

40 

グリ コ株式曾市上 塚本工場

(  W1J f守とす )

50 向島屋天下茶屋工場

30 吉田家( 古建築〕

43 日本号事酒 吹図工場

引 醐 熱 闘 丸

タイガ ー計 算 総 十二工場

( 雨天〕

10 I  r司 20

I1 1  9月 11

12  I 同 21

13  I  10月rs

32 
神戸日産 マッチ及(菊14水宅談模哲

合共〉

1  14  I  1可 27 !  

1-1-5 同151

62 

J j ' ，都島津 マネキン

日話、東費、新興各 Z !J ヂオ

40 I時 紡 賜 工 島

1 7 市内一心寺、 阪泉寺、深 山茶

空巨見皐立主盗殺令共

25 I 孔合街板、生駒市1
'
祉 ( 伊l舎〉

京 都稲畑 、 市岡 ＱｾＱ｜ 降閑

舎 勢 捜 展z 闘ス) ! ，. 意見大要

ｬ 長 老 ト モ 玉 三フベキ令員 Ｗ ￭，ｬｩＧｩｉ｝ｾ ｬｩ＾ Ｇｉｪトスノレコ ト

l. 'P- l知ノ令只ガ屡 々令合 スノレ機合 7 符lJf，tシ

l 古キ合口モ幹事委員/ 中ニ加l ヘノレ様希盟

ｬ 役員常務ノ、作者ＡｔｬＯ合合ニ廿 ｩ 司モノレ限リ仕｜ｉｾ［ス ノレコト

l. 1;l f 任翠世帯又ノ、常務ヲ設ケ ノレコ 卜

l. 選挙方法ヲ根本的ニ改B・スノレコト

l. 激算編唆ニツキ根本的改礎研究スノレ コト

1. ' i E款ヲC' Ci ! てスノレ コト

年 内 未 着 手事 項

l. 合只ノ制利精進 ト技術ノ向上ヲ計 ノレコト

ｬ 肘合的機威者Ｗｴ ｈ 聡シテ務総合ヲ ｦ ｬ ｾ Ｎ スコ ト

1. クラプ室ノ前期

l. 本合ノ宜保

ｬＮ 支部ノ殺 ｦｩｾＺ

ｬＮ 合員作品 、 ｬ 展開舎 Ｗ 悶 ｦｴｾ ス ｊ レ コト

1. 講習合間fm、建築相 談所設託、定款改百て考究

以上ノ、次年度= 於テ更ユ研究セラレ皮キ希望トス。



4 建 築 界 の ト ピ ッ ク ク

約 椀 の 新 聞 1 I ;IJ

政治の新骨量1 l i i J から、総務の新悌伽l

へと耳現時下 の日本は、大きな閥家的

事業を整備し 、断行せんとしてゐる。

昭和 15年 12月7 目線済新償制要綱が

閣議で本決りとなって以来、生きな

がら へる 可 〈、 Ｑｾ 難の遣を辿って来

た中商工業者は、来る慮まで来たと

云ふ観念で、其の: l t ，t 策に事事業に、心

を悩まし、絡 しい正月を迎へでも 、

少しも心、が務ち付けないで 居る事は

甚だ御気の議に絶えない。総桝新償

制が、 どんなものか、港: を明けて見

なければ解 らない問題であるが、此

の問題は、決 して商貰人丈の問題で

な〈、建築界にも大いに閥係がある

ミIJ : 位は 、知ってゐてもらいたもので

ある。なぜなら総務を離れて建築が

存在 しな い原則が、確立されてゐる

からである。

建築界の人々 の中には、此の問題

に深い閥心を有 し、そ の対策を榔じ

てゐると 、信 じたい のであるが、 ど

うも然観視 し、 1' ，t 斧の火災制 して ゐ

る様に思へるのは、筆者の i丘澗 i恨の

せいではないと恩ふ。建築面!Hえ撲に

しろ、建築設計業に しろ、会てキ1J : i ，主

を得る銭の、舎枇であり、個人f寺業

であ り、 はっき りと、 絞務部門であ

る以上、 自分は経済人でなし¥技術

者だと 、」、 くら叫んだ底 で、利主主 に

よヲて生計を立そてゐるのであるあ

るから 、はっきりした絞済部門 -c: ぁ

野 11 

るi懇である。

純務部門である事は、級決新骨量; 同

の純時に属するのは笛然である。兎

に角、来る底まで来てゐるのである

から 、今夏慌ーてでも しようのない事

で、 改腹筋行を甘受 しな ければなら

ない 、立場に旋かれてゐるが、経済の

新後制の影響が、 どの程度建築界に

一大Itf'. 風となって，、捲起るであらう

ことは 、わからないが 、問泊に9記憶 し

て従かねばならないであらう。

而し、今後建築界が、経沸新f樋jfjIJ

に左右 されたとしても、技術といふ

手腕を有する以上、失業 し た れ 車専

業する必要がな 〈、少しも恐る与に

ｊｾ らいなが、今迄の 如〈 、 ポロイ儲

けがなくなる事は 、事食であ り、 受

僻して居らなければならなし、。なぜ

なら 、公盆優先 、滅私荷量公と云ふ言葉

が、商業人だけでな 〈、 建築界にも

'，Wl 絞ると とを 銘記 し、やがて来る "y

き来型共栄 l舗への、尚・1変倒防幽家建

設のｾに 、週迭し、努力する様 に 、

心掛ける と共に、今迄の古い閥念を

放棄 しなければならな い。個人個人

の新骨量制が、やがては建築界の新慌

制である以上、個人の心構へが、 は

っき りし て居れば、建築界が、 どん

なに 、 どう幾らうとも 、決 して問題

ぜない筈である。

ｖ ｾ 刀符制度 ､

制

抑

建築別物資 j与が、切符制 j立になら

うとは、政:t1¥してゐなかった。それ

が切符制l立になり 、而も仲 の々入手

線 ｉｾ 、 なって来てゐるのには勿Ｚ隠さ

せられた。ス トックのある時代、配

給組織の御粗末な 1時代には、多容 〈

入手 出来た物資が、今では :全く皆無

となり 、間Jli 引をするにも 、品物が

皆無といった 7状態に、 なってゐる始

末である。切符制度に依る物資の入

手方法ーが 、 現在の ｉ ｾｾ ーのものとなっ

て腐る次第で、 これに依って物資が

入手出来た1昨の喜びは 、 又中骨別 な様

である。だが、切符制度に依って、

入手された物資の、如何に切37i たも

のであるかは、切符を手に して感 じ

るで あらうし、建物が完成されて、

つくづく考へさせられる事と思」、3

今i左の事長な、物資のi { i lffl が許され

ない l時代であり 、 えうんと節約 して

伎はねば、建物は完成出来ない 、物

資の害IJ常設 になってゐる事に今夏の

虫f1 < 叙がつくであらう。そこで畿者

は、 切符: 市U!交に依って待た物資を 、

古f11吋に治則し、j品不足な く消挫する

かとい」、方法を樹立する終に 、建 築

物の施工 ［ｮ ｬ をと物資の主 ｉｊｾ 長与を 、 必ず

貧行 し、 出来る| 浪り代用品の佼周を

切裂 した¥" 0 Ａｾｉ し ｴｴｭ に施工 し て 、 Ｕｊｾ

らないから 阻:i 治してくれと 、 i可i而 "

参 しで も、一度配給 した者には、 決

して配給されない立がj c: あるから 、

出来る限 りの節約 し続賞な施工; 1 I

.止の F でなければ、今後の建築はや

り待ないであらう ｾｽを 、 少 切符ＱｨｾｊｬｬＡＺ "  

E 申上げようと企図した丈で、5J i J l'ζ  

他 窓 が あ る 諜 で な い 事 は 勿; 拾であ

る。
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' 釘の配給に就いて ，

建築物に使用される物資中には、

種々なる代用品があり ‘ 決して心配

する事がない惑であるが、建築物に

な 〈てはならないもので、而も代用

品のないものは、表題の釘である ｾ ￧

は今夏申上げる 迄も ないだ らう。物

資不足の現在に古きて、釘程 主IJ 蛍f止の

少い、叉入手不 可能な物資は、叉と

ないであらう 事は決 して過言でない

筈だ。 それは釘そのものが、建築物

丈に限られて 居ら ない事にも依 るで

あらうが、配給機構の不備、 生産命

令の不備も あ り、 :叉ロスの問題もあ

って、必事4な時の主I が、製産されな

いでゐる事にも、依るも のである様

だ。 而し前述せ る如〈、代用品 のな

い事が 、 ｾｲ の最も 入手不 可能な最大

原因だと思料され、殆 んど決定ずけ

られてゐる。 その釘が、事後直後、

切符制度になって、配給 される様に

なり、 請負人所属 の土木建築請負業

組合から . 建築の規模に総じて ‘ 今

日までどう にか配給を受けて来たの

である 、昭和 15年度は物動計主置の後

更もあって 、単 〈て 6 ヶ月待たねば

入手出来ない現燃に遅延し、完ーとな

需要を i商た されない笈般に託かれて

ゐる 。 Ｖ ヶ ｈ 待 って 入手 し た ｾ ｾ ｲ は 、

今建てよ うとす る建物に流i l I してど

うにか仕事がなされてゐ る現欣で、

主I を持ってゐるかどう かが、仕事を

さして賞へるかどうかと云ふ民主 に、

idち付く のが、E 直な3主扶である傑

だ。

此の苦境を宇T依する伐に 、大阪府

建築課では 、 他府県系に 率先 し て Ｎ ｾｲ の

配給を 、貧施しようとしてゐる ので

ある。その配給の時機は、- ) J から

食施する漁定で、着々準備さ れてゐ

る。その配給方法に就いては、今は

申しょげられない がその時の オミホノ

シミに取って低〈。兎に角、釘に閥

する限り、 新穂制にふさはしν 或る

方法に依って、思ひきつて賀行され

る様であり 、之に依れば、大阪に倒す

1 5 8  

る限り 、セ メン ト其の他の物資と 問

機に 、建築する丈の数量は、公平に，

行 き渡る 筈 てある 。 乙れとて も、賢

漫 な今迄の様な使ひ方をしてゐ ては

セメ ン トの如〈、未完成な建物が出

来上る事を 、御 承 知 置 き が 楓 ひ た

し、。

建築物 に必要な 小 釘は、1窄i勾ll J t揃

へられる桜であ り、充分ではないが ‘ .

完成出来る丈の主Iの配給がもら へる

事は 、大阪府 民と して一大稲音であ

る諜だ。その配給方法が. 今迄に例

のない力法丈に 、見ものであ り、 多

少乍ら、配給する方も 、配給される

カも 、以怖の干震の様であ る事は事2ま

だ。

' 建築女化壇賞曾に就いて ，

1会坂屋での「建築" 5 ( 化展覧合」を

見仰なって、 これに闘する 、音量言憾

のないのが残念だが、某倶楽部電で

聴いた「建築文 化展覧合 」に就いて

の、I@. 話 を讃者に 御[ 専へしよう 。

A  ｲ 今日建築文化 ｽｊ ￭ＱＧｬＱｾ と 云 ふも

のを 、 見せて伐 ったのだがね?

..  J  

B  rそれはよかった。今 日で絡ん

だそうだが、 とうとう見る機千習

を失って主主念だった。

述築文化展覧舎とまＧＺｾ、以上 、 参

考に なっただらうね j

A  rそれ がね 一一僕も相前期待 し

て行った課ーだが ｾｩ ［ｴ失望 し たん

だ J

B  rある素人の人から総いたのだ

が、よ〈 纏 ってゐるそうじゃな

いか J

A  r素人の人の般から見たら 、建

築文化と 云ふものは、あんな も

のか と 三Ｚｾ、気 持で 、 見てゐるか

ら、多少早年後されたで あらうけ

れども 、吾々玄 人にほ物 J{_ らな

いんだ。建築も文化 の一部門で

あ り、 背の大惨は、造形態科 と

かい って、今の採に建築修科 と

は云はなか った! 時代であ り文 11:

の一部の依にｾ ｾ、 てゐた言撃でゐ

り苦か ら文化の一部門として、

大いに貢献 して来てゐるので、

成程結構な企であるのだが、あ

の展覧舎が建築文化の全てだと

云はれては少し片腹痛いんだ J

B  r貨は見てゐないから、何とも

云へないが、建築 も文化方面に

は、相省大 きな足跡を残して居

り、 今後も大いに努力 しなけれ

ばならない 。殊に今度の大政翼

賛舎の文化部門にも 、建築は必

ず入る資絡がある謬だ し、技術

l到憾と しZごの験能家公だけが、

建築界の新健常Jで な し 文 化 を

遁じての建築の御彩公も 、決 し

て等閑縄出来ないから 、大いに

働き かけなければならないと思

ってゐた謬だが、建築文化浪費

舎の公開が、期待したものでな

く、貧弱 だったのは、少し残念

な諜だね J

A  r日本の建築 を、文化史 の立場

から見る時、あんな スケ ーノレ の

小さいものでない事は、} J ja堂舎

を見たら忠じられる事と思ふ。

もう少し、衣料 を集めてほしか

った。建築界金憾の人に、働き

かけたなれ ば、あの 貧困 な資料

の3倍4倍 の資料が、提供され、

手伝人が見ても、専問家が見ても

なる鰻とうなづけるものが、出

来たの じゃないかと考へるのだ、

がね一一一 J

B  r まあ 、新撚iliiJ が樹立されて 、建

築文化が健在だと云ふ事、建築

交・化の紹介 と認識を深める一助

になったんだから我慢するさ J

A  rさう思って;諦めてゐる謬だが

制切れないものが残って、 あと

口が怒い んだ。だが伐の先輩や

知人には、 自分からょう主主めら

れな かったよハハノ、 .・ … 」

これでこ人の合言語 が終ってゐるが

従築界に絡を有する者は、大い に考

へなければなら ない問題である事を

痛感 し、 務校の先生や考古勝者的な



ヒマ人のみに 、建築ー久化をまか して

置 〈可きもので ない事を知ると共に

建築文化の確立は、タト閥物のイミテ

ート や餅謬ではな し 八紘一字の日

本精紳に立脚 した、建築文化の tit J建

に、何一層の努力 し 協力が必要で

あるｾｪＺＺ￰Ｈ 、 ＲＶ ＰＱ 年の課題である以上

「出せ建築の底力」を 3並行の上に貌

はそ うではあ りませ んか。

「建築界の新種制」

「建建築界の新償j f ，' 1j J が、意義深い

2601年に於て、 どうにか織りそうで

ある事に、 ま づ も っ て 祝言 を曇す

る。幸52置の筆者に云はせると 、 どう

も建築家は 、寝苦置が多すぎる様に思

へる 。

最近、取合案や更生省案と云」、も

のが、 出来たのを見せてもらったが

それ が、官界の新慌11i i J を根本と した

大改革であ れ どこまで貧現するか

が疑問であるが免に角具線化され一

歩手前にある事は喜ば し い事であ

る。

要するに 、胸東に しろ、閥西に しろ

九州に しろ、建築界の新悌j t 1J が、必

要であれば、 それを前提と して、事長

を作製し、 それを持寄って 検 討 す

る。 そし て自分主主の案が、他のもの

より劣って居れば、潔〈撤回して、

合流すると云ふ、大きな皮量が欲し

〈、 叉そうある可きだと恩ふ。

日本人であると云ふ、新償制j の税

念を持ち 、公盆優先、滅私奉公の信

念に飲ける虎がなければ、進む治ーは

一本である諜で、T寄付く成も 、一つ

であり . 年寄も 、若い者も ' 考へる

民主は同じだと 、考へてゐるがどうだ

らう。だが年寄と若い者と疑ふ[，k v主

老人は青年付きすぎ、若い者はせっか

ちである事と熱とカに多少の差があ

る丈で、 その推進力は結局若い者で

なければ、勤まらないであらう し、

今後共軌道にのる迄は、是非共必要

である諜だ。要するに協力一致と械

設の精神と 、熱と力とを持った者に

は、 いくら頑迷 な者でも 、打勝てな

い事はわか り切った事である諜だ。

今迄の建築界は、官舎りに不遇であっ

た。それ丈に若い者は 、時局に封 し

ては、最も敏感であ れ その 上 に熱

心である事は 、 他 の 技 術 者 よ り以

上である。建築家の者い者は、官舎 り

にあわてすぎ て ると云ふ批! J ' IJは遁首

でない様だ。今迄の建築技術者の枇

合的地位に致つては 、係 りに御粗末

すぎた。事重軽と共に不定L用途 とさ れ

た建築物が、建設へ と設展す るにつ

れて 、重要親され、第 l 団第 2 回徴

用令は :全て 建 築 技 術 者 で あ り、 降

1 J L も海軍も建築技術の不足を痛感 し

重要腕 して、技術将校の採用や待池

上にも優遇されだして来た此の事貨

は、心から喜びとするf J ! である。今

後共、いつでも閣家に御奉公出来る

様、建築技術者の索質の向上を計る

と共に建築界のよ りよき新惚制を確

立する儒には今後とも一段の努力が

必要でなければならない。而 し建築

用物資 と、 大工と 、左官と労働者が

居れば、建築が出来上 る と云ふ概念

が、未だ0 0方面に可な り多 〈主主っ

てゐる以上、建築界の新健市u確 立 と

共に同時に解決されね ばならない11¥:

大問題である。その依って来た原因

は税負制度の飲陥たる 、公金優先の

賀行に飲けた請負業者の搾取的観念

のかうである虎から之がf積層遣を断行

させねばならない。そ して0 0方面

への認識の徹底に 否々 は大いに努力

し、 主主んで東亜共後幽の確立、新東

E l i 建設の樹立、高度閥防閣家建設の

促主主に役立つる建築界の新償制が、

l 日も単 〈貧現されん事を切望する

次第である。

りかの糧を求めて ，

「建築界の トピック j か ら結論は待

られない。その結論 を筆者はク心の

糧を求めて 4 と題して種々な生活を

綴って来た中から見付け出 して、断

片的な所見乍ら結言と して並 べて見

た。( 而 しこれは自己の篤に書かれ

た非公開的な断想であ り、 一方.的な

偏見であ って 之が私を総 る生活の全

貌でない事は御承知置 き頗 ひたい〉

此の断想は色々な意味の結言 として

建築と枇曾誌に主主 る最初のものであ

り、 最後 のもので あ る。 之に依って

多少乍 ら 御参考ーに なる ｭ ｊＩ ｾ若 しある

とす るなれば悠者の光祭 之に過ぎる

ものはない。

0  

他力本願とい」、事は、 自力本願で

ー昌三懸命にやって見 て初 めて得ら れ

る願望で努力なしで、他力本願の達

成がむつかしい ｾｉ を今後の新練制は

手土へなければならない。

0  

伎はれて見て 、初めて使 Jト人にな

れるとい」、惑は、事2まだ。使はれる

側の立場に立って 、 つ くづ く感 じら

れた。

O  

恩給をあてに しない者の強みは 、

云ふ可 き事を 、云 ひに くい事 を、，は

っき り云へる特駄がある。そ れ は よ

い事だか惑い惑だか、 わからない。

それは結局、恩給を頼 りに して、影

日向な 〈一生懸命に絵務に忠貨に働

いてゐる者のおに味方 して云はれて

ゐる言葉のやうにと れ、 不良商目な

者への言葉でない事は、 はっき りし

てゐる様だ。

0  

仕事に熱中 了すればする位入のや っ

てゐる事がまどろ しく なる。そ して

む しろ腹が立って 〈る。 それはい 弘

事か惑い事か自分では わからなし 、。

O  

月給の安い者が祭な方へ魁 P たい

のは人情だ。だが祭な仕事を して居

れば昇給が遅れるぞ と云ふ 課長の言

葉も決 して無理! でない様だ。 人情 課

長の深い思ひや りがその言葉から味

へる様な焦がする。

0  

9基へ られた仕事に忠貨である事は

人よ り像計に仕事をする事にな れ

それ丈に疲労は多 くな p、I時間も自

然と退 〈なる。 それがU、い事か慈し、

5 9  I  



事かわ からないが、 明日は明日のイ士 ないのだが瞥祭椴を持った配給刀法 りの隠怨みたい な ものが出来上つ

事 があ る以上、残 っ た仕事を苧り遂 制民IJ のある配給方法が効果的に思へ た。推敵する殺がない。原稿難の場

げ る事は紙符の よい事であ り、仕事 自治的な配給統制の不完全を痛感さ 合私は よ〈 書い て くれ、書 けと頼 ま

がつかえ る事は決 してよ い傾向では れるのは私の不眠症のせいと云」、l l J れ る。 それが怒い傾 向で ない事は、

ない。 仕事が多忙 であ ればある程重量 きだらうか。 よ 〈知 ってゐる が、短時日 に書き よ

ってま でや り遂げようと 頑張る事は O  げる 事は成程むつか しい ものであ る

人聞には働く限度 がある以上仲 々出 稿、は紫煙室に何か書けと詠って般 事を初め て知 った。

来にく い事柄 だ、 それ をや り准げ よ まれた。多忙 なるが放に陶i ったが無 (  J5. 12. 13)  

う とナる のは若 さ故に 出来得 る特機 現に押 し付けられて斯 くして一夜 作

であらう 。

0  

1壁際家の l快貼 は、 それに熱中する

量生 り、 自分の地位を忘れてゐる 採に

恩へ る。 その業績が願著であればあ

る程、そ の良 し怒 しがわから なくな

って来る 。

0  

官界の新償制は、貧業態校出身者

に限り、 卒業 と同時に、そ の一割が

滋接出来、 その他の者は縫製制限を

受 けて就 職 しなければならない今後

の政府の方針から大第出身者だけが

高等官 にな れ 技 師 に な り 得る務修

制j を除去 し貧カ のあ る者は、どし ど

し特別任用 し、それ ぞれの部磐に於

て、 その者の貧 力を玉造節させてやる

i'i J きだ。

O  

砂棟、 マッチ等 と切13羽!丘に

どん どんな って行〈が、ν らな くな

ったか らと云ヲ て返 しに来た者は l

枚 も今迄なから うと恩ふ。だが建築

物資の配給制度に限 り、 セメン ト、

ラ兄 、碕、子、 と今迄に海山返 しに礁

で 〈れ、配給事務に従事する干d.f l 心

か ら婚 し〈 思 ってゐる。

銭綱関係の問屋の方が、E望。貨: 欣

を見て、 勿f略されて筋られた。 そし

て配 給方法の良さを 1' t めてくれた 。

それがオセ ジの採にとれ、 民軍主の採

もにも とれ、 〈す ぐっ たい椋ーに思へ

て解らな いが、 1'1: め られて、恐る者

のない例へに以て 、 ほん とうに悠 ふ

かワ た。之が後第織を有 してゐる伐

に、 あと からう るさいので返却に旅

るのかどうかその貼は 、 はっきり し

6 0  

ネーチ・ネーチ 家 相 家 に 挑 む

.
H

μ

 

fI iF.  

ことばといふものは妙なもので、

い 〈ら理窟に過 って ゐても 、話す;方

るが 、乙れもヱド笛の意味は角平らないっ

「今日は試験をす るJ rウワ ーツ、

と賂〈方との問に、 その示す;む' *に ゴー シ ・ ゴ ー シ ｾｗ 新潟の洋 般 に泥が

就いての約束が出来てゐなければ何 ついた 、 プー シ・ゴ { シ』汁粉が、喰 ひ

にもならな u、。演壇の背景にはる幕 たいが金が ない 「ゴー シ、ゴーシ』 と

に竪撲をつけてもらひたい と、 い 〈 いった具合に使ふ。図った! とか、

ら仕様惑に:書いておいても 、 ピン と や りきれん! とかい」、愈妹に使』、か

は りきって しまA、。どう してこうし、 と思ふと 、うま い ぞ l 占めたツ ! と

つも同 じ間違を繰 り是正すのだらう 、 い』、場合にも使ふ。ど うやら一切 の

こんなにはっきり竪袋っ きと書いて 感情を この一 語に抑ヘワ けて卒静を

あるのが解 hないのか ，と訊いてみ 粧ったのであ ったら しい。

た底、 『あ L これが その事だんのん このネ ーチ・ネーチ なるこ とばも 、

か、 それならこれからシボリパリと ー慢どこの闘でどんな場合に使ふ の

卦いといとくれやすJ と云はれて 、 か持平らない。 自分の脱挫にい っ入 り

ことばとい」、ものは濁りで勝手に悦 来ったやも 列然 しない。が、 なん と

へでも i剖にあはない事がわかった 。 な〈使ひ勝手のよい魅力のあるこ と

ことばは: 金〈約束事である。 Iまではある。 r遊 び に い こ う か l

若い先生が、取引 主主の甲板 ( コー 『ネーチ ・ネーチ忙し いからい けん』

イタ 〕をカンパン と翻んできかせた 『 お ど れ よ ｾ r金 がなし、、ネ ーチ ・ネ

ら、無邪気な生徒が、背は取引凝の ーチ ! とい」、風に大慌に於い て否 定

上に人聞をのせたので しょうかと質 の意味に使 って ゐる。若 しそれがE

問した話字、木捻子は木で造ったネ しいのなら 、 ネーチ ・ネーチ とは布

ジである と教へた話は 、如何にこと に対する無、肯定に封する否定の13.

ばが組緒以上の約束事であるかを思 l味にでもなるであらう由A 。

はせる。 我々の生活に不用の品が多ければ

それにしても 、 ここに 表悩 とし て ( ネーチ ・ネーチ〉整丑日 して、簡明

潟げた 、 ネーチ ・ネーチ とい」、とと ・ に しなければなら ない。ズ粛に飾が

ばの本常の; 鼠味はど うし‘ 」、司王であら 多く 、談話に無駄が多ければ、 〔ネ

うか。筆者は 中修生以に 、 これに似 ーチ ・ネーチ 〉省略 して意味を とり

たことばをよく使った記憶がある 。 易く しなければならな U、。 若 しこ り

それはゴー シ ・ゴーシとい」、のモあ ょの中に不合到な怒レ1 f I 慣が差益 ヲて



ゐれ ば ( ネーチ ・ネーチ 〉整理 して

合理的な世舎 に しなければならぬ。

不合理な習慣のひと つ に鑑者は、

家摘をあげる。家相にこ の ネーチ ・

ネーチの互爆を浴びせた く恩ふ。

家相とは何ぞや、 定義づけるだけ

の材料も なさそう である 。普は住宅

を主たる対象とした家相も、近頃で

は' ピル、線合 、 底宮市、工湯等 と、

建物種類の婚す につれ、 その附係範

閣 も11i くなっ た。ピノレの屋上や工場

の隅のお稲荷さん、廃 合 やl苫舗の1: 1:

入口から 、甚しきは交通機縦の路線

迄、 家相家の職場に編入された。不

合理のうEを放ちながら家相は、持堂々

成まって行く。

筆者の知人なる菜努博の級生f する

唇院は、 門と表玄関が裏鬼門にあり

便所が鬼門にある。その住居も同様

である 。民主が家族は皆健康であ り、

聖書院 は よく はや れ すべてが順調で

ある。こ の人は身 を以って 家闘の不

合理無根事撃を貧讃する のだ と云って

ゐる。 大抵 の若い 人はこれ位の勇策

. を持ってゐる。が、人間40歳廷にな

り、 生活が少 し落ち つくと、さんざ

ん苦努を した牛生を省みて妙におぢ

けづき、後宇生の1 f ' - 穆を希ふ一心か

ら安緩に効のあ りそうな事には何で

もかでも槌りっこうとする。これが

老人 の持性である。何も人のt症がる

事はしな〈てもよいではないか、何

とか理主Zをつけ て、住宅の殻計には

先づ家相家の門を 叩 〈。住宅をHl " て

る人 々が大抵は40歳以上であるとい

ふ事が家相家の重用 される第ーの理

由であ らう。人が静中感時代や高等

感校時代に家を建てるものなら、毒定

相寄託は策の惑だが仕事がなくなる。

考い人々は恐ろしいとい」、事を知l ら

ない、不合理を承u i / . しな い。そうい

ふ 若い人々の中での最も勇気にとむ

人でも 、金でも出来、 定住の地もき

まり、住宅でも建てようとい」、嘆に

なると、もう 署長相家を度外I認するだ

けの勝力を失ってゐる。

塁手業企l ! f 1J に科事的な根主撃を持たな

い商人主主は、 自信がないから 、応舗

の向きはどちらに しょう か、階段は

ど亡に、 と家宇目家のも とに走る。も

ともと定見もな〈無計愈に機張され

た工場であるから 、 負傷者も績出す

る、それでは一つお稲 荷 さん でも と

家相家を ひっぱ り仕i し、 揚句の果は

不便隊まる} 針に門をつけかへたりす

る。調査費を惜しみ徒らに建設費を

安 〈あげた い企業家主主であるから 、

矧 りかけた トンネノレでも落盤があっ

た りすると、 緩行か否か、家相家に

委ねる。 といった具合で、総じて 、

科感性の 欠如せる庖は家術家後民の

大l撲で ある。かくして家間家の行在

は無智と非科隼ド1，なる 舵舎の不安に

jげする安全掃とな り、判断力 決断力

の欠如に対する代用品ともなる 。家

相家をつく っ たのも この1止の' f J であ

れ そ れ を 利用 して い ささ かの安心

を隣ふのもこの1 i t の中の人身であ

り、 却 っ て そ の 家 相 家 に 煩 ひ さ れ

て、不{更を しのんでゐるのもこの世

の中の人々である。

それにしても筆者の若い友人惑は

建築家と して、 家十目をどう考へて ゐ

るのだらう。

建 築 家 Ao ( 家栂否定論者 〉馬鹿

な。維が家簡なんか信づるもんか。

大嶋鬼門 とかその他の納カ山、事の満

足な説明をきいた事がない、日 本で

惑い鬼門なら支那でもドイ ツでも惑

い筈ではないか。ドイツでも鬼門を

問題にするのかい? 日本だけにした

って、 北海道から盗湾迄家筒家は同

じ燦件であしらふのだらう。

建 築 家 8 0 ( 家伺利用 論者 ) 1，奄は

家間の利用者だ。施主 といふものは

色々と無理をいふ。司王商古十鐙などと

ても施主の要求全部を容れ符z るもの

ではない。そこで俺は無理な希皇室に

対 しては、家相に怒い といってひっ

こめさせるのだ。

建築家 C o ( 用意周到j 組 〕家相 な

んて堅苦なわけの解らぬものと思ふが

ともか く間取周を決定すると 、家 i有

家に鑑定を乞ふて 、 家簡は吉相な り

の診断書を作成してもらってお〈。

これは竣功後施主に主主曇する事もあ

るし、f可か怒い事でもあ って地主が

家相を気にしだした時に、 はい乙 れ

との通 り家相はよいから安心な さい

と見せる 事もある。家を施主が貰っ

た りする 場合 ζ の診断舎には千金の

重味が 出来る。

建築家 D o ( 4 ' 身家相家 j 官、は家

相は有難いものだと耀讃 し て ゐ ま

す。家問は哲製よりもむつか し くl異

議はわか りませんが、 間1夜間を [乍る

具続的後件などはよ < !tJ ります。そ

の僚件にあふように設計 し、家相の

うb生に みて いただい て完金なも のを

作成した時の諸々しさは瞥へょうも

なく間取闘から瑞雲が立 ち恕めるよ

うで何とも云へぬよい気もちです。

家相の先生の:ほ見を貸現する ために

は、衛生上 の問題や使不便毒事は省み

ませぬ。家閣が感くては衛生上如何

によく 、 如何に便利でも そんな 家に

は大事な施主を住まはすわけにはい

きません。とうして労作をつピける

中、近頃では間I夜間を一見するとそ

れが家相に適へるや否やが卵l る程に

なりま した。

建築家を家持1を対象として類型づ

けると大徳こんなもんである。 Z費者

各位お そ ら〈はこの類型の中に自 ら

の委を見出されるであ宮ぅ。割王者は

無論 この中 の ａ ｾｬ に脇 する 。

筆者は民署長の研究に地方をま長い

て、 ときどき 家間署員の悪戯に心を曇

らせられる。例へば、立証置な屋敷林

の浜 中を 断ち割って延守 と築 地 塀 が

出来てゐる。 r忍い事があんま り績

〈けん のう 、家相見に見せたらこ う

せい u、ふけんのう j と岡山 l線下の そ

の家の主は、無用の重量と妙なI : f f の景

観に頗る不興録であった。閉会では

道路の反対側に入口のある家は珍ら

しくない。これは今日の家相家の せ

いではなし 、。が 、 者 ｾｬ 市近郊の位宅で

家:簡のために 、 その定石を践むため

に、都合の怒し、不便な ところに門を

つけた例はいくらもある。かと思』、
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と、拙者は物解りのよい開けた家相

家であるといはんばかりに『最も便

利な位置に門をおいてこそ本滋によ

い家相なのです、え L かまひません

とも』等と高 〈出る家相家も居れ

こんなのに限っておだてがきく方

で、 どこそこの建築技師が来て私の

事を立i股な建築家だ とほめて行った

毒事 と手燥しで威 張 る。そして、たま

に自分の胸係した住宅によい事でも

あると 、鬼 の首でもとったように単

主革新聞に雑誌に御報告である。建築

の専門家が家相家の前にへいっくば

ワて鑑定を乞ふのは、何も意見がき

きたいのではな 〈て、 あたりさわり

のない訂正位で素直にこの家間は吉

相だといってもらひたい偽である。

日本の建築家は世界中のど乙 の建築

家よ りもとの家相の燦件をひとつ産主

計に背負はされて、涙をのんで家相

家の門に下るのである。彼等の施主

は皆人生行絡に疲れて、官量生の安稼

を曜日ふ人々なのである。そ乙の事情

もわからずに、本心から崇められて

ゐると恩ひとんで、アー でもないコ

ーで もないと加筆して得意になって

ゐる様は笑止である。家相家の集ま

守れ、 〈そうしか思へないぞ〉が精

根傾けた建築家の努力を水泡として

ゐる毒事3誌が如何に多いか。

と乙にひ主つの物語 りをさしいれ

よう 。古い諮であるが、 ある とζ ろ

に立証正な人の大 きな邸があった。そ

れに隣援して貧弱な四軒長屋があ り

宇はり立汲な人主主が住まってゐた。

誰の限にもとの長屋をとり銚; って、

その大きな邸を燐張したらさぞさっ

ぽりするだらう と見えた位だから 、

大 きな邸の主にとってはそ の長屋を

ま阜梯ひ地所を獲得する事は久しい 念

願であった。さである目 、ひと曹 の

男が長屋に現は れて、 『との長屋は

日首りはよいけれども 、非常に家相

が惑い、特さんによ くない事が起ら

ねばよいがなあ I ｾといって消えた。

きあ大後だ。長屋の主主主は立証正な人

人であったけれども 、 その人柄の立

1 6 2  

波さ や性の善良 さに比例して生活力

が弱かったから 、 との男の言が鋲に

なりだ したら 、 もう乙の長屋に住み

つピける元主まもない 、 とれ迄艶l変か

家主の迫出 しをしりぞけた人 々であ

ったが途にひとり去りふ た り去り 、

忽ちに して 四軒長屋は ggになった。

やがて長屋は 量生た れ、 その敷地は隣

の大きな邸のカへ包括され、前の j伏

態が想像も出来ない程立証正な凝がめ

くーらされた。大きな邸の立汲な主 と

彼の三太夫と 、家相家と 、長屋の家

主とが、 『やれやれ、 とんどはすっ

くり いきま したなあ! ｾ と 笑 ってと

の物語は幕である。

この物語に登場する人物の本t誌の

性名を云へといふなら 、筆者はいふ

事も出来るのだ。卑劣なる人々よ。

とんな愚劣な話の材料は、今t在者

の文援に i満ちてゐる。書きつピけた

ら原稿用紙がもう 30枚 も い る だ ら

う。

*  
放をすると 、線路の問に立ってヲ

ヂオ* 豊操に懸命の人々を見出だす。

健康への練磨である。そういふ人々

は鍛遣の人有であるから列車が手Kt.よ

いｾは時半つてゐるのであらうけれど

も、索人の目からは頗る危険に見え

る。若し間違って列車が来たら、ど.

うなる。一瞬にして死の現貨となる

ではないか。噴火口上の舞踏とはこ

の事であら う。こん な恐ろしい 、恐

ろしいと解らずに恐ろしい事貧が1止

の中には湾山ありそうだ。我 々の思

慮は浅 く、智識は狭い。家宇目の 問題

を論ずるに嘗って、当E者は別段作J の

研究もしてゐない事を家相毒置に封 し

てすまなく恩ふ。たピ現j l l : が筆者を

駆って脅かしめたのである。線路の

間でラヂオ拘操をするように 、家矧

を信 じ家相に依機して乙の世の安心

を求めてゐる人々が葬式の幸撃に恩院れ

る。

上述の記事に封 して家柏署定から、 -

E 首な抗議の申出でがあればi 筆者、

を満足さすような説明があれば、筆

者は不明をわびて前言 を取 り消 し、

改めて家相の7とめに従燈を持たな 〈

てはならぬ。然 し、おそら く、そう

い」、事もなからう、 そ 乙で次の結ぴ

を述べてお 〈。

*  
今や新しい光が闘土に満ち て、 大

なる出雪量の夜は開けた。いまはしい

思想の虫も 、け がらは しい病気の虫

も、 もはやこの闘では生存を許 きれ

ない。かかるものを排療する機構は

低になった。不合理は合理へ。聞は

光へ。殺もがその本分に於いて、他

を導〈だけの勇気が要る。日本人は

皆偉い。家間家に於いても 、 その本

来なるすく。れたる指導力を以って、

紙舎の明朗化、員準化、合理化に向

かヲて人々を導 く勇策を脅ひ起 きれ

ん事を切望する。( 15. 11.29)  

じ 求人紹令 ｾ ｽ

l 建 築 技 術 者

1. ｾＩｪＷ ｫ ｬ 剃 係現場係 叉は ｪ 占 ｈ

( 素人にでも熱意ある 人可〉

以 上 就 職 御 希 望の 向 は 履 歴 書 添 付 下 記 へ 御 知 ら

せ 下 さ ら ば 夫 々 御 利 介 Ft
l上 げます。

日本建築協令内 書 記 長 宛



逼 常 纏 舎

1. 昭和 15年 11 月25日大阪市北区中之

島三丁目 三番地朝日 ピルヂングに

於て昭和 15年度通常総合を開催す

1 . 出席者 左 の 通 り舎 員49名

赤 松 修 井 よ 編重量

伊 藤 武 文 伊 藤 正 文

池 田 3電 池 田 宮 彦

石 井 春 雄 今ー林 彦 太 郎

岩 尾 保 衛 岩 崎 甚 大 郎

梅 本 源 重 良11 i溺 外 雄

大 下 順 三 良11 荻 田 良 之 助

扇 源 助

景 山 正 明

川 勝 健 二

北 極 熊 之 介

栗 田 成 計

IJ 、 林 吉奇

抜 本 啓 一

鈴 木 一 幸

問 中 芳 郎

塚 本 猛 次

内 藤 亮 一

中 野 順 次 郎

野 中 駒 市

坂 静 雄

卒 野 忠 雄

智 弁 敏 克

三 藤 清 三

渡 遁 蹴 己

加 藤 義 吉

片 岡 安

川 西 梅 次 郎

桐 本 楠 雅

小泉署長四郎

坂 口 正 雄

芝関知1 I i :

鈴 木 孫 市

岡 溢 正 雄

寺 岡 良

中 西 六 良I1

西 島 源 次 良11

3ヨ原q ，f J 街

平 川 良 貸

星 陵 文

三 浦 茂

安 図 貝11 世

1. 午 後 5時30分一同着席令長理事片

岡安氏議長となり只今出席者43名

なるも定款第 ＲＴｾ 華但 香に より本日

は再度の召集に付定数に依らず成

立の旨を主sベて開舎を宣 しI直ちに

談事に入る

選 穆 第一監 事2名選奉

第二評議員字数改選及増員選準

右 一 括 して選撃を行ひます御投票洩

れの方はありませんか者しあれば投

顛函に御投票を顧ひます。

御投票洩れなき様でずから之から

⑤白 白. 白、 4 ・0 白 ・e 白 ;::.;. .: ": ｾ＠ ...• ..:.... 
，，-. .. .:. ..._.. ... .; . ・・~・・ 巴 . . . . . .  . . . . .  . .  

開票に移 ります就ては開票立合人を

御指名申上げますから指名の方は直

に別室にて御開架 を願ひます。

合 員 坂 口 正 雄 君 寺 岡 良 君

三 浦 茂 君 安 田則世宏

監 事 井 上 幅 殺 君

以上五名の;ウに御願ひ致 します。

設に於て右立合人は投票函を別室

に移し直に開票に五苦手す。

議 長 本 来 は 此 間 休 憩 す ベ で ぎ あ り

ますが時間の都合上主主行致しJ i t 旨

を殺り一同賛成あり次の議事に移

る

第一抗 議 案 昭 和 15年皮事業報告

中西主ii l ! 常務起立別紙事業報告 を

朗讃ナ

議長質問の有無を問ふ

池開1主君 合員の出担Eに封 し如何な

る取扱と経過をなし つつ ありや

議 長 舎星空免除と職死者に封 しては

内規の弔慰金贈呈の旨を答ふ

何 同 君 よ り 慰 問 袋主主附の提案あ り

一 同賛成議長賞行する旨を主主ふ

第二盟主議案 昭 和 14年度牧支決算

報告桐本主計常務起立別表の湿 り

説 明 を な す

此時鈴木監事起立只今主計より報佑ー

の内容を査関したる結果何等誤謬な

きととを諮明ナ

議 長 御 質 問 は あ りませんか異議な

しなし の鹿あり夫れでは御承認と

して次の議案に移ります

第三披議案 昭和 14年度剰l像金民主分

の件談長よ り別表 の 湿 り説明賛否

を問ひたる慮異議な七な しの盤あ

り一 同承認、

第四銃議案' 昭和 16年度牧支珠算の

件

桐本主計常務起立別表により詳細

なる説明をなす

議 長 質 問 の 有 無 を 問 ふ

池 田 食 君 委員合主主は大健合合星空

主たる由なるも他の事業授の如 〈

別 に 激;c;i 計上されては如何叉前年

より稽加された る額は主 として給

料手首に重き様見受けられ種々 止

むなき乙とと思はれるが事業費等

の振合如何

更に専任戎は常任理事f者uを設置さ

れ皮旨要望す

桐 本 主 計 御 質 問 の 委 員 合 授 は 事 業

として要 すべき ものは事業主主 より

支 緋 し何更に不足 を生ずる場合は

令長寄附の別 途 金 武千 聞 の内より

せんとする旨並に諸紛の増加は陳

列場専任書記補充 と若干の定期 昇

給並に賞輿に して 決 して之れのみ

に集注 した るに非らざる旨及健康

保 険 授 は 新κ 制 定 せ ら れ た る 法 律

のた め止むな〈増加したる旨を鮮

明す

言葉長 池田君質問及意見の内専務理

事設置の件は我々も金 〈向感に て

阪に敏年前よ り協議 中 な るも人物

激r ，t 等の閥係上質現に E E らざるも

のな り。本舎も早 〈立証正なる専任

王型事を餐ひ得る桜切に合員言者賢の

努力を望む旨答ふ

其他質問なきゃを問ひたるに異議

なしの廃績出

議 長 夫れ では本案は御承認の こと

と認 めます。之で本日の議事は金

調1終 了致しまし た

此時開票終了の符 f色合人より通告

あ り

談 長 之よ り開架の結果を報告致 し

ます とて左の通り霊童表す

監事開票結果

総 投 票 数 1. 304索

内白 書ｾ 25票

差引有効票数 1. 279梨

t首選 631渓 鈴 木 一 幸 氏

同 631J饗 松 井 清 之 助 氏

次貼 3.)' 緊 小 林 清 氏
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2票 井 上 幅 薮 氏

n月 中 西 六 郎 氏

Ｒ 票字ｾ一郎氏

( 以下回在 J

評議只半数改選並噌員選皇 居間 ｾＮ結

果

総投jt司教 1.965禦

内白票 39禁

差守| 有効票数 Ｑ Ｎ ＹＲ Ｖｾ＠

前i塁 う う 禁 辛 木 貞 夫氏

同 日 栄 村 田 治 郎 氏

同 52f界 大下1百三郎氏

問 50梨 赤 松 修氏

Ir.; J  50梨 加 藤 義吉氏

問 ＴＹ ｾ 事岩崎甚太 郎氏

問 49;安 字 f，l 一郎氏

問 49.}¥'i I湖周 孝男氏

同 ｾＹ ｊｩＧＡＭ小林 清氏

同 Ｔ Ｙ ｾ 安西山Ａｬ ｉｊ 三 氏

同 49m 平 野 忠 雄 氏

問 48票 池 間 宮 彦 氏

同 48梨 小 林 三造氏

問 ＴＸ ｾ 嬰 榊 弘美氏

問 ＴＸ ｾ 闘部泰文氏

同 48禁 高 松 平 太 郎 氏

同 48緊 付 rt j幸一氏

同 47j事 石 井 泰 雄 氏

同 47黙 石 原 主 主 偉 氏

問 47m ! ] 、河吉之助氏

問 47i界 川 勝 健 二 氏

問 47 f 緊 桐 本 橋 雅 氏

問 47察 竹内佐平治氏

問 47政 内 藤 克 一 氏

同 47票 日 野 勝 好 氏

同 46梨 今 北 乙 吉 氏

問 46禁 岩 佐 信 也 氏

同 Ｔ Ｖｾ ＧｴＮ 大津利雄氏

問

問

問

問

問

問

同

問

問

問

Ｔ Ｖ ｾ 襲 悶本新次郎氏

46喜界 笠井新十郎氏

46梨 小 西 一 良 氏

46努 芝 田 知 重氏

46禁 須 藤 員 敏 氏

46:W守 閣 部 茂氏

ＴＶ ｾ 界中村昌 三 氏

Ｔ Ｖｾ 緊 中村議峨氏

46繁 樹 内 四 知 丸 氏

46:; 繁 宮 田 秀 穂 氏
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同 46葉 重量中一良氏

同 46梨 山口 E 氏

次駄 3票 浅 野 ' 新 一 氏

同 3;葉 樹 繍 諒氏

( 以下略〉

議長以上の遁 り夫々省選されま し

た。( ー悶拍手)

1. 次で議長 より本議事録の代表署 包

者に ;左の二氏を指名 し其i!<諾 を得

た り

川 勝 俊 二 君 芝 関 知Z主君

I 片岡議長本 日の総合は之を以て終

了の旨を迷ベ閉舎を主主す時に午後

六噂四十分

評 議 員 曾

1. 昭和 15年 12 月2 日大阪市北区 1ド之

島三丁目 三番地朝日ピル ヂングに

於て評議員舎を開予言す

1. 出席者定の通り評議員38名

赤 松 修 伊 藤 武 文

池 悶 宮 彦 石 井 春 雄

石 原 逮 偉 今 北 乙 吉

今 林 彦 太 郎 岩 崎 甚 大 良11

字 :n 一 郎 宇都宮藤次良[1

f ト 河 吉 之 助 大 下 順三良[1

問 本 新 次 郎 加 藤 義 吉

川 勝 健 二 北 垣 熊 之 介

桐 本 楠 雪 量 小 林 清

小 ;体 三 造 糊 弘 美

須 藤 員 雑 菌i 部 茂

高 松 11三太郎 竹 内 佐 平 治

竹 中 景 ー 内 藤 亮 一

中 西 六 良11 中 村 昌 三

長 尾 清 一 司 君 原 徳 衛

花 輪 正 虎 平 野 忠 雄

堀 内 四 知 丸 増 井 敏 克

松 久 保 徹 三 三 浦 茂

却l 舎長 2 名選準

3. 定款第 17僚に依る常務 12名互

選

1. 議長右ー箔 して選穆致皮旨を佑ーげ

其方法に付殺りたるに評議員三浦

茂君よ り前例に[ 故ひ投票選穆の( - 1 ; ;

りに議長指名による詮衡委員を穆

げて人還を一任 したしと の提言能あ

りf衣て議長よ り賛否 を問ひたるに

( 賛成々③聾あり 〉異議者な〈主主

に詮衡委員骨 ｾｊ に依ることに決定議

長よ り左の五氏を指名 しゑ諾 を得

た り

岩崎甚大良11君 川勝 健 二 君

小林 三造若 者草原徳f樹君

平 野 忠 雄 君

ｬＮ ｾで議長よ り 只今指名のかは白Ｚ ち

に別室に於 て詮衡 された しと述べ

此問評議員舎は休憩する符を 宣 す

1. 午後 6 時40分再舎

議長只今詮衡委員より左の遁り人

選せし旨報告ありとて之を朗讃す

理事合長 片間 安氏

同 制 舎 長 井 上 二 氏 新

同 同 今林彦太郎氏

常 務 池 間 宮彦氏

岡 大下順三郎氏

問 阿 国 孝 男 氏

同 北垣熊之介氏

問 桐本稿雪量氏

同 小林 ' 浦氏

同 芝 周 知重 民

同 玉置豊次郎氏

問 中 西 六 郎 氏

同 政 岡 基 次 氏

同 松久保敏三氏

関 薮 中 一 良 氏

薮 中 一 良 山 口 n:. I  ( 五十音順〕

1. 午後 6 時20分開舎理事耳IJ 合長今林 I  1. 議長右の湿 り夫々首選 されし旨を

彦太郎氏議長 となり只今出席者35 I  告くや( ー! 司拍手〉

名に して定款第2411最下亡依 り評議員 I  l. 夫れより 議長は本合議事録の 代表

定員の2分の l 以上の出席に付本舎 |  署名者に左のニ氏を指名 し其承諾

成立の旨を告げま象て通知lの如 〈左 |  を得たり

の選挙を執行する旨 を宜す |  竹内佐平治君 竹 中 最 ー 君

l 定款第 17僚に依る組事 3 名選 I  1 談長以上にて選穆終了に付本日の

場 |  評議員舎は之 を以て閉曾ずる旨を

2. 定款第20僚に依る曾長 l 名 |  宜 し散含ナ時 κ 午後6時うO分



常 務 曾 ( 第24悶〉 曾 員 動 主ｾ 若 林 源 蔵 君 神 戸 市 兵 庫 区 中 道 通

岡子 り8の38番屋敷( 兵庫.

時 12月2日午後 う時30分- 6時 l孫土木部庶務課建築

所 陳 列 場 別 室 係〉

出 席 者 理 事 今 林 則 合 長 他 方 曾 員

監 事 井 上 監 事 伊 藤 女 四 郎 君 東 京 市 杉 並 区 附 根 町

常 務 北 垣 主記、中 西主記 一一一一一一一" ' ^ ^ ' " 103( 自営並日大高工

三 浦 主 払 薮中主記 入 曾 j 講師〉

岩尾主計、桐本主昔日 一 奥 山 市 郎 君 岡 山 市 北 方 四 軒 町 13

議 事 7( 株式合枇清水組〉

1. 12月例舎の件 西 山 銀 三 君 山 口 県 系 熊 毛 郡 光 町 央

2. 役員号| 繕曾並慰努合開催の件 海軍建築部島田工事

3. 給仕歯科後願出並採用の件 倉 員 々務所( 央海軍建築

4. 職員下牛期賞奥並昇給の件 部)

5.舎員詮衡 芦間 泉 君 住 吉 区 阪 南 町 西 l の2 特別賛助員

報 告 松本方( 鍵{ 中組〉

t 建築文化炭終了報告 高 源 定 一 君 紳 戸 市 葺 合 直 二 宮 町 泉 完 君 此 花 区 上 稲 島 北 ! の

2. 都市武装促遜幹事舎報告 3 の 158番屋敷 7 の 1 I  52( 日本建材工業所〉

3.10月分合計報告 ( 株式舎量士清水車I i ) 桑 原 一雄 君 此花区上稿島南2の3

4.入管並除隊報告 建 都 幸 一 郎 君 住 吉 区 天 王 寺 町3. 23 I  36( 協和産業株式含

8(同 〉 枇 〉

常 務 曾 ( 第25回〕 殿 村 鍛君西宮市合主幹浦瓜slrt4 I  i i f ! : 岡常夫君和歌山市元寺町東ノ

〔阪神電気鍛諮株式 目r8( 大阪師闘経理部

時 12月16日午後5時30分一81待 合員土建築課〉 工務科〉

所 l抜列場別室 西 岡 庄 太 郎 君 堺 市 出 島 海 岸 通2丁 l 古 田 庄 太 郎 君 布 地 市 高 井 岡 本 通 l

出席者 理 事 今 株 間j 舎長 67( 株式合祉大林組〉 の21 ( 建築設計事務

監 事 弁 上 監 事 波溢 章君此花区ｾ甲 ｐｬｦ 1の6 所自修〉

常務北須. 主記、 中西主;m I  ( 日本木材工業株式

三浦主記、柄本主 計 舎枇設計部〕 普遍貨助員

致 問 編 輯 大 橋 市 三 郎 君 旭 区 生 江 町544( 大橋

議 事 工務底自聖子〕 関 川 正 君 山 口 県 長 熊 毛 郡 光Ulf 光

1. 昭和 16年度1 < < ' 務合に引絡事項の 木 村 M - 厳 君 東 淀 川 区 木 川 東 ノ Hザ ヱ版事務所央海軍建

件 2の1I ( 武 悶長兵衛商 築部内( 央海軍建築

2. 紀念事業委員合総費虎置の件 院本工場大林組 1:l 15U 部〕

3. 米牧入金の内欠領補嘆の件 所〕 千坂是正三郎君制弁 l係大飯郡高演slf

4. 職員下牛期賞奥並昇給の件 坂 場 正 之 君 東 淀 川 区 木 川 西 之 町 字立石( 束縛鶴市役

5. 合員詮衡 l の 20 ( 大阪帝閑大 所土本草署管締係〕

報 告 患管繕課〉 絞岡 f青 君 此 花 区 下 傾 向2の 121

1. 役員引緩舎及晩餐合準備報合 土 岐 { 愛 吉 君 普 通 賛 助 員 よ り 純 * I  ( 不191建築株式合財〉

2. 建築文化炭清算報告 三 橋 利 雄 君 旭 区 野 江 町6( 大阪帝 ; 1 : 1 : 上正行君愛知県系来春 日井郡勝

3 合勢幹事合事業報告 関大患営繕謀〉 川町大字味美 530( 愛

4. 法制j 委員合報告 吉 岡 安 太 郎 君 ポ 波 川 直 新 高 町 13g 知l孫建築器具〉

5. 11 月分曾計報告 ( 合主主f昔前土矢橋大型迫 田中徳次郎君 ff. J 下泉北部大津町下

6. 入管報合 石商底大阪出仮見fi ) 僚405( 問中工務所自

和 田 義 弘 君 兵 庫 県 系 武 庫 郡 良 元 村 豊t)

鹿 塑 字 財 塚 46 e，) 84 

カ ｾ＠ ｾ＠ I  ( 自管) I  '>̂< 交 ＢＮＭ ｾ＠
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反万一万

| 糊 夜 光 君 東 京 市 京 橋 間 2
小 林 麟 太 郎 君 京 城 府 三 坂 遁 123の2

の l 清水組本底住宅 E提

都内 細川 一 雄 君 伊丹市卒松町5の37

入山愛次良君 子長良県草生駒郡生駒町 甲 木 秀 治 君 兵 庫 勝 、 加 古 郡 高 砂 町

1.399 朝日町

榊 弘 美 君 伊 丹 市 襖 ケ 丘3の36

諮問泰治郎君 兵庫県率、武庫都立花村 特別賛助員

三反問字企図 40

曾 員
竹 内 成 夫 君 住 吉 直 阿 倍 野 筋 2 の 菅 谷 六 郎 君 奉 天 市 大 和 区 浪 速 通

多 国 藤 雄 君 伊 藤 康 夫 君 90 26 

栗坂 f鐙t長君 谷脇 古寺泉君
大川 元造君 住 吉 甚 平 野 西 ノ 町98 上 野 次 郎 男 君 東 京 市 牛 込 直 阿 岡 町

安藤金一郎君
市営住宅 Ｑ ＳＲｾ 虎 11 ( 日本溶剤共販株

地 方 曾，員
橋 本 乾一主主東京市芝直新橋! の6 式合最士常務取締役〉

山浦 智 海 君 三 好 貫 一 君
橋本工務管理事務所 木 村 蒜 徳 君 遊 中 市 新 免 1. 088

柳 思 春 治 君 吉 岡 正 彦 君
内

特S 1 . 躍助員

絵 本 幸 雄 君 庚 島 市 松 川 町 17
. . 温賛助員

佐 藤 正 好 君 山本 昇一 君
重量 清 治 君 池 岡 市 字 千 本 1. 182

普通賛助員
( 大阪登場j機株式合

仁 木 謙 治 君 東 京 市 芝 直 積 松 町 3

土 岐 俊 吉 君 松 井 英 一 君
最土池図工場新築工場 の 521競 仁 木 貞 雄 方

泉 景 一 君 森本 源詰主君
内〉大林組池田出張 上久保宗晴宕奉天市大和直白菊田T

所内 26の51 の 4 内問宗巴

池 野 逸 郎 君 京 都 市 伏 見 直 京 田r 2  1J 

の209 大 賀 繁 登 君 旭 区 古 市 大 通2の31

山原 正 美 君 佐 吉 区 阪 市 町 東 5 の

10 

u  1r ずT
高原健二郎 君 東 京 市 蒲 回 直 仲 蒲 図

4の22の5

大 石 忠 夫 君 高 知 市 桟 橋 通 ! の200
イミ

*  *  
( 高知豚立工業態校〉

金 島 四 良11君 府 F 中河内郡縄手村

字河内861の7( 株式

日五五む

含量土佐支倉庫本后調

査課粂庶務課〉

亡 ｾｊ
地 方 曾 員

瀬 川 康 平 君 金 津 市 袋 町59

• 員 松 井 宗 一 君 東 甚 大 阪 城 内 大 阪 中

部軍総理部内 ( 大阪

宮 本 市 之 亙 君 和 歌山市狐烏1I庁447 中部軍経理部〉

飯田繁二郎君 高知県草高岡郡斗賀野
荻原 ↑ 享正君東京市大森直池上徳

普渇賛助員

村
持町385

根湾ｾニ君横滋市神 奈 川 区六角 中 島 二 郎 君 青 島 市 貯 水 山 支 路 l

智 君 昭 和 15年 9 月21日逝

橋 町 続〈株式合前士竹中工

吉川

木 子 弘 吉君 京 都 府 宇 治 郡 宇 治 村
若者庖天津支席〉

去〈受理昭和 15. 12.

字六地量産 ! の21 今 津 忠 孝 君 新 京 特 別 市 西 浅 薄 大

14)  

北 JII 憲 君 西 本 組 大 阪 支 庖 街宮廷御用地内

( 謹んで哀悼の意 を表す〉
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編 輯

後 記

0 記念す可き紀元2600年を一大飛躍の中 に主主 り、

今叉新に光輝ある ＲＶＰＱ 年を迎へる。ｾ代の祭え誠に

有基盤き綾みである。慌 しいH毎日から新春へ、そ れは

不随iの夜から靭へ の移 り後りとは何の相違も無い筈

ではあるが、し か し妙なも ので古の法制の言葉を そ

のま L に、明 け行く空の景色nt，日に望号 りたり とは見

えねど、引き替へ誠に一種云ふに云はれぬ緊張日去を

先へると共に、新しい希望と何 とも云へない森般な

! 感に打たれる。

ー O合長の 「迎春の僻」を初め 、そ の遁の御;専問の

方々に、と の祭えある新年への波援を御依頼申上げ

た慮快諾を賜り新年続を有意義 K 飾る事が出来た。

建 築 と 世 曾

第24斡 第 1 ｾ涜

l舟 50銭〈郵税3銭)

毎月 l 回 l 日 後 行 定 償 @

12加 6 図 C'" 36銭〉

昭和 15年 12月25 日印刷 昭和 16年 l 月 l 目安 行

後 行 ・編総

印 刷 人

戸 )  I1 ｾｌ＠

大阪市北原朝日ｾ ，1.- 日本建築協舎 内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 枇

大阪市西区江戸郷南主主 2 丁目 13番地

後 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島 3 ノ 3 朝日ピル

電話畏北濠( 23) 4501番 ( 9)

娠 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待約販費庖 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京 町 姻 羽 子 板 橋 西

包括土佐据 2 4 4 0番

巌醤口座大阪2084番

禁 鴇 載

本量置に掲載せるも のは 、一切 ζ れを無断にて

時載し又は単行本に上梓その他の複製行錯を

なすこと脅祭子。

建築家の新 しい償制も要略 された言葉の中か ら惑き

せぬ指導理念 が汲み取れる事と思ふ。御執筆を添う

した各位にまちf し毎度乍ら衷心か ら御鰻を市 上げる 次

第である。

。ヌ!三年度の雑誌雪量行珠算は前年度よ り数学的に少

し櫓加 は してゐるも のの、合員数の増加 と最高{ 質格

である @ 又は お迄の値上りを考へる と、 前途は極め

て容易ならざるものがある 。量 を減ずる事を徐儀な

くされ ると勢 ひ質 で之を補は なければならな い。舎

員諸彦の倍奮の御援助を切に御願 ひ仕皮ぃ。

0 昨年の夏頃から片雪量動機で難航を縦け てゐた 15

年度の編輯役員も 、本放を以てー先づ放免とな り、

次競からは完金 に揃った新しいメムパーによる斡舗

が行はれる。阪に新 しい役員の決定を見、目 近に新

幹事各位も決る事と思ふ。新 しい顔締れに心から期

待をかけてこの稿を閉ぢる事とする o C政聞記〕

庚 告 掲 載 料 金

グ ラ ピ ヤ I I 頁

〈第 I 頁)

グ ラ ピ ヤ I 1 頁

く1>> 2 頁〉

l 回

l 回

55. 帥

45. 伺

普 遁 1 1 頁 1 1 回 1 20. 00 

q量尉館n O I 、 |  ー |  

' 一一

普 遜 1 1 頁 1 1 回 1 25，00 

( 後附mz頁) I  I  I  

記 事 中 I ){ 頁 1 1 回 1 20.ω  

λ ぺ(子討すけ:

表 紙 3 1  1 頁 1 1 図 1 45，00 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80，00 

居者告掲載御申込は本合へ直接願ひます@

本誌購讃御注文はすべて前金で本舎直接又

は待約J苫へ、振替貯金又は錫替で御扮込を

願ひます。郵券代用は一割増、代金引換は

お断り致 します。
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